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本書について 


本書は、 ThinkVantage ® System Migration Assistant ( SMA ) 5.0 のインスト'ールと使 
用について説明しています。 


本書の構成 

1ページの『第1章 Migration Assistant の紹介』 卜 は、 SMA の概要と機能を紹介 
します。 


11ページの『第2章 SMA のインストールとアンインストール』では、 SMA の 
インストールとアンインストールの手順を示しています。 


17ページの IT 弟 3章 GUI モードでの 移を の実行』 では、 SMA グラフィカル•ユ 
ー ザ ー. インターフェース （ GUI ) を使用して標準移行を実行する方法を説明してい 
ます。 


75ページの『第4章バッチ-モードでの移行の実行』 では、 移行をバッチ.モー 
ドで実行する方法について説明しています。 


95ページの『第5章拡張管理トピック』 ドは 、 SMA GUI のカスタマイズ、レジ 
ストリー設定の移行、カスタム•アプリケーション•ファイルの作成など、追加ア 
プリケーシヨン設定の移行を可能にするための拡張管埋用タスクについて説明して 
います。 


117ページの『付録 A . 移行で使用できるアプリケーション設定』 } こは、サポート 
されるアプリケーションと移斤が可能な設定の詳細リストが含まれています。 


125ページの 『村 •録 B . ファイルおよびレジストリーの除外』 } こは、移行から除外 
されたファイル、デイレクトリー、およびレジストリー項目に関する情報が含まれ 
ています。 


129ページの 『村録 D . SMA 4.2 またはそれな前のバージョンとの立 盛 性』 では、 
SMA 5.0 と SMA 4.2 な前のバージョンとの互換性情報を提供します。 


135ページの『付録 E . ヘルプおよび技術援助の入手』 ] [こは、ヘルプおよび技術支 
援を受けるための ThinkVantage Support Web サイトへのアクセスについての情報が 
含まれています。 


137ページの『付録 F . 特記 事項』] こは、製品の特記事項と商標が含まれていま 
す。 


本書で使用している通知 

本書では、重要情報を強調して示すためにな下のような通知を記載しています。 

•ミ主： この通知は、重要なヒント、ガイダンス、またはアドバイスを提供します。 

-重要： この通知は、不便な状態または困難な状態を回避するのに役立つと思われ 
る情報またはアドバイスを提供します。 
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- アテンション： この通知は、プログラム、装置、またはデータに損傷が生じる可 
能性があることを示します。損傷の発生につながる可能性のある手順または状態 
の直前に、この「アテンション」の通知が挿入されます。 


本書で使用している構文規則 

本書での構文は、な下の規則に準拠しています。 

• コマンドは小文字で示される。 

-変数はイタリックで示され、そのすぐ後に説明が続く。 

-オプションのコマンドまたは変数は、大括弧で囲まれる。 

-複数のパラメーターのうちの1つを入力する必要がある場合、それらのパラメー 
ターは垂直 バーで 分離される。 

-デフォルト値には下線が引かれる。 

-反復可能パラメーターは、中括弧で囲まれる。 


ワールド • ワイド .ウェブの ThinkVantaae System Migration Assistant 
リソース 

な下の Web ページは、 SMA とシステム管理ツールを理解、使用、およびトラブル 
シューティングするためのリソースを示しています。 

ThinkVantage System Migration Assistant 5.0 ホーム.ぺージ 

http :// www.len 曰 vo . com / think / support / site . wss / document . do ? sitestvie = 
lenovo & lndocid = MIGR - 508891 

最新の SMA ソフトウェアおよび資料をダウンロードする場合に、この 
Web ページにアクセスします。 

ThinkVantage Personal Computing Support - ThinkVantage Technolo 白 ies ぺ 

•» s' 

—ン 

http :// www . lenovo . com / think / support / site . wss / document . do ? sitestyie = 
lenovo & lndocid = TVAN-STARTl 

ThinkVantage Technologies の情報を検索する場合に、この Web ぺ'ージを参 
照します。 

ThinkVantaae Personal Computing Support ぺーン 

http :// www . lenovo . com / think/support 

ThinkVantage Personal Computing S 叩 port の Web サイトにアクセスする場 
合に、この Web ページに進みます。 
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第 1 章 Migration Assistant の紹介 


System Migration Assistant 口 MA ) は、システム管埋者がユーザーの作業環境を、 
あるコンピューターから別のコンピューターに移行する場合に使用できるソフトウ 
エア.ツールです。ユーザーの作業環境には、次のものがあります。 

• オペレーティング•システム設定（たとえば、デスクトップおよびネットワーク 
接続設定） 

• ファイルとフォルダー 

-カスタマイズされたアプリケーション設定（たとえば、 Web ブラウザーのブック 
マーク、 Microsoft ® ワードの編集設定） 

. ユーザー. アカウント 

システム管埋者は SMA を使用して、企業の標準作業環境をセットアップしたり、 
個々 のユーザーの コンピューターをアップ グレー ドしたりできます。個々の ユーザ 
一は SMA を使用して、コンピューターをバックアップしたり、設定とファイルを 
1 つの コンピューター • システムから別のコンピュ ー ター • システム（たとえば、 
デスクトップ•コンピューターからモバイル•コンピューター（ラップトップ)）に 
移行したりできます。 


概要とコンポーネント 

このセクションでは、 SMA とそのコンポーネントを示します。 


SMA の機能 


SMA は、コンピューターの作業環境のスナップショットを取って作業します。次 
に、このスナップショットを原画として使用して、作業環境を別のコンピューター 
に複写します。 SMA がスナップショットを取るコンピューターはソース•コンピ 
ューターです。スナップショットが複写されるコンピューターはターゲット-コン 
ピューターです。ソース.コンピューターとターゲット.コンピューターは、物理 
的に別々の場所に設置することもでき、さらにそれぞれ異なる時間帯にあってもか 
まいません。 SMA を使用して設定とファイルをバックアップまたは復元すると、 
ソース-コンピューターとターゲット-コンピューターは、同ーコンピューターに 
することができます。 

SMA で1つのコンピューターの作業環境を別のコンピューターに移斤する場合、 
取り込み フェーズ（すべてのユーザーが斤う）、 適用 フェーズ（ローカル管埋者と 
してコンピューターにログオンしているユーザーが行う）、 そして遅延適用 フェー 
ズ（管理者特権を持たないユーザーが行う）の3つのフェーズを経て作業が行われ 
ます。 


移行には、「簡易移巧」および「カスタ厶移巧」の2つのタイプがあります。簡易 

移行は、グラフィカル•ユーザ- r ンターフェース （ GUI ) を使用して実行するこ 

とができ、すべてのユーザーにお勧めする移行タイプです。カスタム移行は、 GUI 、 
コマンド行プロンプトのいずれかを使用して実行できます。このタイプの移行では 
SMA に関する高度な知識が必要であるため、 IT 管埋者などのユーザーにお勧めし 
ます。 


◎ Lenovo 2005. Portions © IBM Corp. 2005. 
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管埋者としてログオンしている 1 人のユーザーが行う簡易移行の取りをみフェーズ’ 
では、な下の項目がソース•コンピューターからコピーされます。これらの項目は 
事前に選択されており、その選択を解除することはできません。 

• デスクトップ設定 
. プリンター設定 
• ネットワーク設定 
-アプリケーション設定 

この他、「ファイルとフォルダー」もコピーすることができます。これらの設定お 
よびファイルは、 SMA 移行ファイル に保さされます。 

適用フェーズ では、 SMA で移行ファイルがターゲット.コンピューターの管埋者 
ユーザーに適用されます。この場合、移行ファイル全体を適用するか、移行ファイ 
ルの中から適用するコンポーネントを指定するかを、ユーザーが選択できます。 

管埋者としてログオンしているユーザー、および移斤時にログオンしていないその 
他のバックグラウンド•ユーザーが行う「カスタム移斤 」の取り达みフェーズで 
は、ソース-コンピューターからな下の項目を選択およびコピーすることができま 
す。 

• デスクトップ設定 
. プリンター設定 
• ネットワーク設定 
-アプリケーション設定 
• ファイルとフォルダー 

• バックグラウンド. ユーザーのユーザー. プロファイル 
これらの設定およびファイルは、 SMA 移行ファイルに保存されます。 

管埋者としてログオンしているユーザー、および移行時にログオンしていないその 
他のパックグラウンド.ユーザーが行う「カスタム移斤」 の適用フェ ーズ’では、 
SMA でな下の2つのタスクが行われます。 

-移行ファイルをターゲット•コンピューターの管埋者ユーザーに適用する。この 
場合、移行ファイル全体を適用するか、移行ファイルの中から適用するコンポー 
ネントを指定するかを、ユーザーが選択できます。 

• 他のユーザーのために遅延適用タスクの準備をする。 

管埋特権を持たないユーザーが初めてコンピューターにログオンすると、そのユー 
ザーのプロファイルの設定は自動的に適用されます。 

SMA コンポーネント 

SMA には、な下のコンポーネントが含まれています。 

し実行可能コンポーネント： 

sma.exe 

設定とファイルをソース-コンピューターから取り达み、移行ファイル 
にコピーする実行可能ファイル。この実行可能ファイルじよっても、移 
巧ファイルがターゲット-コンピューターに適用されます。 
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smabat.exe 

バッチ. モー ドで使用するためのコマンド行イン ターフェースを 提供す 
る実行可能ファイル。 

2. DLL ライブラリー： 


• SMA 5.0 DLL 
-システム•プラグイン DLL 
•取り达み/適用プラグイン DLL 
3. 制御ファイル； 

comtnands.XML 

取り达みおよび適用プロセスをで駆動するためじ使用するコマンド•フ 
ァイル。 

config.ini 

SMA . EXE および GUI をカスタマイズするために使用する構成ファイ 
ル。 

< アプリケーシヨン名 >.xml 

SMA によるアプリケーションの取り込みおよび適用方法を定義するため 
に使用するアプリケーション-ファイル。 


システム要件 


このセクションでは、ハードウェアおよびユーザー•アカウントの要件、サポート 

されるオペレーティング-システム、およびサポートされる移行のシナリオについ 

て説明します。 

ハードウェア要件 

ソース.コンピューターとターゲット-コンピューターは、な下の条件を満たして 

いなければなりません。 

• サポートされる Microsoft Windows ® オペレーティング.システムがインストー 
ル済みである。 

• ハード•ディスクが、 SMA インストール•ファイル用に30 MB の空きスペー 
スを持っている。 

-ソース•システムのハード•ディスクに、取り达みフェーズで作成される一時フ 
ァイルを入れるための十分なフリー-スペースがある。必要なディスク-スペー 
スは、作成される SMA 移行ファイルのサイズによって異なります。 

• ターゲット.コンピューターが SMA 移行ファイルにアクセスできる。この場 
合、ローカル•エリア.ネットワーク （ LAN )、 リムーバブル•ディスクロ IP デ 
ィスクなど)、またはイーサネット-クロスケーブルを使用することができます。 

• PC から PC への移行の場合、ターゲット-コンピューターのディスク上には、 
SMA 移行ファイル.サイズの2倍のフリー.スペースが必要です。 

-ファイル転をによる移行の場合、ソース•コンピューターのディスクには、移行 
ファイル•サイズの3倍のフリー•スペースが必要です。 
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ユーザー. アカウントの要件 

• SMA 取り达みタスクまたは SMA 適用タスクを起動するには、 ユーザーはロー 
カル管理特権を持つアカウントを使用してログオンする必要があります。 

• 遅延適用フェーズでは、プロファイルが移行されているユーザーは、ローカル管 
埋者アカウント、ローカル制限ユーザー•アカウント、またはドメイン•クライ 
アント.ユーザー.アカウントを使用してターゲット-コンピューターにログオ 
ンできます。 

サポートされるオペレーティング-システム 

SMA 5.0 は、な下のオペレーティング-システムにインストールできます。 

• Windows 98 (取り込み操作のみ。適用操作には使用できません） 

• Windows 98 Second Edition ( SE ) (取り达み操作のみ。適用操作には使用できませ 
ん） 

• Windows NT ® 4.0 Workstation (取り込み操作のみ。適用操作には使用できません) 

• Windows 2000 Professional 

• Windows XP Home 

• Windows XP Professional 

• Windows XP Tablet PC Edition 2005 


これな降、 Windows 98 と Windows 98 SE を Windows 98 と呼び、 Windows XP 
Home と Windows XP Professional を Windows XP と呼びます（ただし、各ペアの 
2つのオペレーティング-システム-バージョンを区別しなければならない場合を 
除く)。 

ミ主： 

し ユーザー-プロファイルの移行は、 Windows NT 4.0 Workstation、Windows 2000 
Professional、Windows XP Home 、 および Windows XP Professional でサポート 
されます。 


2. Windows % では、 SMA は現在ログオンされているユーザーの作業環境のみを 
移巧できます。 

3. Windows 98 では、マルチユーザー-プロファイルの移行はサポートされていま 
せん。 

4. SMA 5.0 は Microsoft Internet Explorer 5.0 な降をサポートします。 

サポートされる移行シナリオ 


次の表は、有効な移行シナリオを示したものです。 

表/. SMA の紹介:サポートされる移行シナリオ 


ソース.コンピュータ 

夕ーゲット■コンピューターで稼働するオペレーティング 

■ ンス7■ム 

—で稼働するオペレー 

Windows 2000 


Windows XP 

Windows XP Tablet 

ティング-システム 

Professional 

Windows XP Home 

Professional 

PC Edition 2005 

Windows 98 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

Windows 98 SE 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

Windows NT 4.0 

Workstation 

はい 

いい又 

はい 

いいえ 
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表し SMA の紹介：サポートされる移行シナリオ ( 続を ) 


ソース.コンピユータ 
—で稼働するオペレー 
テイング-システム 

夕 - ゲット . コンピューターで稼働するオペレーティング.システム 

Windows 2000 

Professional 

Windows XP Home 

Windows XP 

Professional 

Windows XP Tablet 

PC Edition 2005 

Windows 2000 

Proiessional 

はい 

いい又 

はい 

はい 

Windows XP Home 

いいえ 

はい 

はい 

はい 

Windows XP 

Professional 

いいえ 

いい又 

はい 

はい 

Windows XP Tablet 

PC Edition 2005 

いいえ 

いい又 

はい 

はい 


ソース-コンピューターとターゲット-コンピューターでは、同じ言語で Windows 
を実わしている必要があります。 SMA は 、 Microsoft Windows の64ビット•バ 
ージョンでは一切サポートされません。 

ログオンについての考慮事項 

SMA を使用してシステム設定を移行するには、ローカル•コンピューターの管理特 
権を持つユーザー-アカウントを使用してログオンする必要があります。 

移行しなければならないシステム.リソースの一部は、アクセスするのに高い特権 
を必要とします。それらを取り达み、適用するには、管理特権を持つユーザー•ア 
カウントが必要です。それな外のアカウントから移行しようとすると、 SMA は操作 
を終了し、エラー•メッセージを出します。 

ミ主：マルチユーザー-プロファイルの移行時には、フォアグラウンド.ユーザーに 
管理特権が必要です。 

マルチユーザー-プロファイルの移行 

SMA マルチユーザー移行には、3種類のユーザーが関係しています（図1を参照 
してください)。 

1. フォアグラウンド•ログオン•ユーザー 

移行時にコンピューターにログオンしているユーザー。このユーザーは管埋特権 
を持つ必要があります。 SMA はこのユーザー•アカウントから起動する必要が 
あります。 

このユーザー名は、 「 GUI ユーザー.プロファイル」パネルで「ローカル.ユー 
ザー」の1つとして表示されます。このチェック•ボックスは常時選択されて 
おり、クリアすることはできません。 

2. バックグラウンド•ローカル•ユーザー 

現在ローカル.コンピューターにログオンしていない、ローカル.コンピュータ 
一のユーザー•アカウント。それらは、管埋特権を持たない一般ユーザー•アカ 
ウントの場合があります。 
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これらのユーザーは、 「 GUI ユーザー.プロファイル」パネルで「ローカル.ユ 
ーザー」として表示されます。 

3. バックグラウンド-ドメイン•ユーザー 

現在ローカル•システムにログオンしていない、ネットワーク-ドメインでのユ 
ーザー-アカウント。ドメイン-コントローラーはそれらのアカウント情報を制 
御し、ローカル•クライアント PC はそれらのプロファイル情報を所有していま 
す。 


これらのユーザーは、ローカル•コンピューターの 「 GUI ユーザー•プロファ 
イル」パネルに「ネットワーク•ユーザー」としてリストされます。また、コン 
トローラー PC のローカル.ポリシーでユーザーがローカルでコントローラー 
PC にログオンできるように指定されている場合は、ドメイン•コントローラー 
の 「 GUI ユーザー•プロファイル」パネルに「ローカル•ユーザー」としてリス 
卜されます。 



図 }' System Migration Assistant の紹介：マルチユ ' — ザ '— の移む 


1 


2 


> 



◎ ◎◎ 


ソース-システムとターゲット.コンピューターにログオンされているフォアグラ 
ウンド.ログオン.ユーザーの移行方法については、 「17 ページの『第3章 GUI モ 
ードでの移行の実行』 を 参照してください。 


バックグラウンド-ローカル•ユーザーをバッチ•モードで移行する方法について 


は、 

92ページの『バックグラウンド.ローカル.ユーザーのバッチ.モードでの移 

行』 

を参照してください。 


バックグラウンド-ドメイン.ユーザーをバッチ-モードで移行する方法について 


は、 

93ページの『バックグラウンド.ドメイン•ユーザーのバッチ•モードでの移 

行』 

を参照してください。 


フォアグラウンド-ログオン-ユーザーにはな下の制約事項が適用されます。 

-ログオン•ユーザーは、ソース側とターゲット側の両方で管埋者特権アカウント 
を持つ必要があります。 


マルチユーザー-プロファイル移斤にはな下の制約事項が適用されます。 
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• ソース.コンピューターとターゲット.コンピューターのログオン.ユーザー名 
が一致していないと、バックグラウンド.ユーザーの設定は移行されません。口 
グオン.ユーザーの設定のみが移行されます。 

• 稼働しているアカウントは、ローカル•コンピューターの管理者アカウントであ 
る必要があります。 SMA はドメイン•ユーザー•アカウントでは使用できませ 
ん。 

-設定を適用するには、ドメイン•コントローラーがネットワーク上で認識される 
ことが必要です。検索のためには、ドメイン•ユーザーが PDC になければなり 
ません。 

• ローカル.ユーザーの PC から PC への移行の場合はクロスケーブルを使用で 
きますが、ドメイン-ユーザーの移行には使用できません。 

• ドメイン•ユーザー•プロファイルを適用するには、まずネットワーク•ドメイ 
ン設定を移行する必要があります。詳しくは、ステップ @ ページ）を参照し 
てください。 

• ドメイン•ユーザーの一部の設定のみを移行し、すべての設定を移行するわけで 
はない場合は、ローミング.ユーザー.プロファイルを選択しないでください。 
これを選択すると、デフォルトですべての設定が移行され、選択内容が指定変更 
されてしまいます。 

• バックグラウンド.ローカル. ユーザー またはドメイン. ユーザーのユーザー. 
プロファイルを移行する前に、ターゲット•コンピューターに、移行対象のもの 
と同じ名前のユーザー-アカウントとフォルダーが存在していないか確認してく 
ださい。特に、 「 C : 犯 ocuments and Settings 」 フォルダーを確認してください。 

SMA 5.0 移行ファイルのデータ-フォーマットは SMA 4. X な前のバージョンと互 
換性がありません 。 SMA 4. X じよって取り达まれた SMA プロファイルは 、 SMA 
5.0 によっては適用できず、その逆もまた同様です。 

ミ主：移巧ファイルはターゲット•コンピューターのローカル • ハード.ディスク上 
に保存する必要があります。別の場所に保存すると、バックグラウンド•ロー 
カル.ユーザーまたはバックグラウンド-ドメイン-ユーザーの設定が、遅延 
適用フェーズで正しく適用できません。 SMA では、ネットワーク-ドライブ 
やリムーバブル•ディスク-ドライブにある移行ファイルは見つけられませ 
ん。これらのドライブは、ユーザーがコンピューターにログオンした直後は使 
用準備ができて いない 可能性があるためです。 

PC から PC への移行 

移斤ファイルをソ'ース*コンピュー 弓. —から直接夕ーゲット*コンピュータ'一に移 
行するには、 PC から PC への移行を実施します。 PC から PC への移行は、ソー 
ス-コンピューターに移行ファイルを保さする空きディスク領域が十分に確保でき 
ない場合に有効です。また、この移行では、実行するステップが標準移行の場合よ 
りも少なくて済むため、時間も節約できます。 

PC から PC への接続の七ットアップ 

PC から PC への移斤を巧うには、ソース.コンピューターとターゲット.コンピ 
ューターの 両方にネット ワーク.インターフェース. カード （ NIC ) が装備されてい 
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る必要があります。 TCP / IP プロトコルが使用可能に設定され、両方のコンピュータ 
一が同じローカル•エリア•ネットワーク （ LAN ) 内のノードであることも必要で 
す。 


ソース-コンピューターとターゲット-コンピューターを接続する必要がありま 
す。な下のいずれかの接続オプションを使用することができます。 

LAN を介して 

イーサネットまたはトークンリングのいずれかを使用できます。トークンリ 
ングを使用する場合は 、 Windows 2000と Windows XP がサポートされま 
す。 


イーサネット"ケーフル 

イーサネット.クロスケーブルを使用して、ソース.コンピューターとター 
ゲット-コンピューター間の直ち接続を作成することができます。いずれか 
のコンピュータ'—(夕ーゲットまたはソ'ース、あるいは両方でも可）にギガ 
ビット.イーサネット.カードが装備されている場合は、 PC から PC への 
接続に、通常のイーサネットのストレート-ケーブルを使用することもでき 
ます。この場合、必ず両方のコンピューターの IP アドレスが同じネットワ 
ークを指定していることを確認してください 。 Windows 2000と Windows 
XP では、 IP アドレスは自動的に発行されます 。 Windows 98と Windows 
NT では、 IP アドレスを手動で入力しなければなりません。 

ファイル転送による移行 

ファイル転送による移斤では、ネットワーク接続を確立せずに移斤を行うことがで 
きます。この場合、移行ファイルの保ち用に 、 USB メモリー•キーなどの、十分な 
フリー-スペースを持つリムーバブル-ディスクが必要です。ファイル転送による 
移行は、ソース-コンピューターとターゲット-コンピューターが別の場所にあ 
り、相互のネットワーク接続を確立することが不可能な場合に便利です。 


前のリリースからのアップグレード 

SMA 5.0 には SMA 4.1 または SMA 4.2 からのアップグレードが可能です。 

SMA 5.0 をインストールする前に、古いバージョンの SMA をアンインストールす 
る必要はありません。 


SMA 5.0 の新機能 

SMA 5.0 には、な下の新機能と拡張機能が含まれます。 

• 新しく使いやすいグラフィカル. ユーザ — r ン ターフェース 
-な前に選択されたオプションを復元する機能 

. ユーザ — r ン ター フェースを カスタマイズできる改良された機能 
• 複数ユーザーの設定を移行する機能（マルチユーザー.プロファイル移行) 
-な下のアプリケーションのサポート： 

- Adobe Reader バージヨン 7 .x 
- Symantec Antivirus 9 .x 
- ThinkVantage Access Connections 
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— ThinkVantage Rescue and Recovery 
-改良された移行結果要約報告書 
. 単ーパッケージ内の多言語サポート 
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第 2 章 SMA のインストールとアンインストール 


この章では、 SMA のインストールとアンインストールについて説明します。 


SMA 5.0 のインス I ル 

SMA のインストールには、次の2つのタイプがあります。 

• 標準インス!-―ル： SMA の標準インストールを実巧するには、まず管埋特権を持 
つオペレーテイング-システム-アカウントを使用してローカル側からコンピユ 
一夕一にログオンし、そのコンピューターからインストールを実行する必要があ 
ります。 


• サイレント•インス I -― ル： ユーザーが対話を行わずに SMA をインストールす 
る場合は、ネットワークで接続された環境にログオンし、 SMA を1をな上のコ 
ンピューターにインストールします。サイレント•インストールは、通常リモー 
卜側で実行します。 

標準 SMA インストールの実行 

SMA をインストールするには、义のようにします。 

し管埋特権を持つオペレーティング-システム-アカウントを使用してコンピュ 
一夕一にログオンします。 

2. SMAsetup . EXE プログラムを実行します。 

3. SMA の「ようこそ」ウインドウが開きます。 



图 2. SMA のインストール: 別ん4の 「ようこそ」ウインドウ 


◎ Lenovo 2005. Portions © IBM Corp. 2005. 
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4. 「次へ」をクリックします。「使用許諾契約」ウィンドウが開きます。「使用 
許諾契約の条項に同意します。」を選択します。 



図え SMA のインストール .' 「使用許諾契約」ウィンドウ 

5. 「次へ」をクリックします。「インストール先のフォルダー」ウィンドウが開 
きます。 
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6. デフオルトでは、 SMA がぶ评 rogram Files¥IBM ThinkVantage ¥ SMA にインス 
トールされます。ここで、 d は、ハード•ディスク-ドライブのドライブ名で 
す。 SMA を別の場所にインストールするには、 「変更」 をクリックした後、代 
替フォルダーを選択します。 



hi が 。 tion Assistant 

5.0 

二 In が allShield Wizard 

■ 


ンスト ー J レホのフォルダ 


このフォルタにインストルする巧さは、「汝へ」を则ックしてください。則のフォルタにイー 
シスト-ルする巧合は、「をを」を如ツルます。 么 



System Ma^aton As：scant 5.0 のインストール先: 
C :¥ P — og—am F e=¥IBM Th nkVanCage ¥ SMA ¥ 


ををぶ)... 



戻るほ : I I 

i ホへ: N ) > 

I キャンセル 



図 4. SMA のインストール .' 「インストール先のフォルダ ー J ウインドウ 
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7. 「次へ」をクリックします。「プログラムをインストールする準備ができまし 
た」ウインドウが開きます。 



図 5. SMA のインストール.' 「プログラムをインストールする準備ができました 」ウインドウ 

8. 「インス! -―ル」をクリックします。 

ミち： SMA のインストールでは、更新済みダイナミック•リンク-ライブラリー 
( DLL ) ファイルが必要になる場合があります。ご使用のコンピューターに 
更新済み DLL ファイルがない場合は、その旨を通知するウインドウが開 
き、インストールを完了するために必要なステップが示されます。 

9. InstallShield ウイザードによって SMA がインストールされると 、 「InstallShield 
ウイザードを完了しました」ウィンドウが開きます。 
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図 6. SMA のインスト ーノレ.’ I ' InstallShield ウィザ' ー ドを完了しました」ウィンドウ 
10. 「完了」をクリックします。 

サイレント SMA インスIルの実行 

コマンド .プロンプトからの SMA のインス I ル 

SMA をコマンド•プロンプトからインストールする場合は、义のようにします。 

1. 管埋特権を持つオペレーティング•システム•アカウントを使用して、 SMA © 
サイレント•インストールを実斤したいコンピューターにログオンします。 

2. SMAsetup . EXE をコンピューターにコピーし、 SMAsetup . EXE がコピーされたデ 
ィレクトリーに移動します。または、 SMAsetup . EXE が保存されているネットワ 
ーク•ディレクトリーに移動してもかまいません。 

3. コマンド行プロンプトで、コマンド SMAsetup.EXE /s /v"/qn" を入力します。 
Enter を押します。 

ミ主：コマンド•プロンプトから SMA をインストールする前に、必ず前のバージョ 
ンの SMA をアンインストールしてください。 
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SMA のアンインス I ル 

SMA をアンインストールするには、かのようにします。 

し「スタート」^「コントロール.パネル」 をクリックします。「コントロールパ 
ネル」ウィンドウが開きます。 

2. 「プログラムの追加と削除」 をダブルクリックします。「プログラムの追加と削 
除」ウィンドウが開きます。 

3. 「System Migration Assistant 5.0」をクリックします。 

4. 「削除」 をクリックします。確認ウィンドウが開きます。 

5. 「はい」 をクリックして、画面の指示に従います。 


SMA のアンインストールでは、必ずしもすべての SMA ファイルが削除されない 
場合があります。手動でな下のファイルを削除する必要があります。 

• SMA を実行しているときに生成された SMA ログ-ファイル。 SMA をデフオル 
卜の場所にインストールした場合、このファイルは同じディレクトリー内にあり 
ます。 

• SMA に固有の一時ファイル。デフオルトでは、これらのファイルはぶ install 
location ¥ etc¥data に保存されています。 d は、ハード•ディスクのドライブ名で 
す。 

• SMA 移行ファイル。これらはあ張子 .sma が付いたファイルです。 
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第 3 章 GUI モードでの移巧の実行 


SMA 5.0 では、「ターゲット開始による移行シナリオ」と「標準移行シナリオ」の 
2つのタイプの移行シナリオを行うことができます。 

夕ーゲット開始による移行シナリオ 

ターゲット.コンピューターにすでに SMA をインストールしている場合 
は、ソース-コンピューターに SMA をインストールせずに移行を開始でき 
ます。ターゲット•コンピューターの SMA によって、 SMA インストー 
ル.パッケージがリムーバブル.ディスクまたはメモリー.キーにコピーさ 
れ、さらにソース.コンピューターに SMA がインストールされた後に移行 
が開始されます。 

標準移行シナリオ 

両方のコンピューターに SMA を別個にインストールする必要があります。 
SMA のインストール後、ソース-コンピューターで移行プロセスを開始す 
ることができます。 

上記それぞれの移斤シナリオの中で、さらに「簡易移斤」か「カスタム移斤」のど 
ちらの移行タイプにするかを選択できます。 

簡易移行タイプ 

移行するファイルを選択する必要があります。ファイルの選択後、選択した 
ファイルと、すべてのアプリケーション•データおよび設定が移行されま 
す。このタイプは、簡単で迅速な移行方法です。 

カスタム移行タイプ 

移行するすべてのデータ、設定、およびファイルをユーザーが選択する必要 
があります。選択プロセスの実行中、いくつかのウィンドウが表示されま 
す。 


PC から PC へのターゲット開始じよる移行を始めるには、18ページの 『 PC から 
PC への移行』 を 参照してください。 

リムーバブル-ディスクを使用してターゲット開始による移行を始める場合は、 
ページの『ファイル転送による移行』 を 参照してください。 

PC から PC への標準移巧を開始するには、 |53 ページの 『 PC から PC への移行』 
を参照してください。 

リムーバブル-ディスクを使用して標準移行を開始するには、 |63 ページの『フアイ 
ル転送による移行』 > 参照してください。 


夕ーゲツト開始による移行シナリオの実行 


一 重要- 

移行を開始する前に、必ずすベてのアプリケーシヨンを閉じてください。 


◎ Lenovo 2005. Portions © IBM Corp. 2005. 
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PC から PC への移行 

PC から PC へのターゲット開始じよる移行を行う場合、 SMA GUI を使用して 
SMA 移行ファイルの取り込みと適用を行います。最初にターゲット-コンピュータ 
一に接続し、かに、移行する設定とファイルを選択します。 

PC から PC へのターゲット開始じよる移行シナリオを行うには、次のようにしま 
す。 

し 移行する オペレーティング•システム•アカウントを 使用して、 ソース•コン 
ピューターとターゲット.コンピューターに同時にログオン します。 ターゲッ 
卜 .コンピューターで 、 USB メモリー •キーなどの リムー バブル. ディスクを 
準備します。 

2. ターゲット.コンピューターで、 「スタート」 ぅ 「すべてのプログラム」^ 

「 ThinkVantage 」 4 「System Migration Assistant Ver 5.0」 の順にクリッ 

クします。 「ThinkVantage System Migration AssistantJ ウインドウが開きま 
す。 



図 7. GUI モ — ドでの移むの実む : け hinkVantage System Migration AssistantJ ウインドウ 

3. 「次へ」をクリックします。「この コンピューターはソースで すか、 ター ゲッ 
卜ですか?」ウインドウが開きます。 
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このコンピュー 5 —はソースでずか、ターヴットでずか？ 


M 


どちらかを巧巧して）た^をクリクウしてください： 

<* ターヴット•コンピューター 

この]ンピュ-夕-にデ-夕と i さちを通用する。 

閒 こ、 リース’ ] ン ピューターから巧巧を閒化していますか？ 
广 はい いいえ 

广 y —ス•コ>ビューター 

この]ンピュ-》-のデ-夕と i をミを適用する。 


区::;く;;培る旧に j | _みへ化い」 キャンむレ J ヘルプ(ぶ I 


図 8. GUI モードでの移 ff の実巧:「このコンピューターはソースですか、ターゲットです 
か？」ウインドウ 


4. 


「夕—ゲット.コンピュ— 夕—」 と 「いいえ」 を選扔し、 「次へ」 を クリック 
します。「移行のタイプを選択してください。」ウインドウが開きます。 


j^jTh inkVantaee System Migration Assistant 


I 

移 i 于の 5 イブを還巧してください。 

M 

I 巧行のタイブを适巧してくださ〇。 


I 夕巧易巧巧(巧装> 



巧る接巧をほったお巧は、アプリケーション設定やデータをネクトワークかイーサーネット•ケーブル経由で怯巧することができま 
to US 巨メモリーキーねどの、リムーバルディスクら用ましてください0 (ソース•コンビューターに SMA をイシストールする為に读 
用します。） 


-カスタムお巧 

カスタムを涅ぶと格巧するアプリケーンョン設定やデータを帥かく进巧できます。このな巧オプションを进ぶと巧巧するデータや 
記ちをリムーバル USB ディスクや私トワーウドライブなどに一時巧に巧巧しそれを巧しい]ンピュ-夕-上で適用することが 
できます0 


[:::玄；居炼推?;;□しみへ化)> I キャンセル I ヘルプが 


図 9. GUI モードでの移 ff の実巧:「移行のタイプを選択してください。」ウインドウ 


5 . 移行タイプを選択します。「カスタム 移行」 を選択する場合は、追加オプシヨ 
ンとして 「PC から PC へ」 を同時に選択します。 
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g^Th inkVantage System Migration Assistant 

三 口‘._ 、巧 

1 

移 i 于の 5 イブを還巧してください。 

M 


按行のタイブを巧巧してくだな、。 

r 苗易巧巧(巧装> 

括尉を巧をほった格巧は、アプリケーション設定やデータをネットワークかイーサー私トケーブル経由で巧行することができま 
す0 US 巨メモリーキーなどの、リムーバルディスクら用ましてください0 (ソース•コンビューターに SMA をインストールする為に读 
用します。） 


カスタム巧巧 

巧 i 防.がら阳巧 
广 巧巧ファイル 

遽巧してデータや設定を格巧させる場合は、カスタムを涯んでください。 


く 戻るを） I みへ(が> I キャンセル I ヘルプ(ぶ I 

mio. GUI モードでの移 f 子の実巧:「移巧のタイプを選択してください。 J ウィンドウ 

6. 「次へ」をクリックします 。 「System Migration Assistant のコピー」ダイアロ 
グが開きます。 



IM 11. GUI モ ー ドでの移わの実わ : ^System Migration Assistant のコピー 」ダイアログ 


7. リストからリムーバブル.ディスクを選択し、 「コピ ー 」 をクリックします。 
コピー-プロセスが開始します。 

8. パッケージのコピーが完了すると、ソースでのインストールを待機中であるこ 
とを示すダイアログが開きます。 
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図] 2. GUI モ — ドでの移むの実わ : ^System Migration Assistant のコピ' — が'終了しました」 
ダイアログ 


9. リムーバブル•ディスクをターゲット•コンピューターから取り外し、ソー 
ス•コンピューターに取り付けます。メディアを開き、 セットアップ •プログ 
ラムをクリックします。 

10. ソース•コンピューターでの導入が完了すると、導入が正常に完了したことを 
示すウィンドウが開きます。 


j^Jjh inkVantaee System Mi ヴが ion Assistant 

曰 

航 

正しく導入されました。 


L 


System Migration Assistant ぴ正しく霉入されましを。 

らし。-カル•エリア•ネットワ-クに巧情していない巧合(こは、イ-サネジトケ-カレを雨での]ンピュ-夕間で垣巧巧情します。 
ネっ[つ-如)巧 結 を 應忍した巧、成をウリツクして招待を閒おします。 


* な:を巧操馬を巧った巧合(こは、巧病に数みかかることびあります。 


ぶへ(が > I キャンセル I ヘル 7( I 

図。. GUI モードでの移行の実行:「正しく導入されました 」ウインドウ 

11. 「次へ」をクリックします。 PC から PC に接続中であることををすダイアロ 
グが開きます。 


第 3 章 GUI モードでの移行の実斤 21 























図] 4. GUI モードでの移行の実行: 「ソース.コンピューターにす妾続中 J ダイアログ 


12. ターゲット•コンピューターの、ソースでのインストールを待機中であること 
を示すウィンドウで 「0 K 」 をクリックします。 PC から PC への接続が確立 
されます。 

13. 接続が確立されると、接続が確立されたことを示すダイアログが開きます。 



图化 GUI モードでの移巧のま巧.' 「接続しましを」ダイアログ 

14. ソース•コンピューターの「接続が無事完了しました」ダイアログで 「0 K 」 を 
クリックします。 
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15. ステップ5 (19 ページ) 

で「カスタム 移行」 を選択した場合、「移行オプシヨ 

ン」ウインドウが開きます。それな外の場合は、ステップ 

31 (29 ページ) 

へ進 

みます。 




j^lTh inkVantaee System Migration Assistant 

口‘！^ 

1 移斤;けシヨン 


4^ 

k 


巧りをむ巧目を透巧します。 


P ユーザー•ブ□ファイル 

氏デスウトップ 
[7 アプリなー ンョン i さち 
[7 ネットワ-ク 
[7 プリンター 
ロファイルとフォルター 


すべてチェック I C 3; 獻撒; □! みへ> I キャンセル I ヘルプが I 

図化. GUI モードでの移 f 子の実巧:「移行オプション」ウィンドウ 

16. 取り込みたいカテゴリーを選択します。 

17. 「次へ」 をクリックします。ステップ 1161 で 「ユーザー • プロファイル」 チェ 
ック-ボックスを選択した場合、「ユーザー-プロファイル」ウィンドウが開 
きます。それな外の場合は、ステップ 110 (24 ページ)] へ進みます。 


^Th inkVantaee System Migration Assistant 
ユ - ザ -• ブロ]ァイル 



お行する： I ーサーブ□ファイルをチェゥクします。 


□一カル•ユーザー 

F MYTHINKPAD¥Administrator 
W MYTHINKPAD¥Nagasawa 
[7 MYTHINKPADVKaneko 
尽 MYTHINKPAD¥Hana 
[7 MYTHINKPADMTana 


すべてチ：[ック I く戻る暗 器靴 Z::]l キャンセル I ヘルプが I 


図/ 7. GUI モードでの移巧の実行:「ユーザー • プロファイル」ウインドウ 
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18. 移巧したいユーザー•プロファイルを選択します。ユーザー•プロファイルに 
ついて詳しくは、 15 ページの『マルチユーザー•プロファイルの移 斤』] 参照 
してください。バックグラウンド•ローカル•プロファイルの場合は、ユーザ 
一•パスワードは移行されずに、ユーザー名にリセットされます。 

ユーザー. プロファイルにはな下の制約事項が適用されます。 

• ユーザー.プロファイルを Windows 2000 または Windows XP に移行する 
には、管埋者権限を持つオペレーティング-システム-アカウントを使用す 
る必要があります。 

• Windows 98 を実行しているソース.コンピューターから Windows 2000 
Professional または Windows XP を実わしている夕'ーゲット*コンピュ'—夕 
一にユーザー-プロファイルを移行することはできません。 

19. 「次へ」 をクリックします。 

20. ステップ 116(23 ページ) I で 「デスクトップ」 チェック•ボックスを選択した場 
合は「デスクトップ設定」ウィンドウが開きます。それな外の場合は、ステッ 
プ |23 (26 ページ) I へ進みます。 



21. 移行したいデスクトップ設定を選択します。 

ユーザー補助 

キーボード、サウンド、マウス、およびその他の設定に対するユーザー 
補助設定 

アクティブ*デスクトップ 

アクテイフ状態 (Windows NT 4 Workstation ではサポートされません） 
カラー デスクトップおよびウインドウの カラー 

デスクトップ設定（デスクトップ-テーマ/カラー-スキーム/視覚効ま） 
デスクトップ•テーマ、カラー•スキーム、視覚効果 
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デスクトップ•アイコン 

すべてのデスクトップ•コンテンツ（フォルダー、ファイル、ショート 
カット、およびアイコンを含む） 

ミ主：デスクトップ-アイコンは Windows XP と Windows 2000のみに 
移斤できます。 Windows NT 4はサポートされていません。アイ 
コンの場所も移行されません。 

ディスプレイ 

デスクトップの幅、高さ、およびカラー深度 

ミ主：ディスプレイ•プロパティーの設定は、コンピューターのビデオ- 
デバイスによって異なります。 SMA では、ディスプレイ-プロパ 
ティーのうち、共通の化用設定のみが移行されます。 

アイコンのフォント 

デスクトップのアイコンに使用されるフォント 

キー不ード 

キーボードの反復速度、カーソルの明滅間隔、および遅延 
マウス マウスの右利きと左利きの設定、速度、およびダブルクリック間隔 

パ ターン 

デスクトップで使用するパターン (Windows XP Professional ではサポ 
ートされません） 

スクリ—ン.セーバー 

現在のスクリーン-セーバー設定 

「送る」 メニュ ー 

「送る」メニューの設定 

シェル 表示のソート順、表示のタイプ（大きいアイコンまたは小さいアイコ 
ン)、 ステータス•バー、 および ツールバーの 状況（表示/非表示） 

サウンド 

サウンドの設定 


「スター ト」 メニュ ー 

「スタート」メニュー•コマンド 

ミ主：「スタート」メニューはフォアグラウンド•ログオン•ユーザーの 
場合にのみ移行されます。バックグラウンド.ユーザーの設定は移 
行されません。 


タスク バー 

ドッキング •エッジ、 サイズ、常に手前に表示、自動非表を、時計表 
示、「スタート」メニューでの小さいアイコンの表示 

ミ主： 

a . タスクバー位置の移行は Windows XP ではサポートされていませ 
ん。 

b . タスクバー設定の移行は、 Windows 2000および Windows XP でサ 
ポートされます。 
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タイム*ゾーン 

タイム-ゾーンの設定 

壁紙 デスクトップの壁紙 

ウィンドウ•メトリック 

最小化ウィンドウのスペーシングと配置、ダイアログ•メッセージのフ 
ォント、メニュー•サイズ、スクロール•バーのサイズ 

デスクトップ設定にはな下の制約事項が適用されます。 

-ユーザー補巧： 

- Windows 98 から Windows 2000 Professional に移 fx する場合、 

ShowSounds 、 SoundSentry 、 および Stickykeys 設定の移むはできません。 

-「カーソル」オプション、ポインター速度、および「通知」オプションの 
移行はできません。 

• アクティブ•デスクトップ： 壁紙を含むアクティブ•デスクトップを移行す 
るには、壁紙の設置も選択しなければなりません。 

-デスクトップ•アイコン間の垂直および水平スペーシングは、正確には移 
行されません。 

-現行ユーザーのデスクトップ•ディレクトリーに入っているアイコンだけ 
が移行されます。 

• マウス ： Windows XP Professional を実む■している夕'—ゲット*コンピュ'一夕 
一にマウス速度を移行することはできません。 

• スクリーン•七ーバー ： Windows 98 から Windows 2000 Professional または 
Windows XP に移行している場合は、スクリーン-セーバーの移行はできま 
せん。 

• シェル ： Windows Explorer シェルの設定を移行するには、シェルのデスクト 
ップ設定と Microsoft Internet Explorer アプリケーションの設定を両方とも移 
巧しなければなりません。ターゲット-コンピューターが Windows 2000 
Professional または Windows XP を使用している場合は、フォルダー表示の 
設定（たとえば、大きいアイコン、タイル、詳細など）は移行されません。 

• ステータス•バーの移行は、ソース•コンピューターとターゲット•コンピ 
ュータ'—の両方で Windows XP (Service Pack 2 適用済み）が実わされている 
場合にのみサポートされます。 

• サウンド ： SMA は、アクティブ•サウンド•スキームをソース•コンピュー 
ターからターゲット•コンピューターに移行します。サウンド.スキーム 
は、 Windows コントロールパネルの「サウンドとマルチメディア•プロパ 
ティー」ウィンドウで設定されます。ソース•コンピューターのサウンド • 
スキームが「サウンドなし」に設定されていれば、サウンドはターゲット- 
コンピューターに移斤されません。ソース.コンピューターでカスタム.サ 
ウンドが使用されている場合は、サウンド-ファイルをサウンド•スキーム 
と一緒に移行する必要があります。 

22. 「次へ」 をクリックします。 

23. ステップ |16(23 ページ) I で 「アプリケーシヨン設定」 チェック•ボックスを選 
択した場合は、「アプリケーション設定」ウィンドウが開きます。それな外の 
場合は、ステップ |^ 6 口 7 ページ] へ進みます。 
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アブリケーシヨン設定 


を行するアブリケーシヨン設ミをわブクしてください。 


レ TVlinkVantage Technology - Access Connections 

Adobe Acrobat Reader 
庐 ATT Net Client 
口 Lotus Notes 
レ Lotus Organizer 
庐 Lotus Sametime 
口 Lotus Smartsuite 123 
P Lotus Smartsuite Freelance Graphics 
尽 Lotus Smartsuite Word Pro 
庐 Microsoft friternet Explorer 
庐 Microsoft Office Excel 
P Microsoft Office Power Point 
尽 Microsoft Office Word 
庐 Microsoft Outlook Express 
巧 KJptMpptin ^ 


すべてチ I ック J 磁溫:□し みへ か ！) > I キャンむレ I ヘル ブ祖） J 


図 19. GUI モードでの移巧のまだ.' 「アプリケーショ ン設定」ウィンドウ 

24. 設定を移行するアプリケーションを選択します。 

SMA は、ユーザー設定とカスタマイズ情報を取り込むことができます。 

Internet Explorer および Netscape Navigator のカスタマイズ情報には、ブックマ 
' —ク、 cookies 、 および設定が含まれることがあります。 Lotus ® Notes ® および 
Microsoft 0山 look の場合は、これらの設定には、アドレス帳とローカルに保存 
された E メールが含まれることがあります。 

ターゲット. マシンにインストールされたアプリケーションのバージョンが、 
ソース•マシンにインストールされたバージョンより前の場合、アプリケーシ 
ョンの設定は移斤されません。 


アプリケーション設定に適用される制約事項の詳細については、117ページの 
『付録 A . 移行で使用できるアプリケーション 設定』] &参照してください。 

25. 「次へ」をクリックします。 

26. ステップ 116 (23 ページ) I で「ネットワーク」チェック•ボックスを選択した場 
合は、「ネットワーク設定」ウィンドウが開きます。それな外の場合は、ステ 
ップ区 8 (29 ページ)] へ進みます。 
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ネットつーク設定 
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図 20. GUI モード での移行の実行: 「ネットワーク 設定」ウィンドウ 

27. 移行したいネットワーク設定を選がします。 

TCP / い構成 

• IP / サブネット/ゲートウェイ 

• DNS 構成 

• WINS 構成 


ネットワーク識別 

• コンピューター名 
• コンピューターの説明 
-ドメイン/ワークグループ 


その他 

• マップされたドライブ 
. ダイヤルアップ•ネットワーク 
-共用フォルダー/ドライブ 

• ODBC データ.ソース 

ネットワーク設定にはな下の制約事項が適用されます。 

• ドメイン/ワークグループ： ソース•コンピューターがドメインのメンバーで 
あり、ターゲット.コンピューターをこの同じドメインのメンバーにしたい 
場合は、ドメイン•コントローラーにターゲット-コンピューター用のアカ 
ウントを作成します。ドメイン.コントローラーが Windows 2000 Server を 
実行している場合は 、 「Windows 2000 JU 前のコンピューターにこのアカウ 
ントの使用を許可する」 チェック•ボックスを選択してください。ドメイ 
ン.ネームを移行する前に、コンピューター名を移行する必要があります。 

• DNS 構成： PC から PC への移行を実行する場合、 DNS 設定は移行されま 
せん。 
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28. ステップ 116 口 3 ページ) I で 「プリンター」 チェック•ボックスを選択した場合 
は、「プリンター」ウインドウが開きます。それな外の場合は、ステップ 
へ進みます。 



を行ザるブリンターち这巧して < ださり 


本》トワーク.ブリシター 

[7 自助旧 M 5589- L 览犯 M - SIENKI 抢 BDI 上) 
庐が PAPA が PSON PM - 谢加 


<戻る(目）」た::;文樹瞄 キャンセル」ヘルプ站 


すべてクリ7 


図 21. GUI モード での移行のま行:「プリンター 」ウインドウ 

29. プリンター•リンクとデバイス-ドライバーを移行したいプリンターを選択し 
ます。デフォルト•プリンターは自動的に選択されます。 

ミ主： デバイス.ドライバーがソース.コンピューターに手動でインストールさ 
れたプリンターを選択する場合は、移行前にターゲット-システムに同じ 
デバイス.ドライバーをインストールしてください。 

30. 「次へ」 をクリックします。 

31. ステップ |16(23 ページ) 1 で 「ファイルとフォルダー」 チェック•ボックスを選 
択した場合、またはステップ 1^(19 ページ) I で 「簡易移行」 ラジオ•ボタンを選 
択した場合、ファイルのスキャン中であることを示すウィンドウが開き、 SMA 
でハード•ディスクがスキャンされます。それな外の場合は、ステップ |37 口 3 
ページ)] へ進みます。 
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图 22. GUI モードでの移行のま巧:「ファイルとフォルダーのリストを作成しています。」 
ウィンドウ 

スキャン•プロセスが完了すると、「ファイルの選択」ウィンドウが開き、デ 
フォルトで「ファイル/フォルダー」ページが表示されます。 


口! 
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図 23. GUI モードでの移行の実行:「ファイルの選択」 ウインドウの f ファイル/フォルダ 
— j ぺ—ジ 

32. 移行したいファイルを選択します。ファイルを個々に選択することもできます 
が、特定のタイプのすべてのファイル、または選択したデイレクトリー内のす 
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ベてのファイルを一括して選択することもできます。ディレクトリーを選択す 
ると、そのデイレクトリーに入っているすべてのファイルが自動的に選択され 
ます。 


「ファイルの選択」ぺ' —ジには、ソース.コンピユ'—ターにあるファイルが場 
所ごとにソートされてリストされます。 

タイプ別にソートされたファイルを表示するには、 「ファイル•タイプ」 をク 
リックします。「ファイル•タイプ」ページが表示されます。特定のタイプの 
ファイルをすべて選択することもできますが、ファイル-タイプを展開して個 
々のファイルを選択することもできます。 



図 24. GUI モードでの移行の実行:「ファイルの遷択」ウィンドウの「ファイル•タイプ」 
ページ 

33. 特定のファイルまたはファイル拡張子を検索するには、 「検索」 をクリックし 
ます。検索用のウィンドウが開きます。 
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図 25. GUI モードでの移巧の実行.' 「検索開始」ウィンドウ 

34. 「検索対象」 フィールドにファイル名を入力します。ゼロな上の文字と一致す 

る、アスタリスク （*) などのワイルドカード文字を使用することもできます。 

「検索場所」 フィールドで、検索したいハード•ディスクを選択します。 「検 

索開始」 をクリックします。 

アテンション： 

a . オペレーティング•システム•ファイルを移行しないでください。移行する 
と、ターゲット.コンピューターの誤動作を招く原因になることがありま 
す。 

b . ハード•ディスクの内容全体を選択しないでください。内容全体を選択する 
と、オペレーティング•システム•ファイルを含め、すべてのファイルが選 
択されてしまうためです。 

C. 拡張子が DLL 、 EXE 、 または COM のファイルを選択するときは注意が必 
要です。 SMA は、 Windows レジストリー項目を調整しません。アプリケー 
ション-ファイルを選択すると、アプリケーションがターゲット-コンピュ 
一夕一で正しく稼働しないことがあります。 

35. 選択したファイルをターゲット-システムのどこに保存するかを検討してくだ 

さい。ソース.コンピューターとターゲット.コンピューターが同様なハー 

ド•ディスク構成になっていない場合は、ファイルとディレクトリー用に代替 

宛先を選択する必要があります。 

ファイルの宛先ロケーションを変更するには、そのファイルを右マウス.ボタ 

ンでクリックします。メニューが表示されます。 


マイドキユタント. 
巧規バ又.. 

元のパス 


図 26. GUI モードでの移行の実行.' ファイル場所の選択 
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選択したファイルは、「マイドキュメント」ディレクトリーに保さするか、ま 
たは新規のパスを指定したり元のパスをそのまま使用することもできます。 

• ファイルを「マイドキュメント」ディレクトリーに保存するには、「 マイ 
ドキュメント」 をクリックします。マイドキュメントを宛先として指定する 
ためのウインドウが開きます。オプションを選択し、 「0 K 」 をクリックしま 
す。 



口 I 
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図 27. GUI モードでの移巧の実巧: 厂マイ ドキュメントの宛先」ウィンドウ 

-ファイルの代替パスを選択するには、 「新規パス」 をクリックします。新規 
パスを宛先として指定するウィンドウが開きます。オプションを選択し、 
「0 K 」 をクリックします。 


System Migration Assistant ( 巧巧バスの巧ホ } 


巧現をのフォルダーをは巧し、为のサブフオルタ’—として入れる： 
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図 28. GUI モードでの移行の実巧:「新規パスの宛先」ウィンドウ 

-ファイルのオリジナル•パスを保持するには、 「元のパス」 をクリックしま 
す。デフォルトでは、 SMA で、ファイルがそれと同じ名前のファイルがある 
ディレクトリーに移行されると、移行される側のファイルによって古いファ 
イルが上書きされます（ファイルが上書きされないように、 config.ini ファイ 
ルをカスタマイズすることができます。詳しくは、 1^5 ページの『標準移行の 
カスタマイズ』参照してください)。 

重要： ファイルの位置を変更するときは注意してください。バッチ•ファイル 
と構成ファイルには、完全修飾パス名が含まれていることがあります。したが 
って、バッチ•ファイルと構成ファイルが参照するファイルとディレクトリー 
の位置を変更すると、プログラムまたはタスクは正常に稼働しません。 

36. 「次へ」 をクリックします。 

37. 「接続を開始しています。」ダイアログが開きます。 
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System Migration Assistant (PC から PC へ按巧） 
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図 29. GUI モードでの移行の実巧.' 「接続を開始しています 。」ダイアログ 

：38. Command File を読み达む場合 、 Command File 内で、 < P 2 PArchiveFile > を 

「 true 」 にすると、ダイアログの下部にチェック•ボックスが表示されます。夕 
ーゲット PC 上に移行ファイルのコピーを保存するには、このダイアログ下部 
のチェック•ボックスを選択します。 「 OK 」 をクリックします。 

39. ステップでこのチェック.ボックスにチェック.マークを付けた場合、 
「移行ファイルの保を」ダイアログが開きます。それな外の場合は、ステップ 
41 (35 ページ' )| へ進みます。 



巧巧ファイルる 


R 紛子ファイル用バスワード 


バスワード： 
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図 30. GUI モードでの移巧の実巧.' 「移行ファイルの保を 」ダイアログ 
40. 移行ファイルにパスワードを設定します。 
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a . 


「パスワード」 フィールドにパスワードを入力します（パスワードの長さは 
6文字から16文宇までとし、先頭または末尾に数字を指定することはでき 
ず、同一文字を連続して指定することもできません)。 
b . 「確認パスワード」 フィールドにパスワードを再入力します。 

C. 「0 K 」 をクリックします。 

41. ターゲット-コンピューターの接続が確立されたことを示すダイアログで 

「0 K 」 をクリックします。適用フェーズが開始します。移行ファイルがパスワ 
ードで保護されている場合は、パスワードの入力を要ホされます。 

42. ターゲット-コンピューターでコピーの進行状況を示すウィンドウが開きま 
す。 
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図 31. GUI モードでの移行のま行.' 「ファイルと設定をコピーしています 。」ダイアログ 

SMA では、ソース-コンピューターで作成した移行ファイルがターゲット•コ 
ンピューターにコピーされた後、保をされた移斤ファイルが適用されます。移 
行する設定とファイルの数によっては、この操作に数分かかることがありま 
す。 


43. 移行ファイルの適用後、ターゲット、ソースの両方のコンピューターで「正し 
く移行されました。」ウインドウが開きます。 
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Think Vantage System Migration Assistant は、あねたのデータやアプリケーション•データを正しく巧巧しました 0 
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図 32. GUI モードでの移 f 子の実巧.-「正しく移巧されました。」ウィンドウ 

44. 要約またはレポート•ファイルを表示するには、 「次へ」 をクリックします。 
移行レポートのウィンドウが開きます。 SMA を終了するには、 「完了」 をクリ 
ックします。 

45. レポート•ファイルは、移行レポートのウインドウ下部にあるペインに表示さ 
れます。 
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巧080タイザルアップ•木ットワーク処巧中… 
巧1如スクリーン‘たーバー処巧中... 

13110「をる」； C ユ-巧!里中... 

反0如共用 フォ ルター/ドライブ化巧や... 

巧120 シリレ 処理中... 



図が. GUI モードでの移巧の実巧.-「移巧サマリー」ウィンドウ 

46. 要約またはレポート•ファイルを別のディレクトリーに保管するには、次のよ 
うにします。 

a . 「要約」 または 「レポート」 をクリックします。 
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b . 「別名保管...」 をクリックします。「名前を付けて保存」ウィンドウが開き 
ます。 

C . 「保巧する場所」 フィールドで、ファイルを保存したいディレクトリーにナ 
ビゲートします。 

d . 「ファイル名」 フィールドに、ファイルの記述名を入力します。 

e . 「保存」 をクリックします。 

47. ソース•コンピューターで「完了」をクリックします。 

48. ターゲット•コンピューターで「完了」をクリックします。コンピューターを 
再起動するように指示するプロンプトが表示される場合があります。 「0 K 」 を 
クリックすると、コンピューターが即時に再起動されます。 


fSystem Migration Assistant のが了祗すべての変更をち础こするためじこのマシンをち起勤するぶ要があ口ます。いますぐ再起が)しますか？ 

|| -— ほ饥 Y ) — —— II 〇いえ ( N ) 」 


図 34. GUI モードでの移巧の実な：コンピューターの再起動を指をするダイアログ 


ファイル転送による移行 

ターゲット開始によるファイル転送による移行では 、 SMA GUI を使用して SMA 
移行ファイルの取り达みと適用を斤います。 

この移斤を行うには、乂のようにします。 

し 移行する オペレーティング•システム•アカウントを 使用して、 ソース•コン 
ピューターとターゲット.コンピューターに 同時に ログオン します。 ターゲッ 
卜 .コンピューターで、 USB メモリー •キーなどの リムー バブル. ディスクを 
準備します。 

2. ターゲット•コンピューターで、 「スタート」 、 「すべてのプログラム」 ， 

「 ThinkVantage 」 4 「System Migration Assistant Ver 5.0」 の順にクリッ 

クします 。 「ThinkVantage System Migration AssistantJ ウインドウが開きま 
す。 
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ThInkVantage System Migration Assistant 


M 


Think Vantage System Migration Assistant へようこそ 

ThinkVantage System Migration Assistant は、あねたのアプリケーション設ミやデータをリース •エゼ ューターからターヴツト •] 

ンピュート ヘ イ ー サネット経由 や イ利 ー キーね ドの リムー/りレディ スウを 巧って移巧します。このウィザードはぶ要な冰の巧菓キ 
JII 目をガイドします： 

- ソース ’ コンピュ-夕-からデ-夕や i をミを巧りをむ。 

-巧り込んだ巧郎をお送する。 

-デ-夕や設定を う-’村 卜 つンピュ-々- A 適巧する。 

梅巧を閒化するおに、みの巧業を泡こ巧ってください。 

-夕-ザクト •] ンピュ-夕-に巧行巧をとなるアプリケ-ションを導入してくだぞい。 

-ファイザーウォールがき止し、 すべてのアブリケーン3ンを巧了してください。 

-Microsoft Windows(F0 Updates で]ンピューターをを巧してください。 

-最巧の System Migration Assistant じを巧してください。 

mmkVantage Technologies 


区;;;;夕；(：>：化口;之;;;;;1| キャンセル I ヘルプが ）I 


図が. GUI モ ードでの移ら■の実む .. ThinkVantage System Migration AssistantJ ウインドウ 

3. 「次へ」を クリック します。「この コンピューターはソースで すか、 ターゲッ 
卜ですか?」ウインドウが開きます。 


ThinkVantage System Migration Assistant 


このコンビ ユー 5 —はソースでずか、9ーヴットでずか？ 


どちらかを巧巧して）た^をウリブクしてください： 

巧 ターヴット•コンピューター 

この]ンピューターにデータと i さちを適巧する。 

规こ S リース‘ ] ンピュー巧一から巧巧を問り台していますか？ 
广脱、 夕いいえ 

广ジース•コンピューター 

この]ンピュー》一のデータと i さちを適用する。 



区;:;く;;爲る;!盾に;;; il _ みへ(が> |_キャンセル」_\ルプが）」 


図が. GUI モードでの移巧の実巧:「このコンピューターはソースですか 、ターゲットです 
か？」ウインドウ 


4. 


「夕—ゲット.コンピュ—夕—」 と 「いいえ」を選択し、「次へ」を クリック 
します。「移行のタイプを選択してください。」ウインドウが開きます。 


38 ThinkVantage System Migration Assistant 5.0: ユ' —ザーズ.ガイド 































jTh inkVantaee System Migration Assistant 


移 i 于の 5 イブを還巧してください。 


_ 口节 

M 


巧巧のタイプを法択してくだな、。 

巧 苗易巧巧(巧装> 

括尉を巧をほったお巧は、アプリケーション設ミやデータをネットワーウかイーサー本》トケーカ陥由で格行することができま 
す0 US 巨メモリーキーなどの、リムーバルディスクら用ましてください0 (ソース•コンビューターに SMA をインストールする為に读 
用します。） 


. カスタム巧巧 

カスタムを透ぶと巧巧するアプリケーンョン設定やデータを細かく涯巧できます。この格巧オプションを涯ぶと巧巧するデータや 
i さちをリムーバル USB ディスクや私トワーウドライブなどに一嘟かこな巧しミれを巧しい]ンピュ-夕-上で適巧することが 
できます6 


[ 3: 獻拙:□しみへ咱)> I キャンむレ I ヘルプお） I 


図 37. GUI モードでの移行の実巧:「移巧のタイプを選がしてください。」ウィンドウ 

5 . 移行タイプを選択します。「カスタム 移行」 を選択する場合は、追加オプシヨ 
ンとして 「移行ファイル」 を同時に選択します。 


ThinkVanta が System hi ヴ at ion Assistant 


移 f テのタイブを還巧してください。 


_ 1-_1 由 柄 


を巧のタイブを适巧してくださ〇。 

r 巧易な巧(巧装> 

巧易巧巧をほった格行は、アプリケーション設定やデータをネットワークかイーサーネットケーカレ経由で1を行することができま 
to us 巨メモリーキーなどの、リムーバルディスクら用ましてくださいゥ（ソース•コンビューターに SMA をイシストールする為に读 
用します。） 


巧嚴强 1S 

广 PC から PC へ 
が巧巧ファイル 

遽巧してデータや設ミを格巧させる巧合は、カスタムを遇んでください。 


:房る® 


ぶへ狙) >」キャンセル」ヘルプ ( H ). 


図 38. GUI モードでの移巧の実行：「移行のタイプを選択してください 。」ウインドウ 

6. 「次へ」をクリックします。 「System Migration Assistant のコピー」ダイアロ 
グが開きます。 
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図が. ファイル転送による移わ : 「System Migration Assistant のコピ ■ — J ダイアログ 


7. リストからリムーバブル•ディスクを選択し、「コピー」をクリックします。 
コピー.プロセスが開始します。 

8. パッケージのコピーが完了すると 、 「System Migration Assistant のコピーが終 
了しました」ダイアログが開きます。 


TJlinkVantaee System Migration Assistant 
System Migration Assistant の〕ピーが終了しました 


System Migration Assistant 正巧にコピーされました。 


M 


リム-バブル•ディスクを恥)外し、もう一方の]ンピュ-夕-じ恥)巧けます。そしてディスウを問き、たッ 
トアップ•ブ□ウラムをウリックします。 

もう一方の]ンピュ-夕-でま示される手順;:なったあこの画面に戻〇て 0 K を巧します。 0 K を巧す 
と、巧続が閲化されます。 


キャンたル 


図 40. GUI モ —ドでの移ら■のまむ.' I ' System Migration Assistant の3ピ' — が終了しました」 

ダイアログ 


9. 「 0K 」 をクリックして、 SMA を閉じます。 

10. リムーバブル•ディスクをターゲット•コンピューターから取り外し、ソー 
ス•コンピューターに取り付けます。メディアを開き、 セットアップ •プログ 
ラムをクリックします。 
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11. ソース.コンピューターでの導入が完了すると、導入が正常に完了したことを 
示すウインドウが表示されます。 



System Migration Assistant ぴ正しく霉入されましを。 


らし日-かい: L リア•ネットワ-ウ(こ巧情していない巧合には、イ-サネットケ-カレを而すの]ンピュ-夕間で垣巧巧情します。 
む[つ - ウの巧 結 を 應忍した巧、成/\をウリツクして招待を閒化します。 


* ミもを巧操馬を巧った場合(こは、巧病に数みかかることびあります。 


;文へ(が> J キャンセルI ..'..小一.: H) I 


図 41. GUI モードでの移 ff の実行:「正しく導入されました J ウインドウ 

12. 「次へ」 をクリックします。 

13. ステップ |5 口9ページ) j で 「カスタム移行」 を選択した場合、 ~ 「移行オプシヨ 
ン」ウインドウが開きます。それな外の場合は、ステップ 132(46 ページ) I へ進 
みます。 


移行オブシヨン 


巧りをね巧目をま巧します。 



P ユー サーブ□ファイル 

反デスクトップ 
[7 アプリケ-ション設定 
17ネ》トワ-ク 
[7 プリンター 
庐ファイルとフオルター 


すべてチェックI [;;;; 芝;:^盤 n] しぶへ咱)> I キャンセル」ヘルプが I 


図 42. GUI モードでの移巧の実巧:「移行オプション」ウインドウ 
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14. 移行したい設定とファイルを選択します。標準移行オプションについて詳しく 
は、 118 ページの 『 PC から PC への 移行』} fe クションのステップ に6 口 3ペー 
I ジ)] から 1*33 口1 ページ)] までを参照してください。 

15. SMA 移行ファイルをパスワードで保護するには、义の手順を実行します。 

a . 「パ スワード」 フィールドにパスワードを入力します（パスワードの長さは 
6文字から16文字までとし、先頭または末尾に数字を指定することはでき 
ず、同一文字を連続して指定することもできません)。 

b . 「確認パスワード」 フィールドにパスワードを再入力します。 

C. 「0 K 」 をクリックします。 

それな外の場合は、 「キャン七ル」 をクリックします。 

16. 「名前を付けて保存」ダイアログが開きます。 



図が . GUI モードでの移巧の実巧 .' 「る前を付けて保を 」ダイアログ 

17. 「保巧する場所」 フィールドで、移行ファイルを保存したいディレクトリーに 
ナビゲートします。 「ファイル 名」フィールドに、ファイルの名前を入力しま 
す。その後、 「保存」 をクリックします。 

18. 「ファイルと設定をコピーしています。」ウインドウが開きます。 
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jTh inkVantage System Migration Assistant 


ThInkVantage System Migration Assistant 


曰 巫 

M 


ファイルと設ミを]ピーしていまん 


キャン t ル」ヘルブ狙〉」 


図 44. GUI モードでの移行のまな:「ファイルと設定をコピーしています。」ウィンドウ 

SMA は、設定とファイルを移行ファイルにコピーします。移行する設定とファ 
イルの数によっては、この操作に数分かかることがあります。 

19. 移行ファイルが作成されると、「移行ファイルが作成されました。」ウィンド 
ウが開きます。 


ThinkVantaee System Migration Assistant 


按 f 于コ 7 イルが作巧されました。 


曰,」 

M 


巧行ファイルが正しく巧巧されました。 

ま要：夕-ヴット'コンピュ-夕-じ同じバージョンの System Migration Assistant を導入するぶ、要びあります。この]ンピュ-夕 
-をほってホ-ムパ-ジから巧ウン□-ドして夕-ゲット]ンピュ-夕-に持スいくか、または、夕-ゲット •] ンピュ-タイ近巧タウン 
□ー ドして驾入してくたさい。 URL は WWW.lenoVO.COm/thinkvantage/sma です。 

夕-ゲット •] ンピュ-夕-に SMA を当入散お巧巧業を弓Iき続き巧う丰扉は、みのとわりです。 

-ターザット•コンピューターで SMA を起助してくださ〇〇 
-ター やタトつシ ピューター 上で面面の措巧こないホのようじ涅巧してください。 

-ターゲットを进祈し、巧巧が閒り台されているじ’はい’を进巧 
-巧易巧巧をぷ巧 
-国面の巧示になって巧倚を閒お 

要約□ヴを見るときは、；か\をウリツクします。それ W かは、完了をクリックしてください。 


It . 徽腑ブ …’ y _売了」 


図が. GUI モードでの移 f 子の実巧：「移行ファイルが作成されました 。_!ウインドウ 


20. 要約またはレポート•ファイルを表示するには、「次へ」をクリックします。 
移行レポートのウィンドウが開きます。それな外の場合は、 「完了」 をクリッ 
クして SMA を終了し、ステップ 123 (44 ページ) I に進みます。 
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21. レポート•ファイルは、移斤レポートのウィンドウ下部にあるペインに表示さ 
れます。 


ThinkVantage System hi ヴ別 ion Aseistant 


口‘.！^ 


をち巧柔がお了しましを。 


則るな管©... 


な OaEB 

J |C：¥Program Files¥IBM ThinkVantage¥SMA¥sma.log 


広 110 ODBC データ•ソース 処巧中... 
13090 けターン処巧中。. 

140 邮プリンター巧巧里中… 

反0孤タイかレアップ•ネットワーク化巧や… 
13100 ス州-ン‘た-バー処理中... 

巧110「送る」だ: L - 触里中… 

反 090 巧用フォルター/ドライブ処巧や… 
13120 シ j ル処理中... 


売了 I 


J ヘルプお） 


図 46. GUI モードでの移巧の実巧:「移行サマリー_!ウィンドウ 

22. 要約またはレポート•ファイルを別のディレクトリーに保管するには、次のよ 
うにします。 

a . 「要約」 または 「レポート」 をクリックします。 

b . 「別名保管..」 をクリックします。「名前を付けて保存」ウィンドウが開き 
ます。 

C. 「保存する場所」 フィールドで、ファイルを保存したいディレクトリーにナ 

ビゲートします。 

d . 「ファイル名」 フィールドに、ファイルの記述名を入力します。 

e . 「保存」 をクリックします。 

23. ソース•コンピューターで 「完了」 をクリックします。 

24. 移行ファイルを含むリムーバブル-ディスクをターゲット.コンピューターに 
接続します。次に、リムーバブル•ディスクの移行ファイルをローカル•ハー 
ド-ディスクにコピーします。 

25. ターゲット•コンピューターで、 「スタート」 ぅ 「すべてのプログラム 」今 

「 ThinkVantage 」 ぅ 「System Migration Assistant Ver 5.0 」の 順にクリッ 

クします 。 「ThinkVantage System Migration Assistant 」 ウインドウが開きま 
す。 

26. 「次へ」 を クリック します。「この コンピューターはソースで すか、 ターゲッ 
卜ですか?」ウインドウが開きます。 
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♦^ThinkVantaee System Migration Assistant _ 

このコンピュー 5 —はソースでずか、ターヴットでずか？ 


どちらかを巧巧して）た^をクリクウしてください： 

<* ターヴット•コンピューター 

この]ンピュ-夕-にデ-夕-と設ミを適巧する。 

閒こ、リース’]ンピューターからの格巧を閱おしてますか？ 
广いいぇ 

广ジース•コ> ビューター 

この]ンむーターのデータと試ミを適巧す る。 



く 戻る暗 J みへの) > I キャンた)レ」ヘルプお 〉 J 


図が. GUI モードでの移行の実巧:「このコンピューターはソースですか 、ターゲットです 
か?」ウィンドウ 

27. 「夕ーゲット-コンピュ-夕-」 および 「はい」 （移行がすでに始まっているこ 
とを示す）を選択し、 「次へ」 をクリックします。「移行のタイプを選択して 
ください。」ウインドウが開きます。 

28. 移行タイプを選択します。 「簡易移行」 を選択する場合は、追加オプションと 
して 「移行ファイル」 を同時に選択します。 


jfi^Th inkVantaee System Migration Assistant 

曰 J 

- ■~~ - ~~ ■ — ■ — --~~^ - 

按 i 于のなイブを還巧してください。 

M 

1 を行のタイプを巧おしてくだな、。 


1 r 巧 易巧巧 (巧 装 > 



商尉を巧をほった粉子は、アブリケーン3ン設ミやデータをネットワークかイーサー本、)トケーブル経由で'巧巧することげで'きま 
す。 USB ブ阿-キ-などの、リム-バルディスクも巧意してください。か-ス•了ノビュ-夕-に SMA をイシスト-ルする為(こ使 
用します。） 

C 器護觸 

广 PC から PC へ 
が巧巧ファイル 

进巧してデータや i ちちを巧巧させる場合は、カスタムを遇んでください。 


く 戻るを ）I みへ(が> I キャンセル I ヘルプ(ぶ I 

図 48. GUI モードでの移行の実行:「移行のタイプを選択してください。」 ウインドウ 
29. 「次へ」 をクリックします。「ファイルを開く」ダイアログが開きます。 
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図 49. GUI モード での移行の実巧:「ファイルを開く 」ダイアログ 

30. 「ファイルの 場所」フィールドで、移行ファイルを開くフォルダーにナビゲー 
卜します。 「ファイル名」 フィールドに、移行ファイルの名前を入力します。 
その後、 「開く」 をクリックします。 

31. ステップ |28 (45ページ) I で 「カスタム 移行」を選択した場合は、义のステップ 
に進みます。それな外の場合は、ステップ 1^2(49 ページ) I へ進みます。 

32. 移行ファイルを取り达んだときじ 「ユーザー•プロファイル」 オプションを選 
択した場合は、「ユーザー-プロファイル」ウィンドウが開きます。それな外 
の 場合は、 巨 4 (47 ページ)] へ進みます。 



図孤 GUI モードでの移巧のま行.' 「ユーザー.プロファイル 」ウインドウ 
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取り达みフェーズで選択したユーザー•プロファイルが表示されます。 1 つな 
上のチェック•ボックスをクリアすることができます。 

33. 「次へ」 をクリックします。 

34. 移行ファイルを取り込んだときに 「デスクトップ」 オプションを選択した場合 
は、「デスクトップ設定」ウインドウが開きます。それな外の場合は、ステッ 
プ画 へ進みます。 


ThinkVanta が System Migration Assistant 


ス外パ設定 


曰 


を巧する巧0をチェブクします* 


巧.スウトップ設ミ（デスクトップ•テーマ/配を/祝貸かま） 

反 ] -ザ-補か 
庐アクティブ•デスクトップ 
P カラー 

庐デスクトップ•アイ]ン 
尽ディス；!^レイ 
W アイコンのフォント 
庐キーボード 
W マウス 
W パターン 
W スクリーン•たーバー 
防 r 送るが ニュ- 
尽シェル 
反サウンド 

口 r つ々 •一 k I イ—っ •一 



図 51. GUI モードでの移巧のま巧.' 「デスクトップ設定 」ウインドウ 

取り込みフェーズで選択したデスクトップ設定が表示されます。1つな上のチ 
ェック-ボックスをクリアすることができます。 

35. 「次へ」 をクリックします。 

36. 移行ファイルを取り込んだときに 「アプリケーシヨン設定」 オプションを選択 
した場合は、「アプリケーション設定」ウィンドウが開きます。それな外の場 
合は、ステップ |38 (48 ページ 3 へ進みます。 
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アブリケ-ろヨン設定 


を行するアブリケーシヨン設ミをチ :! ブクしてください。 



T 一 TViinkVantage rechnology - Access Connections 

Adobe Acrobat Reader 
庐 ATT Net Client 

Lotus Notes 
口 Lotus Organizer 
庐 Lotus Sametime 
口 Lotus Smartsuite 123 
P Lotus Smartsuite Freelance Graphics 
R Lotus Smartsuite Word Pro 
庐 Microsoft hternet Explorer 
庐 Microsoft Office Excel 
R Microsoft Office Power Point 
W Microsoft Office Word 
尽 Microsoft Outlook Express 
巧 


すべてチ I ック J [I 器 協 猫: i]l みへ化) > I キャンセル I ヘルブ祖 ） J 


図 52. GUI モード での移行のま巧.' 「アプリケーシヨ ン設定」ウィンドウ 

取り达みフェーズで選択したアプリケーション設定が表示されます。1つな上 
のチェック-ボックスをクリアすることができます。 

37. 「次へ」 をクリックします。 

%.移行ファイルを取り达んだときじ 「ネットワーク」 オプションを選択した場合 
は、「ネットワーク設定」ウインドウが開きます。それな外の場合は、ステッ 
プ 1^0 (49 ページ) 1 へ進みます。 



図な GUI モード での移行のま巧.' 「ネットワーク 設定」ウィンドウ 

取り达みフェーズで選択したネットワーク設定が表示されます。1つな上のチ 
エック. ボックスをクリアすることができます。 
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39. 「次へ」 をクリックします。 

40. 移行ファイルを取り込んだときじ 「プリンター」 オプションを選択した場合 
は、プリンター設定用のウインドウが開きます。それな外の場合は、ステップ 
42] へ進みます。 



取り&みフェーズで選択したプリンターが表示されます。1つな上のチェッ 
ク•ボックスをクリアすることができます。 

41. 「次へ」 をクリックします。 

42. 移行ファイルを取り込んだときに 「ファイルとフォルダー」 オプションを選択 
した場合、またはステップ 128 (45 ページ) I で 「簡易設定」 ラジオ•ボタンを選 
択した場合は、「ファイルの選択」ウィンドウが開きます。それな外の場合 
は、ステップ 1^4 (50 ページ) I へ進みます。 
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图化 GUI モー ドでの移巧の実行： 「 ファイルの選択」ウィンドウ 

取り达みフェーズで選択したファイルとフォルダーが表示されます。1つな上 
のチェック-ボックスをクリアすることができます。 

43. 「次へ」 をクリックします。 

44. 「適用の準備が終わりました」ダイアログが開きます。 roKj をクリックしま 
す。 



0 K を巧し、通巧を化めてください。中止するには、キザンセルを巧してください。 


'を巧;だ化'' 


図 56. GUI モード での移行の実行:「適用の準備が終わりました」ウインドウ 


45. 「ファイルと設定をコピーしています。」ウィンドウが開きます。移行ファイ 
ルがパスワードで保護されている場合は、パスワードの入力を要ホされます。 
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図 57. GUI モードでの移行のまな:「ファイルと設定をコピーしています。」ウィンドウ 

SMA は、移行ファイルをターゲット.コンピューターにコピーします。コピー 
する設定とファイルの数によっては、コピー操作に数分かかることがありま 
す。 


重要：「キャンセル」 をクリックしてコピー•プロセスを停止することができ 
ます。ただし、 SMA による移行処埋中のすべての未完了設定も含め、 「キャン 
セル」 をクリックする前に完了したすべての変更が適用されます。適用された 
設定によっては、オペレーティング•システムが不ま定になったり、失敗した 
りすることがあります。 

46. 移行ファイルの適用後、「正しく移行されました」ウインドウが開きます。 
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I^^Th inkVantage System Migration Assistant 

回] 

正しく移 f 于されました。 
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按行が正しくが了しました。 

Think Vantage System Migration Assistant は、あねたのデータやアプリケーション•データを正しく巧巧しました 0 
要約□ヴを見るときは、；か\を州ッウします。それ队 W 、 完了を州ックしてください。 




図 58. GUI モードでの移行のま巧:「正しく移行されました J ウィンドウ 

47. 要約またはレポート•ファイルを表示するには、「次へ」をクリックします。 

移斤レポートのウィンドウが開きます。 SMA を終了するには、 「完了」 をクリ 
ックします。 

48. レポート•ファイルは、移行レポートのウインドウ下部にあるペインに表示さ 
れます。 



图 59. GUI モード での移行の実巧:「移巧サマリー 」ウインドウ 

49. 要約またはレポート•ファイルを別のデイレクトリーに保管するには、义のよ 
うにします。 

a . 「要約」または「レポート」をクリックします。 
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b . 「別名保管...」 をクリックします。「名前を付けて保存」ウィンドウが開き 
ます。 

C . 「保巧する場所」 フィールドで、ファイルを保存したいディレクトリーにナ 
ビゲートします。 

d . 「ファイル名」 フィールドに、ファイルの記述名を入力します。 

e . 「保存」 をクリックします。 

50. 「完了」をクリックします。コンピューターを再起動するように指示するプロ 
ンプトが表示される場合があります。 

51. コンピューターを即時に再起動する場合は、 「 OK 」 をクリックします。 



Migration Assistant 俯ネ了散すべての変ををち础こするためじこのマシンをち起かする'ぶ要があ口ます。いまが’冉おかしますか？ 
W .. ほいが , .il いいえ ( N ) 」 


図 60. GUI モードでの移 f 子の実行：コンピューターの再起動を指示するダイアログ 


標準移行の実行 


一重要- 

移行を開始する前に、必ずす ベての アプリケーシヨンを閉じてください。 


PC から PC への移行 

PC から PC への標準移行では 、 SMA GUI を使用して SMA 移行ファイルの取り 
这みと適用を行います。移行したい設定とファイルを選択すると、 SMA は、ターゲ 
ット•コンピューターに接続し、移巧ファイルをターゲット • コンピューターの一 
時場所に保存した後、移行ファイルをターゲット-コンピューターに適用します。 

PC から PC への標準移巧を実斤するには、次のようにします。 

1. 移巧するオペレーティング•システム•アカウントを使用して、ソース•コン 
ピューターに ログオンします。 

2. 「スタート」ぅ 「すべてのプログラム」 ぅ 「 ThinkVantage 」 ぅ 「System 

Migration Assistant Ver 5.0」 の順にクリックします 。 「ThinkVantage System 
Migration Assistant 」 ウインドウが開きます。 
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図 61. GUI モ — ドでの移 f 了のまわ:け hinkVanta 呂 e System Migration AssistantJ ウインドウ 

3. 「次へ」をクリックします。「この コンピューターはソースで すか、 ター ゲッ 
卜ですか?」ウインドウが開きます。 



図の' GUI モードでの移行のま行: 「このコンピユーターはソースですか，夕ーゲットです 
か？ J ウインドウ 


4. 「ソース•コンピューター」を選択し、「次へ」をクリックします。「移行の 
タイプを選択してください。」ウィンドウが開きます。 
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移 i 于の 5 イブを還巧してください。 


円 rjg 

M 


巧巧のタイプを法択してくだな、。 

巧 苗易巧巧(巧装> 

括尉を巧をほった格巧は、アプリケーション設定やデータを私トワーウかイーサー本外•ケー:?ル経由で1多巧することができま 
す。 


. カスタム巧巧 

カスタムを透ぶと巧巧するアプリケーンョン設定やデータを細かく涯巧できます。この格巧オプションを涯ぶと巧巧するデータや 
i さちをリムーバル USB ディスクや私トワーウドライブなどに一嘟かこな巧しミれを巧しい]ンピュ-夕-上で適巧することが 
できます6 


く戻る暗」]：::;;较^的踐 : lil キャンセル」ヘルプぉ5」 


図 63. GUI モードでの移行の実巧:「移巧のタイプを選がしてください。」 

5. 移行タイプを選択します。「カスタム移行」を選択する場合は、 
ンとして 「 PC から PC へ」を同時に選択します。 


ウィンドウ 
追加オプシヨ 



6. 「次へ」をクリックします 。 「System Migration Assistant の導入」ウインドウ 
が開きます。 
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絲端挺祕 。 n Assistan , 过、咖をん樹ちけ-々モトむ卜 .] ンビユ-卜への适巧の 


^要：夕-ザ》卜 •] ンピュ-夕-じ同じパ-ジョンの System Migration Assistant を当入する'必要げあります。この]ンピュ- 
ターを巧ってホームパージから夕りン□ードしてターヴットつンピューターに持っていくか、または、ターヴット •：!> ピューターじを巧夕〇 

ン□ードして驾人してくださ0。 URL は 凹四!と I が iCi ....’ o . c : om / 化 ink ..... ろかろが,..；化う ごす。 


夕-ゲット]ンピュ-夕-に SMA を缉人散移巧け菓を引きおき巧うキ顺ま、ホのとわりです。 
■ターゲット•コンピューターで SMA を起助してくださ〇〇 
-夕-ザット]ンビュ-夕-上で函面の指示じない放のようじ迸巧してください。 

-ターヴットを迸巧しおけび刷台されている[こ'はい’を遥巧 
-簡易巧巧を遽巧 
-画面の指示[こなって接続を開始 
-ソ-ス’]ンピュ-夕-に戻って、ぶへを如ツウ 


く戻る哲 j みへの〉 > I キャンセル」 ヘルプお） J 


図台 5. GUI モ ー ドでの移 f 了の実 f 了: I' System Migration Assistant の導入 」ダイアログ 

7. 移行したいオペレーティング.システム.アカウントを使用して、ターゲッ 
卜-コンピューターにログオンします。 

8 . 「スタート」ぅ「すべてのプログラム」ぅ 「 ThinkVantage 」 ぅ 「System 

Migration Assistant Ver 5.0」 の順にクリックします 。 「ThinkVantage System 
Migration Assistant 」 ウィンドウが開きます。 

9. 「次へ」を クリック します。「この コンピューターはソースで すか、 ターゲッ 
卜ですか?」ウインドウが開きます。 



図 66. GUI モードでの移行の実巧:「このコンピューターはソースですか 、ターゲットです 
か ？」ウインドウ 
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10. 「夕ーゲット•コンピューター」 と 「はい」 を選択し、「次へ」をクリックし 
ます。「移斤のタイプを選択してください。」ウィンドウが開きます。 


jTh inkVantaee System Migration Assistant 
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移 i 于の 5 イブを還巧してください。 
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巧巧のタイブを适巧してくだな、 

巧易巧巧(巧装> 


ががら PC へ！ 

广巧巧ファイル 

をてのデ-夕や記ミ t ネットワ-ウ、イ-サ-私トケづルや US 目ディス贿どのリム-パルディスクを巧いて税巧る巧含 
は、巧るな巧を进んでくたさい。 


. カスタム巧巧 

カスタムを涅ぶと格巧するアプリケーンョン設定やデータを細かく进的できます。この格行オプションを遽ぶと巧巧するデータや 
記ミをリムーバル USB ディスクや私トワーウドライブむどに一時のに巧巧し、ミれを巧しい]ンピュ-夕-上で適巧することが 
できます C 


く戻る暗 1 みへ狙い I キャンセル」 ヘルプが） J 


図 67. GUI モードでの移巧の実行:「移行のタイプを選択してください。」ウィンドウ 

11. 「簡易移行」および 「 PC から PC へ」を選択します。その後、「次へ」をク 
リックします。接続が確立中であることを示すダイアログが開きます。 



巧待を胡化しています。 
わ巧ちください... 


己…颗柳 


図 68. GUI モードでの移 f 子の実巧: 「ソース* コンピューターじ接続中」ダィアログ 

12. 「キーワード」 フィールドに、固有のキーワードを 40 文字な内で入力しま 
す。パスまたは特殊文字は含めないでください。 PC から PC への接続を開始 
するには、 「 OK 」 をクリックします。 
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13. ソース • コンピューターの 「System Migration Assistant の導入」ウインドウで 
「次へ」 をクリックします。キーワードを入力するためのダイアログが開きま 
す。 


System Migration Assistant (PC から PC へ巧巧》 


キーワードの入力 

M 


System Migration Assistant (J^ ターゲット •] ンピューターと掉病する準楠びできました。 
夕-ゲット •] ンピュ-夕-で入力したキ-ワ-ドを入れてください。 


措待させるために 0 K を州ックにください。 


キャンたル J 


図か. GUI モードでの移行のま行:「キーワードの入力 」ダイアログ 


14. ターゲット-コンピューターに入力したものと同じキーワードを入力します。 
PC から PC への移行を開始するには、 「0 K 」 をクリックします。 

15. 接続が確立されると、接続が確立されたことを示すダイアログが開きます。 

「0 K 」 をクリックします。 


System Migration Assistant (PC から PC へ转巧） 

■■1 

接巧しました》 

M 


巧病び巧事完了しました。 


0 K を巧してください。 


キャンたル 


図 70. GUI モードでの移巧のま巧.' 「接続 しました 。」ダイアログ 
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16. 移行したい設定とファイルを選択します。標準移行オプションについて詳しく 
は、」 18ページの 『PC から PC への 移行』]® ステップ [16 口 3ページ イ から 
33 口1ページ) I までを参照してください。 

17. 移行する設定とファイルの選択を完了すると、け妾続を開始しています。」ダ 
イアログが開きます。 


System Migration Assistant (PC から PC へ巧巧） 
を掠を P 乃おしていまず。 


M 


System Migration Assistant は、ターヴツト'コンピューターへ I 云送するデータの準楠び監いました。 


0 K を如》ルておをを閲おします。 


巧巧ファイルの]ピーを、ターゲット PCA 巧存 


C 0 K _キザンれレ」 


図 71 .GUI モードでの移行のま巧.' 「接続を開始しています 。」ダイアログ 

18. ターゲット PC 上に移行ファイルのコピーを保存するには、このダイアログ 下 
部のチェック•ボックスを選択します。 「0 K 」 をクリックします。 

19. ステップで移行ファイルの保巧を選択した場合は、「移行ファイルの保 
を」ダイアログが開きます。それな外の場合は、ステップ 121 (60 ページ) I へ進 
みます。 
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System Migration Assistant リ《スワード） 



図の. GUI モードでの移巧の実巧.' 「移行ファイルの保を 」ダイアログ 

20. 移行ファイルにパスワードを設定します。 

a . 「パ スワード」 フィールドにパスワードを入力します（パスワードの長さは 
6文字から16文字までとし、先頭または末尾に数字を指定することはでき 
ず、同一文字を連続して指定することもできません)。 

b . 「確認パスワード」 フィールドにパスワードを再入力します。 

C . 「0 K 」 をクリックします。 

21. ターゲット•コンピューターの、接続が確立されたことを示すダイアログで 

「0 K 」 をクリックします。移行ファイルがパスワードで保護されている場合 
は、パスワードの入力を要ホされます。 

22. コピーの進行状況を示すウインドウが開き、 SMA で適用フェーズが開始されま 
す。 
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図な GUI モードでの移行のま巧.' 「ファイルと設定をコピーしています 。」ダイアログ 

SMA では、ソース-コンピューターで作成した移行ファイルがターゲット•コ 
ンピューターにコピーされた後、保さされた移行ファイルが適用されます。移 
斤する設定とファイルの数によっては、この操作に数分かかることがありま 
す。 


23. 移行ファイルの適用後、ターゲット、ソースの両方のコンピューターで「正し 
く移行されました。」ウィンドウが開きます。 


inkVantage System Mi が at ion Assistant 


正しく巧 f 于をれました。 


巧行が正しくが了しました。 

ThinkVantage System Migration Assistant は、あねたのデータやアプリケーション•データを正しく巧巧しました 0 
要約□ヴををるときは、；か\をクリックします。それ队がま、完了をクリックしてください。 


□JB 

M 


Jl: つ路:邸: Z :;:]| を了 I 


図 74. GUI モードでの移行のまな:「正しく移行されました 。」ウィンドウ 

24. 要約またはレポート•ファイルを表示するには、「次へ」をクリックします。 

移斤レポートのウィンドウが開きます。 SMA を終了するには、 「完了」 をクリ 


第3章 GUI モードでの移行の実行 61 




















ックします。レポート•ファイルは、移行レポートのウィンドウ下部にあるぺ 
インに表示されます。 



図 75. GUI モー ドでの移行の実行：「移行サマリー 」ウインドウ 

25. 要約またはレポート•ファイルを別のディレクトリーに保管するには、义のよ 
うにします。 

a . 「要約」または「レポート」をクリックします。 

b . 「別名保管...」 をクリックします。「名前を付けて保を」ウィンドウが開き 
ます。 

C . 「保巧する場所」 フィールドで、ファイルを保存したいディレクトリーにナ 
ビゲートします。 

d . 「ファイル名」 フィールドに、ファイルの記述名を入力します。 

e . 「保存」 をクリックします。 

26. ソース•コンピューターで「完了」をクリックします。 

27. ターゲット•コンピューターで「完了」をクリックします。コンピューターを 
再起動するように指示するプロンプトが表示される場合があります。 「0 K 」 を 
クリックすると、コンピューターが即時に再起動されます。 



図％' GUI モードでの移巧の実行.' コンピューターの再起動を指示するダイアログ 
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ファイル転送による移行 


SMA を行ファイルの作成 

取り达みフェーズで、ソース•コンピューターにログオンし、移行したい設定とフ 
ァイルが入っている SMA 移行ファイルを作成します。移行ファイルは、次に1つ 
な上のターゲット.コンピューターに適用できます。 

SMA 移行ファイルを作成するには、次のようにします。 

し移行したいオペレーティング•システム•アカウントを使用して、ソース•コ 
ン ピューターに ログオンします。 

2. 「スタート」ぅ「すべてのプログラム」ぅ 「 ThinkVantage 」 ぅ 「System 

Migration Assistant Ver 5.0」 の順にクリックします 。 「ThinkVantage System 
Migration Assistant J ウインドウが開きます。 



図 77. GUI モ—ドでの移 f 了のまわ : [ThinkVantage System Migration Assistant J ウインドウ 

3. 「次へ」をクリックします。「この コンピューターはソースで すか、 ター ゲッ 
卜ですか?」ウインドウが開きます。 
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ftflXh inkVantaee System Migration Assistant 

- ZTI — ：.. _ _ . . _ . _ 

このコンピュー 5 —はソースでずか、 5 — ヴットでずか？ 


どちらかを巧巧して汝 A をウリゥウしてく拭い: 

广 ターヴツト•コンピューター 

この]ンピュ-夕-にデ-夕と i ちちを通巧する。 



fs - |^二；5蓝!端 

この]ンピューターのデ-夕と i をミを通巧する。 


く戻る喧 J 试へのい I キャンセル」 ヘルプお） J 


図 78. GUI モードでの移行の実巧:「このコンピューターはソースですか、ターゲットです 
か?」ウィンドウ 

4. 「ソ ース•コンピューター」 を選巧し、 「次へ」 をクリックします。「移巧の 
タイプを選択してください。」ウインドウが開きます。 


I^^Th inkVantaee System Migration Assistant 

曰： 

移 f 于の 5 イブを選巧してくだをい。 

M 


巧行のタイプを适巧してくださ〇。 

夕巧易巧巧(巧装> 

括易巧巧をほった格巧は、アプリケーション設ミやデ-夕をネットワ-ウかイ-サ-私トケーブルを由で格行することができま 
す。 


. カスタム巧巧 

カスタムを涅ぶと掠巧するアプリケーンョン設定やデータを帥かく涯巧できます。このな巧オプションを进ぶけが巧るデータや 
i るミをリムーパル USB ディスクやネットワーウドライブむどに一嘟うにな巧し、ミれを巧しい]ンピュ-夕-上で適用することが 
できます C 


<戻るを）キャンセル」—ヘルプが） . 


図 79. GUI モードでの移巧の実行:「移巧のタイプを選択してください。」ウインドウ 


5. 追加オプションとして 「カスタム移行」 および 「移巧ファイル」 を選択しま 
す。 
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移 i 于のタイブを還巧してください。 


M 


巧行のタイブをさ折してくだな、。 

广 商る巧巧(巧装> 

巧尉を巧をほった樹子は、アブリケーンむ設定やデータをネットワー咖イーサーネットケーブル経由で'巧巧することができま 
す。 


C 器護觸 

广 PC から PC A 
f 巧行ファイル 

进択してデ-夕惰男ミを巧巧させる巧合は、カス化を涅ん朽ださい。 


<戻るち） し みへ 化い」 キャンむレ I ヘル ブ祖） I 


図 80. GUI モードでの移巧のま斤.' 「移行のタイプを選択してください 。」ウインドウ 

6. 「次へ」 をクリックします。 

7. 移行したい設定とファイルを選択します。標準移行オプションについて詳しく 
は、 |18 ページの 『 PC から PC への 移行』!® ステップ 「16 口 3ページ) 1 から 
33 口1ページ) I までを参照してください。 

8. SMA 移行ファイルをパスワードで保護するには、次の手順を実行します。 


a. 「パ スワードの入力」 フィールドにパスワードを入力します（パスワードの 
長さは6文宇から16文字までとし、先頭または末尾に数字を指定するこ 
とはできず、同一文字を連続して指定することもできません)。 

b . 「パ スワードの 確認」フィールドにパスワードを再入力します。 

C. 「0 K 」 をクリックします。 

それな外の場合は、 「キャンセル」 をクリックします。 

9. 「名前を付けて保存」ダイアログが開きます。 
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図化 GUI モードでの移巧の実行.' 「名前を付けて保を 」ダイアログ 

10. 「保存する場所」 フィールドで、移行ファイルを保存したいフォルダーにナビ 
ゲートします。 「ファイル名」 フィールドに、移行ファイルの名前を入力しま 
す。その後、 「保存」 をクリックします。 

11. 「ファイルと設定をコピーしています。」ウインドウが開きます。 



図の. GUI モードでの移巧の実行.' 「ファイルと設定をコピーしています。」ウィンドウ 

SMA は、設定とファイルを移行ファイルにコピーします。移行する設定とファ 
イルの数じよっては、この操作に数分かかることがあります。 
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12. 移行ファイルが作成されると、「移行ファイルが作成されました。」ウィンド 
ウが開きます。 


ThinkVanta が System Migration Assistant 


移 i 于コ7ィルが作巧されました。 


丽齒 


巧行力■イルげ正しく巧巧されました。 

ま要：夕-ヴット’コンピュ-夕-じ同じバージョンの System Migration Assistant を導入するぶ要びありまもこの]ンピュ-夕 
-をほってホ-ムパ-ジから巧ウン□-ドして夕-ゲット]ンピュ-夕-に持スいくか、または、夕-ゲット •] ンピュ-夕-に直巧タウン 
□ー ドして驾入してくたさい。 URUJ WWW. leno VO.CO m/thinkvantage/sma です。 

夕-ヴット •] ンピュ-夕-に SMA を驾人散巧け巧業を引き続き巧う丰顺よ、みのとわりです。 

-ターヴット•コンピューターで SMA を起かしてくださ〇〇 

"夕-ヴット •] ンピュ-ター上で画面の！旨ち(こないホのようじ涯巧してください。 

-ターヴットを遽巧し、巧巧が閒り台されているに’はい’を进巧 
-巧る巧行を逆巧 
-国面の巧示になって巧情を P 月お 

要約□ヴを見るときは、；おへをクリックします。それ从ホは、完了をクリックしてください。 


に颗腑ブ…自 I —売了 I 


図が. GUI モードでの移行の実巧:「移行ファイルが作成されました。」ウィンドウ 

13. 要約またはレポート•ファイルを表示するには、 「次へ」 をクリックします。 
移行レポートのウィンドウが開きます。それな外の場合は、 「完了」 をクリッ 
クして SMA を終了します。 

14. レポート•ファイルは、移斤レポートのウインドウ下部にあるペインに表示さ 
れます。 



図 84. GUI モード での移行の実行:「移行サマ リー」ウインドウ 


第3章 GUI モードでの移斤の実行 67 



























15. 要約またはレポート•ファイルを別のディレクトリーに保管するには、乂のよ 
うにします。 

a . 「要約」または「レポート」をクリックします。 

b . 「別名保管...」 をクリックします。「名前を付けて保存」ウィンドウが開き 
ます。 

C. 「保巧する場所」 フィールドで、ファイルを保巧したいディレクトリーにナ 
ビゲートします。 

d . 「ファイル名」 フィールドに、ファイルの記述名を入力します。 

e . 「保存」 をクリックします。 

16. ソース•コンピューターで「完了」をクリックします。 

SMA を巧ファイルの適用 

ミ主： 移行ファイルにドメイン設定が含まれている場合は、ターゲット-コンピュー 
ターに新規のオペレーティング-システム‘アカウントを作成してから移行フ 
ァイルを適用してください。 

SMA 移行ファイルをターゲット•コンピューターに適用するには、次のようにしま 
す。 


し移行ファイルを作成するときに使用したオペレーティング-システム-アカウ 
ントと同じアカウントを使用して、ターゲット-コンピューターにログオンし 
ます。 


ミ主： 

a . ソース.コンピューターで複数のユーザー-アカウントを取り込むときに、 
SMA をネットワーク-ドライブまたはリムーバブル•ディスクに保さする 
と、 SMA の遅延適用タスクの場合、リブート後に SMA がそのドライブに 
アクセスできなくなる可能性があります。共用ネットワーク-ドライブを使 
用する必要がある場合は、义のステートメントを commands . xml ファイルに 
追加してください。 


<PromptBeforeDe I ayedApply>true</PromptBeToreDelayedApply> 


このステートメントを追加すると、遅延適用フェーズの開始前にプロンプト 
が現れます。このプロンプトが表示されている間に、ネットワーク接続を確 
立することができます。 

b . ターゲット.コンピューターへのログオン時に使用するオペレーテイング • 
システム-アカウントがソース-コンピューターで使用したものと異なって 
いると、アプリケーション固有の一部のユーザー設定が適用されない場合が 
あります。 


2 . 「スタート」う「すべてのプログラム」う 「 ThinkVantage 」 う 「System 

Migration Assistant Ver 5.0」 の順にクリ ックします。 「System Migration 
Assistant 」 ウインドウが開きます。 

3. 「次へ」 をクリックします。「このコンピューターはソースですか、ターゲッ 
卜ですか?」ウインドウが開きます。 
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♦^ThinkVantaee System Migration Assistant _ 

このコンピュー 5 —はソースでずか、ターヴットでずか？ 


どちらかを巧巧して）た^をクリクウしてください： 

<* ターヴット•コンピューター 

この]ンピュ-夕-にデ-夕-と設ミを適巧する。 

閒こ、リース’]ンピューターからの格巧を閱おしてますか？ 
广いいぇ 

广ジース•コ> ビューター 

この]ンむーターのデータと試ミを適巧す る。 



く戻るを）しみへおい」キャンむレ I ヘルプお〉 I 


図が. GUI モードでの移行の実巧:「このコンピューターはソースですか 、ターゲットです 
か ?」ウインドウ 

4. 「夕ーゲット-コンピュ-夕-」 および 「はい」 （移行がすでに始まっているこ 
とを示す）を選択し、 「次へ」 をクリックします。「移行のタイプを選択して 
ください。」ウインドウが開きます。 

5. 移行タイプを選択します。 「簡易移行」 を選択する場合は、追加オプションと 
して 「移行ファイル」 を同時に選択します。 


inkVantaee System Migration Assistant 

の 

W - — - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

移 i 于の 5 イブを還巧してください。 

M 

按行のタイプを巧おしてくだな、。 


が 掛就許す(獅！ 


广 PC から PC A 


巧 較巧ファイル 



畫て I 


や I をミを、ネットワ-ク、イ—サーネット•ケ-ブルや US 巨ディスクなどのリム-バルディスクを用いてお巧する巧 


は sk 為!がが邁んをくおい。 


カスタム巧巧 

カスタムを迭ぶと巧巧するアプリケーション設定やデーターをを11かく涅巧できます。この巧巧オプションを涅ぶと巧巧するデータ 
-や設ミをリム、バル U S 巨ディスクやネットワークドライブねどじ一時的じな巧できます。 


<戻るを） I みへ(が >」キャンセル」へルプお〉」 


図 86. GUI モードでの移巧の実行:「移行のタイプを選択してください。」ウィンドウ 

6. 「次へ」 をクリックします。「ファイルを開く」ダイアログが開きます。 
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図 87. GUI モード での移行の実巧:「ファイルを開く 」ダイアログ 

7. 「ファイルの 場所」フィールドで、移行ファイルを開くフォルダーにナビゲー 
卜します。 「ファイル名」 フィールドに、移行ファイルの名前を入力します。 
その後、 「開く」 をクリックします。 

8. 移行ファイルがパスワードで保護されている場合は、パスワードの入力を要ホ 
されます。 

9. 適用したい設定とファイルを選択します。標準移行オプションについて詳しく 
は、 」18 ページの 『 PC から PC への移行』ステップ [16 口3 ページ)] から 
33 口1 ページ)] までを参照してください。 

10. 「適用の準備が終わりました」ダイアログが開きます。 roKj をクリックしま 
す。 
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^Th mkVantaee System Mi 巨 rat ion Assistant 


适用の華巧がおわりました 


OK を巧し、通巧が台めてください。中止するには、キザン t ルを巧してください。 


0 K |[[ —— 'キ常刘艺 iF 

図 88. GUI モードでの移行の実行:「適用の準備が終わりました」ウィンドウ 
11. 「ファイルと設定をコピーしています。」ウインドウが開きます。 



図 89. GUI モードでの移行のま巧:「ファイルと設定をコピーしています。」ウィンドウ 

SMA は、 移行ファイルを ターゲット.コンピューターにコピーし ます。 コピー 
する設定とファイルの数によっては、 コピー 操作に数分かかることが ありま 
す。 
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重要：「キャンセル」 をクリックして コピー •プロセスを停止することができ 
ます。ただし、 SMA による移行処埋中のすべての未完了設定も含め、 「キャン 
セル」 をクリックする前に完了したすべての変更が適用されます。適用された 
設定によっては、オペレーティング•システムが不巧定になったり、失敗した 
りすることがあります。 

12. 移行ファイルの適用後、「正しく移行されました」ウインドウが開きます。 



図 90. GUI モードでの移巧のま巧:「正しく移行されました J ウィンドウ 

13. 要約またはレポート•ファイルを表示するには、 「次へ」 をクリックします。 
移斤レポートのウィンドウが開きます。それな外の場合は、 「完了」 をクリッ 
クして SMA を終了します。 

14. レポート•ファイルは、移行レポートのウインドウ下部にあるペインに表示さ 
れます。 
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則るは肯留 ... 」に: ¥Pro が am Files¥lBM ThinkVantage¥SMA¥sma.log 
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13090 /!巧ーン処巧中... 
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励弧タイヤルアッブ•ネットワ-ク化巧や… 

13100スウり-ン • t -バー処理中... 
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励卵舆用フォルター/朽イブ化巧や… 
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図 化 GUI モード での移行のま巧: 「 移行サマ り一」ウィンドウ 

15. 要約またはレポート•ファイルを別のディレクトリーに保管する場合は、ホの 
手順を実斤してその要約またはレポート-ファイルを保管できます。 

a . 「要約」または「レポート」をクリックします。 

b. 「別名保管...」 をクリックします。「名前を付けて保存」ウィンドウが開き 
ます。 

C. 「保存する場所」 フィールドで、ファイルを保存したいディレクトリーにナ 
ビゲートします。 

d. 「ファイル名」 フィールドに、ファイルの記述名を入力します。 

e . 「保存」 をクリックします。 

16. 「完了」をクリックします。コンピューターを再起動するように指示するプロ 
ンプトが表示される場合があります。 

17. コンピューターを即時に再起動する場合は、 roKj をクリックします。 



図 92 . GUI モードでの移行の実行:コンピューターの再起動を指示するダイアログ 
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第 4 章バッチ-モードでの移行の実行 


この章では、移行をバッチ-モードで実行する方法について説明します。 


一重要 

移行を開始する前に、必ずす ベての アプリケーシヨンを閉じてください。 


GUI モードの移行とバッチ•モードの移行は、どちらも同じように使用できます。 
ファイル移行の動作はどちらのモードでも同じですが、バッチ•モードの場合、特 
性を組み达んだり除外することによってファイルとフォルダーを選択します。 

GUI モード、バッチ•モードのいずれの場合も、作成される移行ファイルは同じで 
す。移斤ファイルをバッチ•モードで作成した場合は、ユーザー•インターフエー 
スを使用してそのファイルを開き、内容を調べることができます。同様に、 GUI を 
使用してコマンド-ファイル-テンプレートを作成することができます。ただし、 
ファイル移斤基準を手動で追加しなければなりません。 


SMA 5.0 と SMA 4.2 の互換性 

SMA 5.0 では、 XML テクノロジーを使用して、移行用に取り达むデータを記述し 
ます。コマンド.ファイルは XML ファイル.フォーマツトに変換されています。 
ただし 、 SMA 5.0 は前のコマンド-ファイル-フォーマツトを扱えるように設計さ 
れているため、バージョン 4.2 との互換性は確保されています。これら2つのバー 
ジョンの互換性について詳しくは、 fl 29 ページの『付録 D . SMA 4.2 またはそれな 
前のバージョンとの互換性』 te 参照してください。 


smabat コマンド構文 

SMA 実行可能ファイルは smabat . exe です。このファイルはコマンド-プロンプト 
から開始します。 SMA は、デフォルトの場所にインストールすると d : 件 rogram 
Files ¥ ThinkVantage ¥ SMA デイレクトリーに入れられます。はハード-ディスクの 
ドライブ名です。 


smabat コマンドの構文は夕のとおりです。 


smabat /c cmdj1 1 e [/n smafi Ze ] | /a [cmdfi I e ] /n smafile [ options ] 

ミ主： 

1. 絶対パスが記述されたファイル名にスペースが含まれる場合（たとえば、 
c:¥Program Files ¥ ThinkVantage ¥ SMA ¥ Commandfile . xml ), そのフアイル名を引用巧 
で囲む必要があります 

(例： "C: 评 rogram Files ¥ ThinkVantage ¥ SMA ¥ Commandfile ' xmr ’)。 

2. smabat コマンドを指定すると、コマンド•ファイルに記述されている設定は指 
定変更されます。たとえば、コマンド•ファイルにログ•ファイルの場所を指定 
していても、その指定は常に、コマンド「/〇 logfile 」 によって指定変更されま 
す。 


◎ Lenovo 2005. Portions © IBM Corp. 2005. 
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次の表は、 SMABAT コマンドの基本パラメーターを示したものです。 


表 2. 基本 SMABAT パラメーター 


機能 

構文 

作業の内容 

取り込み 

/c cmdfile /n smafile 

ここで、 

• c , 打が恥は、コマンド.ファイルの完全修飾ファイル名 
です。 

•か smafile は移行ファイルを指定する場合のオプシヨナ 
ル.パラメーターであり、 smafile は移行ファイルの完 
全修飾名です。 

コマンド*ファイルじ指定されたフ 
ァイルと設定を取り込み、移行ファ 
イルを作成します。デフオルトで 
は、移行ファイルは、コマンド•フ 
ァイルで指定されたディレクトリー 
じ書き込まれます。必要であれば、 

移行ファイルを他のディレクトリー 
じ書き込むことができます。 

適用 

/a cmdfile In smafile 

ここで、 

• cm が! 7 e は、コマンド-ファイルを指定するオプシヨナ 
ル-パラメーターです。 

- wn 口/报は、移行ファイルの完全修飾名です。 

移行ファイルじ指定されたファイル 
と設定を適用します。移行ファイル 
がターゲット.コンピューターじ適 
用される前に、そのファイルじ対し 
てコマンド.ファイルを実行するこ 
とも可能です。 

ログ-ファイル 

/〇 logfile 

ここで、 logfil だは、 ログ•ファイルの完全修飾ファイル名 
です。 

ログ-ファイルの場所を指定しま 
す。 

—時 

ディレクトリー 

/t tmpair 

ここで、 tmpdir は 、一時 SMA ディレクトリーのプロフ 
ァイルの完全修飾るです。 

一時 SMA ディレクトリーの位置を 
指定します。 

パスヮード 

/p smapwd 

ここで、口が化/は、 K 下のいずれかの値です。 

• 取り込みフェーズで移巧ファイルをパスワードで保護す 
るためじ使用するパスワード 

• 適用フェーズでパスワードで保護された移行ファイルに 
アクセスするときじ使用するパスワード 

各パスワードは K 下のを準を満たしている必要がありま 
す。 

-長さは6文字から16文字であること 

-先頭または未尾の文字が数字でないこと 

-同一文字が2文字連続していないこと 

SMA 移行ファイルのパスワードを指 
定します。 

PC から PC へ 

の移巧による適用 

/a / p 2 p keyword /n smafile 

ここで、 

•PC から PC への接続を權立するときは、キーワード 
を使用します。 

• 保巧する移巧ファイルを指定するときは、 smafile を使 
用します。 smafile は移行ファイルの完全修飾名です。 

PC から PC への移巧じよってファイ 
ルと設定を適用するときじ使用する 
オプショナル•コマンド。受け取っ 
た移行ファイルを保存するときは、 
smafile を使用します。 

抽出 

/e cmdfile 

ここで、 cmdfil だが、 コマンド-ファイルの完全修飾名で 
す。 

移行ファイルの作成に使用されたコ 
マンド-ファイルを抽出するための 
オプショナル-コマンド。 
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コマンド-ファイルの作成 

取り込みフェーズで、 smabat . exe は、コマンド•ファイルの内容を読み取り、移行 
ファイルを作成します。このセクションでは、コマンド•ファイルおよびその中に 
指定できるステートメントについて説明します。 

SMA にはサンプル • コマンド • ファイル （ Sample _ commands . xml ) があり、このフ 
ァイルをテンプレートとして使用して、コマンド-ファイルをカスタマイズするこ 
とができます。 SMA をデフォルトの場所にインストールすると、このファイルは 
cf:¥Program Files¥Think V antage ¥ SMA ディレクトリーに入れられます。 cf は八ード* 
ディスクのドライブ名です。 

ミ主 ： SMA 5.0 では、 XML テクノロジーを使用して、コマンド-ファイル内のコマ 
ンドを記述します 。 SMA 5.0 はバージョン 4.2 のコマンド-ファイルを扱え 
るように設計されています。古いコマンド•ファイルを使用するために、バー 
ジョン 4.2 と 5.0 の互換性に関する詳しい情報が必要な場合は、 「129 ページの 
『付録 D . SMA 4.2 またはそれな前のバージョンとの互換性』参照してくだ 
さい。 

SMA 5.0 コマンド-ファイルについては、な下の点を考慮に入れてください。 

• XML バージョン 1.0 の構文が使用されます。 

• コマンド-ファイルでは大文字と小文字が区別されます。 

• 各コマンドおよびパラメーター.セクションは、必ず く TagName 〉 で始まり、 
</ TagName > で終わり、これらのタグの間でその値について記述する必要があり 
ます。 

• 構文エラーがあると、 SMA の実行時にエラーになります。 SMA にエラーが発生 
すると、 SMA はエラー.メッセージをログ-ファイルに書き达んで操作を続行し 
ます。重大なエラーの場合は、正しい最終結果が得られない可能性があります。 

コマンド-ファイルのコマンド 

次の表は、コマンド-ファイルに使用できるコマンドを示したものです（ただし、 
ファイルの移行とレジストリーに関するコマンドを除きます)。 

特定のフォルダーやそのサブフォルダーを指定するときは、 Windows 環境変数 
(% windir %、％ USERPROFILE %、％ ProgramFiles % など）を使用することができま 
す。 
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表えコマンド•ファイルのコマンド 


コマンド 

パラメーター 

パラメーター 値と例 

< Password > 

< PlainPassword > 

バスワードを使用して移巧ファイルを暗号化するには、 
< PlainPassword > を英数字ストリングじ設定します。このストリ 
ングの長さは6文字から16文字までです。 

コマンド斤プロンプトから smabat.exe じかパラターターを指 
定して実巧すると、ユーザーが指定するパスワードじよってコマ 
ンド-ファイルで設定されたパスワードが上書まされます。 

PC から PC への移斤の場を、パスワード-オプションは、 

SMA 移行ファイルを作成するオプションを設定している場合に 
のみ有効です。 

< ArchiveFile > 

< filename > 

移行ファイルのパス名とファイル名を指定するには、移行ファイ 
ルのバス名とファイル名に < filename > を設定します。 

例： 

<ArchiveFile> 

<fi 1 enarne>C : ¥SMA5¥MyData. snia</f i 1 ename> 

</ArchiveFile> 

な下のようじ表記して、移行ファイルの場所を指定することもで 

きます。 

¥¥my computer¥temp¥MyData.sma 

< TransferMode > 

< mode > 

PC から PC への接続を介して移行を実行するには、このバラ^ 
一夕一を「 P 2 P 」じ設定します。それな外の場合は、何も指定し 
ないでおきます。 

例： 

PC から PC への接続を介して移行する場合 

<TransferMode> 

<mode>P2P</mode> 

</TransferMode> 

移行ファイルじよって移行する場合 

<TransferMode> 

<mode></mode> 

</TransferMode> 

< P 2 P > 

< connection _ id > 

ソース.コンピューターとターゲット.コンピューター間で PC 
から PC への接続を確立するには、英数字ストリングを指定し 
ます。 

例： 

<P2P> 

connection id>mykeyword</connection id> 

</ P 2 P > — — 
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まえ コマンド.ファイルのコマンド が亮き) 


コマンド 

パラメーター 

パラメーター値と例 

< Desktop > 

• < desktop _ settings > 

• < accessibility > 

• < active _ desktop > 

• < colors > 

• < desktop _ icons > 

• < display > 

• < icon _ metiics > 

• < keyboard > 

• < mouse > 

• < pattern > 

• < screen _ saver > 

• < sendto _ menu > 

• < shell > 

• < sound > 

• < stait _ menu > 

• < taskbar > 

• < wallpaper > 

• < window _ metrics > 

デスクトップ設定を選択するには、このパラメーターを 「 true 」 

じ設定します。それな外の場合は、 「 false 」 じ設定するか、何も 
指定しないでおきます。 

例： 

<Desktop> 

<colors>true</col ors> 

<desktop icons>true</desktop icons> 
<screen_saver>true</screen_saver> 

<start_menu>false</start_menu> 

<time_zone>true</time_zone> 

</Desktop> 

< Network > 

• < ip _ subnet _ gateway _ configuration > 

• < dns _ configuration > 

• < wins _ configuration > 

• < computei _ name > 

• ccompute し description 〉 

• < domain _ workgroup > 

• < mapped _ dnves > 

• < shared _ folders _ arives > 

• < dialup _ networking > 

• < odbc _ datasources > 

ネットワーク設定を選択するには、このパラメーターを 「 true 」 

じ設定します。それな外の場合は、 「 false 」 じ設定するか、何も 
指定しないでおきます。 

例： 

<Network> 

<computer name>true</computer name> 

<mapped drives>false</mapped drives> 

</Network> 

< Applications > 

< Application > 

サポートされるアプリケーションのリストに 

サポートされるアプリケーション設定の取り込みまたは適用を行 
うには、アプリケーション名をパライーターとしてコマンド•フ 
ァイルに指定します。 


ついては、 1117 ページの『付録 A . 移行で使 1 



1 用できるアプリケーション設定』 を 参照して 

例： 


ください。 

<Applications> 

<Application>Lotus Notes</Application> 

<Application>Microsoft Office</Application> 

</Applications> 



または 

<Applications> 

<Application>$(all)</Application> 

</Applications> 

< Registries > 

< Registrv > 

< hive > 

< keyname > 

< value > 

レジストリー設定の取り込みまたは適用を行うには、コマンド • 
ファイルのパラメーターとして hive , keyname , および value を 
指定します。 

たとえば、みのようじ指定します。 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Lenovo¥SMA</keyname> 

<value></value> 
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表え コマンド•ファイルのコマンド（続き) 


コマンド 

パラメーター 

パラメーター値と例 

< IncUsers > 

< UserName > 

すべてのユーザー.プロファイルを取りをむじは、巧 ( all )」 を 
設定するか、すべてのユーザーを表すワイルドカード文字として 
「*」を使用します。それな外の場合は、ユーザーを個別に指定 
します。ホのワイルドカードが使用可能です。 

* は可変長のワイルドカード用です。 

%は固定長のワイルドカード （1 文字）用です。 

例： 

< IncUsers > 

< UserName > administrator </ UserName > 
< UserName > Domain ¥ Jim </ UserName > 

< IncUsers > 

< ExcUsers > 

< UserName > 

移行赃理からユーザーを除外するには、ユーザーのドメインせよ 
びユーザー名を指定します。ホのワイルドカードが使用可能で 
す。 

* は可変長のワイルドカード用です。 

%は固定長のワイルドカード （1 文字）用です。 

< Printers > 

< Printer > 

< PrinterName > 

この制御ステートイントは、ソース.コンピューターとターゲッ 
卜-コンピューターの両方で有効です。 

すべてのプリンターを取り込むじは、このバライーターを 
r &( all ) J じ設定します。それな外の塌含は，各プリンターを個 
別に指定します。デフォルト•プリンターのみを取り込む場合 
は、このパラメーターを 「&( DefaultPrinter )」 に設定します。 

たとえば、みのようじ指定します。 

< Printers > 

< Printer>&(al 1)</ Pnnter > 

</ Printers > 

< Printers > 

< Printer > 

<Pri nterNaiTie>IBM 5589- L 36</ PrinterNanie > 

< Printer > 

</ Printers > 

< Printers > 

< Printer >&( DefaultPrinter )</ Printer > 

</ Printers > 

すべてのプリンター （「 all 」） またはデフォルト-プリンター 
(rdefaultj ) のいずれも取り込むことができます。個々のプリン 
ターを名前で指定してもかまいません。複数のプリンターを指定 
すると最初の指定のみが赃理され、後続の指定は無視され、警苦 

メッセージが出されます。 

プリンター設定の移行じついて詳しくは， |86 ページの『プリン 1 

1 ターの移斤』 ^ 参照してください。 


80 ThinkVantage System Migration Assistant 5.0: ユ' —ザーズ.ガイド 












まえ コマンド.ファイルのコマンド が亮き) 


コマンド 

パラメーター 

パラメーター 値と 例 

< AddPrinter > 

く PrinterType > 

< PrinterName > 

< PortName > 

< DriverName > 

< InstallExePath > 

< InfFIlePath > 

新規のプリンターを追加するには、 < AddPiinter > タグを使用しま 
す。この制御ステートイントは、ターゲット•コンピューターで 
のみ有効です。 

たとえば、みのようじ指定します。 

<!-- for OS built-in printer--> 

<AddPrinter> 

<PrinterType>OS bui1t-in</PrinterType> 

<PHnterNam い IBM 4029 LaserPrinte ド / Printer 

Name> 

<PortName>LPTl:</PortName> 

<DriverName>Paral1 el</DriverName> 

<Instal1ExePath /> 

<InfFilePath /> 

</AddPrinter> 

<!-- for Network printer--> 

<AddPrinter> 

<PrinterType>Network</PrinterType> 
<PrinterName>¥¥Server¥IBM 5589-L36</Printer 

Name> 

<PortName /> 

<DriverName /> 

<Instal1ExePath /> 

<InfFilePath /> 

</AddPrinter> 

<!-— for UserProvided printer for Setup In 
stall--> 

<AddPrinter> 

<PrinterType>UserProvided</PrinterType> 

<PrinterName>My Private Printer</PrinterName> 

<PortName /> 

<DriverName /> 

(Install ExePath>c : ¥SMA5¥teiTip¥printer¥ 
install.exe</Instal1ExePath> 

<InfFilePath /> 

</AddPrinter> 

<!-— for UserProvided printer for Inf In 
stall (1) --> 

<AddPrinter> 

<Pri nterType>UserProvided</PrinterType> 

<PrinterName>My Canon Printer</PrinterName> 
<PortName>USB</PortName> 

<DriverName>Canon i320</DriverName> 

<Instal1ExePath /> 

<InfFilePath>c ： ¥myprinter¥i320.inf</InfFi 1 e 

Path> 

</AddPrinter> 

<!-— for UserProvided printer for Inf In 
stall (2)— > 

<AddPrinter> 

<PrinterType>UserProvided</PrinterType> 

<PrinterName>My HP Printer</PrinterName> 
<PortName>USB</PortName> 

<DriverName>hp deskjet 995c series</DriverName> 

<Instal1ExePath /> 

<InfFi 1 ePath>c ： ¥HP995C¥hpf995k.inf</InfFile 

Path> 

</AddPrinter> 

プリンター設定の移行について詳しくは、 |86 ページの『プリン 1 

1 ターの移行』 を參 照してください。 
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まえコマンド-ファイルのコマンドけ孟き J 


コマンド 

パラメーター 

パラメーター 値と例 

< MISC > 

< bypass _ registry > 

レジストリー設定の選択をすべて解除するには、このパラメータ 
一を 「 true 」 に設定します。それな外の場合は、 「 false 」 じ設定 
するか、何も指定しないでおきます。 


く overwrite existing files > 

既存のファイルを上書きするには、このパラメーターを 「 true 」 

じ設定します。それな外の場合は、 「 false 」 じ設定するか、何も 
指定しないでおきます。 


< log _ riie _ location > 

SMA でログ-ファイルの書きをみ先となるディレクトリーを指 
定するじは、完全修飾ディレクトリー名を入力します。他のコン 
ピューターの共用ディレクトリーを指定できます。 

このバライーターを設定しない場合、 SMA ではログ-ファイル 
が d :¥ SMA _ Installed _ Directory じ書き込まれます。ここで、 c / は 
ハード•ディスクのドライブ名、 ¥ SMA _ Ins は lled _ Dii - ectoi - y は 
SMA のインストール先ディレクトリーです。 


< temp _ file _ location > 

SMA が一時ファイルを書き込むディレクトリーを指定するに 
は、完全修飾ディレクトリー名を入力します。他のコンピュータ 
一の共用ディレクトリーを指定できます。 

このバライーターを設定しない場合、 SMA では一時ファイルが 
d :¥ SMA _ Installed _ Directory ¥ etc¥data じ書き込まれます。ここで、 
d はハード•ディスクのドライブ名、 ¥ SMA _ Ins は lled _ Dii-ectory 
は SMA のインストール先ディレクトリーです。 


< resolve _ icon _ links > 

アクティブ•リンクが設定されたアイコンのみをコピーするに 
は、このパラメーターを 「 true 」 に設定します。それな外の場合 
は、 「 false 」 じ設定するか，何も指定しないでおきます。 


< quota > 

移行ファイル•サイズを制限するには、その制限値を MB で指 
定します。 


< span _ size > 

サイズを KB で指定します。このサイズに達した移行ファイル 
はスバンされます。 


く use し exi し afte し apply > 

移行が完了した後でアプリケーションを起動するには、このパラ 
メーターを実行可能ファイルの完全修飾名に設定します。 


< AutoReboot > 

ターゲット側の移行完了後じ、自動的にコンピューターを再始動 
(リブート)するじは、このパラメーターを「1」じ設定します。 
コンピューターをリブートするかどうかを尋ねるポップアップ¬ 
ウィンドウを表示するには、 このパラメーターを「2」じ設定し 
ます。それな外の場合は、日じ設定するか，何も指定しないでお 
きます。 


< P 2 PAichiveFile > 

PC から PC への接続を介してターゲット-コンピューターじ移 
行ファイルを保存するには、このパラメーターを 「 true 」 に設定 
します。それな外の場合は、 「 false 」 じ設定するか、何も指定し 
ないでせきます。 


< PromptBeforeDelayedApply > 

SMA がユーザー-データを遅延適用フェーズで移行中であるこ 
とを示すダイアログ-メッセージを表示するには、このパラメー 
ターを 「 true 」 じ設定します。それな外の場合は、 「 false 」 に設 
定するか、何も指定しないでおきます。 


ファイル移行コマンド 

SMA でのファイル移行コマンドの処埋は、最初にファイル組み&みコマンド、乂 
に、その組み达みファイルに対応するファイル除外コマンド、という順序で斤われ 
ます 。 SMA 4.2 のように、ファイルの組み&みコマンドと除外コマンドの順序を 
指定する必要はなくなりました。 

SMA では、ソース.コンピューター上のファイルとフォルダーの元の場所に応じ 
て、ファイルが選択および選択解除されます。ファイル•リダイレクト•ステート 
メントは移行ファイルに保存され、適用フェーズで解砍されます。 
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ファイル名とディレクトリー名の処埋では、大文字と小文字は区別されません。 

次の表では、ファイル移行コマンドについて説明します。すべてのファイル移行コ 
マンドはオプシヨンです。 


表 4. ファイル移行コマンド' 


コマンド 

パラメーター 

作業の内容 

か ilesAndFolders> 

<run> 

ファイル移行の取り込みまたは適用を巧うじは、このパラ 
木 ー ターを 「 true 」 じ設定します。それ K 外の場合は、 

「 false 」 じ設定するか、何も指定しないでおきます。 

例： 

< Fi 1 esAndFolders > 

< run > true </ run > 

</ FilesAndFolders > 

<ExcludeDrives> 

く Drive 〉 

スキャンの対象から除外する各ドライブのドライブ名を指 
定します。 

例： 

< ExcludeDrives > 

< Drive > D </ Drive > 

< Drive > E </ Drive > 

</Excl udeDn ves > 
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ま 4 . ファイル移行コマンド（続き) 


コマンド 

パラメーター 

作業の内容 

< Inclusions > 

< IncDescription > 

く Description 〉 

< DateCompare > 

< Operand > 

< Date > 

< SizeCompare > 

< Operand > 

< Size > 

< Dest > 

< Operation > 

ここで、 

《 Description 〉 は完全修飾フ 
ァイル名です。ファイル名と 
フォルダー名の両方にワイル 
ドカード文字を使用すること 
ができます。 

< DateCompare > は、作成日に 
基づいてファイルを指定する 
ためのオプショナル-パラメ 
一夕一です。 

- cOperan 化は NEWER ま 
たは OLDER のいずれか 
です。 

- < Date > はま本となる日付 
で、 mm / dd / yyyy 形式で表 
します。 

< SizeCompare > は、サイズに 
基づいてファイルを選択する 
ためのオプショナル • パラメ 
一夕一です。 

- < Operand > は LARGER 
または SMALLER のいず 
れかです。 

- < Size > は MB 単位でのフ 
ァイル.サイズです。 

< DesD ■は、夕ーゲット•コ 
ンピューター上の、ファイル 
が書き込まれる宛先フォルダ 
一のを前を指定するオプショ 
ナル-パラメーターです。 

指定されたデイレクトリーに入っているすべての一致ファ 
イルを検索します。 

例1 

< IncDescription > 

< Description > c :¥ MyWorkFoider ¥ / s </ Description > 

</ IncDescription > 

ま：フォルダー名を指定するには、記述の最後にな」を付 
加します。 

例2 

< IncDescription > 

< Description > C :¥ MyWorkFolder ¥*.*</ Description > 
< DateConipare > 

< Operand > NEWER </ Operand > 

< Date >07/31/2 O 05</ Date > 

</ DateCompare > 

</ IncDescription > 

例 3 

< IncOescription > 

< Description > C :¥ MyWorkFolder ¥*.*</ Description > 
< SizeCompare > 

< Operand > SMALLER </ Operand > 

< Size >20 O </ Size > 

</ SizeCompare > 

</ IncDescription > 

例 4 

< IncOescription > 

< Description > C :¥ MyWorkFolder ¥*.*</ Description > 
< Dest > D :¥ MyNewWorkFolder </ Dest > 
<0 peration > P </0 peration > 

</ IncDescription > 
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表んファイル移行コマンド（続き) 


コマンド 

パラメーター 

作業の内容 

< Inclusions > (続き） 

• < Operation > は、ファイル • 
パスの処理方法を指定する才 
プシヨナル • パラメーターで 
す。 K 下のいずれかを指定し 
ます。 

- 『 PJ 1 は、ファイルのパス 
を保存し、 < Dest > パライ 
ーターで指定された場所か 
ら始まるターゲット•コン 
ピユーターじファイルを再 
作成します。 

- 『 R 』 は、ファイルのパス 
を除去し、 < Dest > パライ 
一夕一で指定された場所に 
ファイルを直接入れます。 
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ま 4 . ファイル移行コマンド（続き) 


コマンド 

パラメーター 

作業の内容 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

く Description 〉 

<DateCompare> 

<Operand> 

<Date> 

<SizeCompare> 

<Operand> 

<Size> 

ここで、 

• <Description> は、完全修飾フ 
ァイル名またはフォルダー名 
です。ファイル名とフォルダ 
一名の両方にワイルドカード 
文字を含めることができま 
す。 

• <DateCompare> は、作成日じ 
よってファイルを選択するた 
めのオプショナル*コマンド 
です。 

- <Operand> は NEWER ま 
たは OLDER のいずれかで 
す。 

- <Date> は基本となる日付 
で、 mm/dd/yyyy 形式で表 
します。 

• <SizeCompare> は、サイズじ 
よってファイルを選択するた 
めのオプショナル*パラ方一 
ターです。 

- <Operan わは LARGER ま 
たは SMALLER のいずれ 
かです。 

- <Size> は MB 単位での 
ファイル-サイズです。 

指定されたデイレクトリーに入っているすべての一致ファ 
イルを選択解除します。 

例 1 

< ExcDescription > 

< Description > C :¥ YourWorkFolder ¥</ Descnption > 
</ ExcDescription > 

例 2 

< ExcDescription > 

< Description > C :¥ YourWorkFolder ¥</ Description > 
< DateConipare > 

<0 perand >0 LDER </0 perand > 

< Date > O 7/31/2005</ Date > 

</ DateCompare > 

</ ExcDescription > 

例 3 

< ExcDescription > 

< Description > C :¥ YourWorkFolder ¥</ Description > 
< SizeCompare > 

< Operand > LARGER </ Operand > 

< Size >20 O </ S 1 ze > 

</ SizeCompare > 

</ ExcDescription > 


プリンターの移行 

ターゲット.コンピューターのプリンター設定を指定する場合、2つの方法があり 
ます。1つは < Printer > タグを使用してソース*コンピュ'—夕一からプリンタ'一設 
定を移行する方法、もう1つは < AddPrinter > タグを使用して新規のプリンターを 
インストールする方法です。 

使用できるプリンターは、な下のとおりです。 
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OS 組み込みプリンター 

このプリンタ'—名は ntprint . inf フアイルにあります。 


ネットワーク • プリンター 

このプリンター名は、認識されるネットワーク•プリンターのリストにあり 
ます。 


ユーザー提供のプリンター 

上記2種類な外のすべてのプリンター。 

次の表では、プリンターの移行で使用されるタグの組み合わせについて説明しま 
す。 


まふプリンターの移行のタグの組み合わせ 


タグ名 

< Printer > タグ 

< AddPrinter > タク 

os 組み込み 
プリンター 

ネットワーク • 

プリン ター 

ユーザー 提供のプリン ター 

七ットアップ 
インストール 

Inf に ct る 

インストール 

<PrinterName> 

0 

♦ 

0 

- 

♦ 

<PrinterType> 

X 

0 

0 

0 

0 

<InstallExePath> 

X 

- 

匯 

0 

- 

<InfFilePath> 

X 

- 

眶 

- 

0 

<PortName> 

X 

0 

匯 

- 

0 

く DriveName 〉 

X 

0 

- 

- 

0 


ここで、 

0 必ず指定します。 

* オプシヨンです。値を指定しない場合は 、 <PrinterName />などのヌル•夕 

グを追加する必要があります。 

- 移行には不要ですが、ヌル•タグが必要です。値を指定しても、移行では無 

視されます。 

X 指定しないでください。 

取り込まれたプリンターがソース PC でデフォルト-プリンターとして設定されて 
いる場合は、ターゲット PC でもデフォルト-プリンターとして設定する必要があ 
ります。ソース PC のデフォルト•プリンターがターゲット PC に移行されない場 
合は、 OS がデフォルト•プリンターとしてどのプリンターを設定するかを判断しま 
す。 


SMA を使用する場合、共通プリンター設定のみを移行できます。プリンターのベン 
ダー固有の設定は移行できません。 

ソース-コンピューターで OS 組み达みプリンター.ドライバーの改訂バージョン 
を手動でインストールした場合は、そのドライバーの元のバージョンがターゲット 
PC にインストールされます。ターゲット PC じ 0 S 組み达みプリンター-ドライ 
バーの改訂バージョンをインストールするには、 < AddPrinter > タグを使用してその 
バージョンを指定します。 
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ユーザー提供のプリンターの移行 


ユーザーが指定したプリンターが 0 S 組み达みプリンターに含まれない場合 、 SMA 
では、ユーザーが提供するインストール-パッケージを使用してそのプリンターが 
インストールされます。この機能はターゲット PC のみで使用できます。ソース 
PC から取り达まれた情報は無視されます。ユーザーは、ターゲット-コンピュータ 
一上のインストール.パッケージへの絶対パスを指定して、インストール.パッケ 
ージを提供する必要があります。さらに、パッケージ内のインストーラー•プログ 
ラムを指定する必要があります。义の例では、 commands . xml ファイルにユーザー提 
供のプリンターを指定する方法を示します。 

<Printers> 

<!-- For Setup Install--> 

<AddPrinter> 

<PrinterType>UserProvided</PrinterType> 

<PrinterName>My Private Printer</Pr1 nterNaiTie> 


<InstallExePath>c:¥SMA5¥temp¥printer¥instal1.exe</Instal1ExePath> 
<InfFilePath /> 

<PortName /> 

<DriverName /> 

</AddPrinter> 


<!-- For Inf Install--> 

<AddPnnter> 

<PrinterType>UserProvided</PrinterType> 

<PrinterName>My Private Printer</PrinterName> 

《InstallExePath /> 

<InfFi1ePath>c:¥Windows¥inf¥myprinter.inf</InfFi1ePath> 
<PortName>USB</PortName> 

<DriverNanie>IBM Generic USB Printer</DriverName> 

</AddPrinter> 

</Printers> 

ネットワーク•プリンターのを行 

ネットワーク . プリンターを識別するために、な下の主要情報が取り达まれます。 
• プリンター名 
• サーバー 名 


取り込みフェーズでは、 < Printer > セクション内の < PrinterName > タグによって名前 
が囲まれたプリンターがネットワーク•プリンターのリストにあると、そのプリン 
ターが取り&まれます。け ( a の」を指定すると、リストされたす ベての プリンター 
が取り达まれます。 

適用フェーズでは、 < Printer > セクション内の < PrinterName > タグによって名前が囲 
まれたプリンターが、移行ファイルのネットワーク•プリンターのリストにある 
と、そのプリンターがインストールされます。「$( 址)」 を指定すると、取り达まれ 
たすベてのプリンターがインストールされます。 

ネットワーク上で認識されるプリンターのみが、ターゲット PC でネットワーク* 
プリンターとしてインストールできます。 
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OS 組み込みプリンターのを巧 

OS 組み达みプリンターを識別するために、な下の主要情報が取り达まれます。 
•プリンター名 
• モニターの設定 
• ポート名 
-ドライバーの設定 

取り达みフェーズでは、 <Printer > セクション内の < PrinterName> タグじよって名前 
が囲まれたプリンターが ntprint.inf ファイルの OS 組み达みプリンターのリストに 
あると、そのプリンターが取り&まれます。「$(址)」を指定すると、リストされた 
すべてのプリンターが取り込まれます。 

適用フェーズでは、 <Printer > セクション内の < PrinterName> タグによって名前が囲 
まれたプリンターが、 OS 組み达みプリンターの1つとして ntprint.inf ファイルに 
リストされていると、そのプリンターがインストールされます。 

ファイル移行コマンドの例 

このセクションでは、ファイル移行コマンドの例を示します。これらの例は、ファ 
イル選択を絞り込むために、ファイル組み&みコマンドとファイル除外コマンドを 
結合する方法を示しています。コマンド.ファイルのファイル処埋セクションのみ 
を示します。 

取り込みフェーズでのファイルの選択 

このセクションでは、取り达みフェーズでファイル選択のために使用する4つのコ 
ード例を示します。 

例1: 次のコードでは、拡張子が .doc (Microsoft Word 文書）のすベてのファイル 
を選択し、それらのファイルを「出 ¥My Documents」 デイレクトリーに再配置しま 
す。この例は次に、 d:¥No_Longe し Used デイレクトリーに入っているすべてのファ 
イルを除外します。 

<InclUS 1 ons> 

<IncDescnption> 

<Description>*:¥*.doc /s</Description> 

<Dest>d:¥My Documents</Dest> 

<0perat1on>r</Operation> 

<IncDescr1ption> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescr1ption> 

<Description>d:¥No_Longer_Used¥</Description> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 

例 2: 次のコードでは、 d ドライブの内容を選扔し、ドライブのルートにあるす 
ベてのファイルと拡張子 .tmp のすベてのファイルを除外します。 

<Inclusions> 

<IncDescnption> 

<Description<d:¥*.* /s</Descnption> 

</IncDescription> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>d:¥*.*</Description> 
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</ExcDescription> 

<ExcDescription> 

<Description>*:¥*.tmp /s</Description> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 

例 3: 次のコードでは、 c : ドライブの内容全体を選択し、 Windows ディレクトリ 
一を指定する % windir % の下にあるすベてのファイルを除外します。 

<InclUS 1 ons> 

<IncDescription> 

<Description>C:¥*.* /s</Description> 

</IncDescription> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>%windir%¥</Description> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 

が 4: かのコードでは、現行ログオン.ユーザーのユーザー.プロファイル.パス 
である % USERPROFILE % フォルダーの内容全体を選択し、拡張子が. dat で、なお 
かつ 「Local Settings 」 サブフォルダー内にあるすベてのファイルを除外します。 

<Inclusions> 

<IncDescription> 

<Description>%USERPROFILE%¥</Descripti on> 

</IncDescription> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>%USERPROFILE%¥*.dat</Descri ption> 

</EcxDescription> 

<ExcDesctription> 

<Description>%USREPROFILE%¥Local Settings¥</Description> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 

ミ主：ファイルまたはサブフォルダーを記述するときは、環境変数の直後に必ずな」 

を追加してください。 

適用フェーズでのファイルの選択解除 

例: 取り达みフェーズ中に、拡張子. doc のすベてのファイルを含む移行ファイル 
が作成され、これらのファイルが d¥My Documents サブフォルダーに移動されまし 
た。さらに、 d :¥ No _ Longer _ Used ディレクトリー内のファイルがすべて除外されま 
した。 （ | 89 ページの『例1』 te 参照してください。） 


適用フェーズでは、名前に _ old . doc が含まれるすべてのファイルを除外するための 
追加コマンドがコマンド-ファイルに追加されます。 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>* old.doc</Descnption> 

<ExcDescription> 

</Exclusions> 

自動リブート 

このオプションは Commands . xml ファイルの中で指定されます。この指定は、 
< MISC ></ MISC > セクションでキーワード 「AutoReboot =」を使用して行います。 
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指定可能な値はな下のとおりです。 

0 (デフオルト） 

バッチ適用処理の最後で、コンピューターを自動的にリブートしないでくだ 
さい。この設定を有効にするには、後でコンピューターを手動でリブートす 
る必要があります。 

1 バッチ適用処理の最後で、 SMA は介入がなくても自動的にコンピューター 
をリブートします。 

2 SMA が、リブートを即時に巧うかどうかを選択するためのプロンプトを出 
します。バッチ処埋中であってもポップアップ-ウィンドウが表示されま 
す。この場合、必ずユーザーが介入する必要があります。 


<MISC> 

<autoreboot>2</autoreboot> 

</MISC> 

コマンド-ファイル-テンプレートの作成 

GUI を使用してコマンド-ファイル-テンプレートを作成することができます。 
SMA は、実際の移行ファイルを作成する代わりに、取り込みたい設定のタイプを取 
り込みます。この情報はコマンド•ファイルに書き达まれるので、このコマンド. 
ファイルを使用して移巧ファイルをバッチ-モードで取り込むことができます。 


ミ主：ファイルの移行は2つのモードでは異なる処埋をされるため、 GUI を使用して 
ファイル移巧コマンドをコマンド-ファイル-テンプレートに追加することは 
できません。 

コマンド•ファイル-テンプレートを作成するには、义のようにします。 

1. config . ini ファイルを ASCII テキスト•エディターで開きます。 SMA をデフォ 
ルトの場所にインストールすると、このファイルはぶ件 rogram 
Files ¥ ThinkVantage ¥ SMA ディレクトリーに入れられます。 d はハード-ディス 
クのドライブ名です。 

2. SMA が移斤ファイルを作成しないようにするには、 Jus し Create _ Command ファ 
イル-オプションを乂のストリングに変更します。 

Just Create Command File = Yes 

3. テンプレート • ファイルの名前とパスを指定するように Export _ Command_File 
オプションを変更します。デフォルトでは、 Expor し Command _ File は出 ¥Program 
FIles ¥ ThinkVantage ¥ SMA ¥ etc ¥ data ¥ commands . xml ファイルに設定されます 。 d は 
ハード-ディスクのドライブ名です。 

4. SMA を開始し、取り达みフェーズを実行します。テンプレート-ファイル内の 
移行ファイルの場所と名前を取り达むには、「移行ファイルの場所 (Migration 
file Location )」 ウィンドウを使用します。ただし、実際の移行ファイルは作成さ 
れません。 

5. (オプション）ファイル移行コマンドを追加したい場合は、テンプレート•ファイ 
ルを編集し、適切な変更を行います。詳しくは、 [12 ページの『ファイル移行コ 
マンド』] を参照してください。 

6. config . ini ファイルを ASCII テキスト•エディターで再オープンし、 
Command _ File および Just _ Create _ Command _ File オプシヨンをデフォルト設定に 
戻します。 
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バッチ-モードでの移行ファイルの適用 

適用フェーズでは、 smabat.exe が移行ファイルの内容をターゲット.コンピュータ 
一にコピーします。移斤ファイルを適用する前にそれを変更することができます。 

な下の2つの例では、移行ファイルを適用するための smabat コマンドの使用方 
法を示しています。 

この例では、選択した移行ファイル ( receptionist . sma ) が夕'—ゲット*コンピュ'一夕 
一に適用されます。 

smabat /a /n "c:¥sma migration Tiles¥receptionist.sma" 

この例では、選択した移巧ファイルを変更した後にターゲット • コンピューターに 
適用します。これらの変更は、 EntryLevel.xml コマンド•ファイルに指定されま 
す。 

smabat /a "c:¥EntryLevel.xml /n c:¥sma_migration fi1es¥receptionist.sma" 

バッチ.モードで移行ファイルを適用する場合は、な下の点に注意してください。 

• 指定された移行ファイルに設定やファイルを追加することができない。 

• 適用フェーズでファイル除外コマンドを処理するときに、 SMA は、取り达みフェ 
ーズで指定されたリダイレクト場所を使用せずに、ソース-コンピューター上の 
ファイルとフォルダーのオリジナル場所を使用する。 

• < ExcludeDrives > コマンドは無視される。 

ファイルを、それと同名のファイルがすでに含まれているディレクトリーに移動す 
る場合、コマンド*ファイルの < overwrite _ existing _ files > パラメ'— 夕 '—がゼロに設 
定されているか、このパラメーターが指定されていないときは、再配置されるファ 
イルの名前に数値ストリングが付加されます。たとえば、ターゲット•ディレクト 
リーにすでに readme.txt ファイルが含まれている場合は、再配置ファイルが 
readme _01 .txt に名前変更されます。 readme.txt という名前の追加ファイルがこのデ 
ィレクトリーに移動されるたびに、付加される数値ストリングは増分され、 
readme 02 .txt や readme 03 .txt などというようにファイル名が変更されます。 


バックグラウンド • 口ーカル • ユー ザーのバッチ • モー ドでの移行 

バックグラウンド.ローカル•ユーザーをバッチ.モードで移斤するには、な下の 
ステップを実巧します。 

しローカル管理者アカウントを使用して、ソース•コンピューターにログオンしま 
す。 

2. オプション /C (ここで、移行するローカル•ユーザーが次のように 

commands.xml ファイルで指定される）を指定して SMABAT.EXE を起動しま 
す。 


<IncUsers> 

<UserName>]ocaiuserl</UserName> 
<UserName>]oca]user2</UserName> 
<UserName>]ocaluser3</UserName> 
</IncUsers> 


ユーザーを指定するとき、ワイルドカードを使用できます。すべてのローカル- 
ユーザーを移行するには、「*」を次のように使用します。 
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<IncUsers> 

<UserName>*</UserName> 

</IncUsers> 

3. ローカル管埋者アカウントを使用して、ターゲット•コンピューターにログオン 
します。 

4. SMABAT . EXE をオプション /a (ここで、 SMA 移行ファイルが指定される）で 
起動します。 

5. コンピューターをリブートします。 SMA は、ターゲット•コンピューターの口 
一カ ル. ユーザー. アカウントに設定を適用します。ローカル. ユーザーが ター 
ゲット-コンピューターにログオンすると、処埋は自動的に起動されます。 

6. ローカル•ユーザーが ログオンします。 

7. SMA の遅延適用タスクは自動的に開始します。 

8. ドメイン•ユーザーとしてログオンした後、設定は移行されます。 

ミ主：ステップ4でローカル-ユーザー-アカウント （1 つまたは複数）を移斤する 
場合、 SMA 移行ファイルをネットワーク-ドライブまたはリムーバブル•ディ 
スクに保存すると、遅延適用タスクの場合、リブート後に SMA がそのドライ 
ブにアクセスできなくなる可能性があります。共用ネットワーク-ドライブを 
使用する必要がある場合は、かのステ'ートメントを commands . xml ファイルに 
追加してください。 


<PromptBeforeDeiayedApply>true</PromptBeforeDelayedApply> 


このステートメントを追加すると、遅延適用フェーズの開始前にプロンプトが 
現れます。このプロンプトが表示されている間に、ネットワーク接続を確立す 
ることができます。 


バックグラウンド-ドメイン-ユーザーのバッチ-モードでの移行 

バックグラウンド. ドメイン •ユーザーをバッチ•モードで 移行するには、かのよ 

うにします。 

1. ドメイン•コントローラーが移行ソース"コンピューターからネットワークを通 
して認識可能であることを確認します（ドメイン-コントローラーにログオンす 
る必要はありません)。 

2. ローカル管埋者アカウントを使用して、ソース•コンピューターにログオンしま 
す。 

3. オプション /C (ここで、移行するドメイン•ユーザーが义のように 
commands . xml ファイルで指定される）を指定して SMABAT . EXE を起動しま 
す。 


<IncUsers> 

<UserName>ourdomain¥doma]nuserl</UserName> 
<UserName>ourdomain¥doma]nuser2</UserName> 
<UserName>ourdomain¥domainuser3</UserName> 
</IncUsers> 


ユーザーを指定するとき、ワイルドカードを使用できます。すべてのドメイン- 
ユーザーを移行するには、「*」をかのように使用します。 

<IncUsers> 

<UserName>*¥*</UserName> 

</IncUsers> 
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4. ドメイン•コントローラーがターゲット•コンピューターからネットワークを介 
して認識可能であることを確認します（ドメイン-コントローラーにログオンす 
る必要はありません)。 

5. ターゲット•コンピューターがドメインのメンバーであることを確認します。こ 
の確認を行うには、「システムのプロパティー」の「コンピューター名」タブを 
開き、そのパネルの「ドメイン」設定を確認します。ドメイン名が表示されてい 
れば、ターゲット•コンピューターはそのドメインのメンバーということです。 
ドメイン名が表示されていない場合は、「変更」ボタンを押し、「コンピュータ 
一名の変更」パネルの指示に従ってそのコンピューターをドメインのメンバーと 
して入力します。 

6. ローカル管埋者アカウントを使用して、ターゲット•コンピューターにログオン 
します（ドメイン-コントローラーにログオンする必要はありません)。 

7. SMABAT . EXE をオプションた（ここで、 SMA 移行ファイルが指定される）で 
起動します。 

8. コンピューターをリブートします。 

SMA は、ターゲット.コンピューターのドメイン-ユーザー-アカウントに設定を 

適用します。ドメイン-ユーザーがターゲット-コンピューターにログオンする 

と、処理は自動的に起動されます。 

9. ドメイン•ユーザーがログオンします。ドメイン•ユーザーが最初にログオン 
すると、 Windows オペレーティング • システムが自動的に新規ユーザー*プロ 
ファイルを作成します。これには数分かかることがあります。 

10. 遅延した SMA 適用タスクが自動的に実行を開始します。 

11. ドメイン•ユーザーとしてログオンした後、設定は移行されます。 

ミ主：ステップ 回で ドメイン.ユーザー.アカウント （1 つまたは複数）を移行する 
場合、 SMA 移行ファイルをネットワーク • ドライブまたはリムーバブル•ディ 
スクに保存すると、遅延適用タスクの場合、リブート後に SMA がそのドライ 
ブにアクセスできなくなる可能性があります。共用ネットワーク-ドライブを 
使用する必要がある場合は、かのステ'—トメントを commands . xml ファイルに 
追加してください。 


<PromptBeforeDelayedApply>true</PromptBeforeDelayedApply> 


このステートメントを追加すると、遅延適用フェーズの開始前にプロンプトが 
現れます。このプロンプトが表示されている間に、ネットワーク接続を確立す 
ることができます。 
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標準移行のカスタマイズ 
グローバル-オプション 

次の表は、グローバル-オプションの設定に関する情報を示しています。 


ま 6. Config . ini ファイル：グローバル • オプシヨン設定 


変数 

値 

作業の内容 

Configuration _ File _ Show _ 

Configuration—Messages 

「 Yes 」 または 「 No 」 

SMA が config . ini ファイルを解釈するときじエラ 
一.イッセージを表示するかどうかを指定します。 
デフォルトは 「 No 」 です。 

Impor し Command-File 

完全修飾ファイル名 

コマンド•ファイルの名前とパスを指定します。ソ 
-ス.コンピューターのデフォルトの選択項目のう 
ち、パスワード保護の設定を除くすべての項目をコ 
マンド-ファイルでカスタマイズできます。デフォ 
ルトで移行ファイルがパスワードじよって保護され 
るようじするじは、 Enable _ Password _ protection を 
config . ini の中で 「 Yes 」 じ設定してください。 

Expoi . し Command-File 

完全修飾ファイルを 

コマンド-ファイルのを前とパスを指定します。デ 
フォルトでは、 f インストール•乂デイレクトり 
—が etc ¥ data ¥ commands . xml じ設定します。 

Just _ Create _ Command_File 

「 Yes 」 または「 N0 」 

移行ファイルを作成するかどうかを指定します。移 
巧ファイルを作成せずにコマンド*ファイル-テン 
プレートを作成するじは、 

Jus し Create _ Command_File を 「 Yes 」 じ設定しま 
す。これじよって、コマンド.ファイルが 
Export _ Command _ File の指定どおりじ生成されま 
す。 

Enable _4 GFat 32 _warning 

「 Yes 」 または「 N0 」 

移行ファイルが4 GB より大きい場合は、 
Enable _4 GFat 32 _waming を 「 Yes 」 に設定して、移 
巧ファイルが FAT 32 区画に書き込めないことをユ 
—ザーに警告します。 

Show _ Previous _ File _ Selection_Dialog 

「 Yes 」 または「 N0 」 

前回の設定の選択を、今回も使用するかどうかのダ 
イアログを表示するには、 
「 Show _ Previous _ tile _ Selection _ Dialog 」 を 「 Yes 」 

じ設定します。 

Show _ P 2 P_Messagebox 

「 Yes 」 または「 N0 」 

ターゲット.コンピューター上で SMA を開始す 
るかどうかの權認ダイアログの表示は、 
「 Show _ P 2 P _ Messagebox 」 を 「 Yes 」 じ設定しま 
す。 

Show _ Start _ Processing_Dialog 

「 Yes 」 または「 N0 」 

SMA 移行ファイルから設定を作成または適用する 
プロセスを開始かどうかの確認ダイアログの表示 
は、 Show _ Star し Processing-Dialog を 「 Yes 」 じ設定 
します。 


◎ Lenovo 2005. Portions © IBM Corp. 2005. 
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表 6. Config . ini ファイル:グローバル • オプシヨン設定 f 纔も 


変数 

値 

作業の内容 

Show_Reboo し Dialog 

「 Yes 」 または 「 No 」 

マシンをリブートするようダイア ロ グをユーザーに 
表示するには、 「 Show_Reboo し Dialog 」 を 「 Yes 」 

じ設定します。 

Show_Al し Warning —Dialogs 

「 Yes 」 または 「 No 」 

すべての警告^ッセージをユーザーじ表示するじは 
Show _ All _ Warning_Dialogs を 「 Yes 」 じ設定しま 
す。 

じ nable _ Password_Protection 

「 Yes 」 または 「 No 」 

移行ファイルをパスワードによって保護するには、 
「 Enable _ Password _ Protection 」 を 「 Yes 」 に設定し 
ます。このオプションは、ソース•コンピューター 
のみに適用できます。 


ウィンドウ表示オプション 

r Show/Not Show Window Options 」 セクションには、な下の変数が含まれます。 
ipeci/zcPagePage Show Page 

ここで、 SpecificPage は、 な下のいずれかです。 

• Splash 

• Welcome 

• Begin 

• T 曰 pOptions 

• Readv 

• Options 

• Profiles 

• Desktop 

• Network 

• Applications 

• Printers 

• FileScan 

• Selection 

• Progress 

• Summary 

• Log 

• InstallSuccess 

注： 「Begin page 」 とは「このコンピューターはソースですか、ターゲットです 
か?」ウィンドウです。 「 TopOptions 」 ページは「移行のタイプを選択してくだ 
さい。」ウィンドウです。 「 Ready 」 ページは「プログラムをインストールする 
準備ができました」ウィンドウです。 

SMA の実行時にウィンドウが開かないようにするには、この変数を「 N 0」に設定 
します。それな外の場合は、この変数を 「 Yes 」 に設定するか、何も指定しないでお 
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きます。ウィンドウが表示されない場合、 SMA はインポートされたコマンド•ファ 
イルに指定されているデフォルト設定の取り込みまたは適用を斤います。 

Progress _ Page _ Show _ Page を 「 No 」 に設定すると、 SMA でデスクトップ設定のタス 
クバー設定を除くすべてのデータと設定を移行できます。 

Guidance Text Options 

「Guidance Text Options 」 セクションには、な下の変数が入ります。 

SpecificPagePage Guidance_Text 

ここで、 SpecificPage は、 な下の変数のいずれかです。 

• Splash 

• Welcome 

• Begin 

• TopOptions 

• Ready 

• Options 

• Profiles 

• Desktop 

• Network 

• Applications 

• Printers 

• FileScan 

• Selection 

• Progress 

• Summary 

• Log 

• InstallSuccess 

注 ： 「Begin page 」 とは「このコンピューターはソースですか、ターゲットです 
か?」ウィンドウです。 「 TopOptions 」 ページは「移行のタイプを選択してくだ 
さい。」ウィンドウです。 「 Ready 」 ページは「プログラムをインストールする 
準備ができました」ウィンドウです。 

この変数では、ガイダンス-テキストとして表示される代替テキストを指定しま 
す。 

Splash page 

「Splash Page 」 セクションには、な下の変数が含まれます。 

• Splash _ Page _ Displav_Time 

この変数では、スプラッシュ画面が表示される時間を秒数で指定します。デフォル 
卜では、 Splash _ Page _ Display _ Time は2に設定されています。 
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Begin page 


「Begin Page 」 セクションには、な下の変数が含まれます。 

• Begin_Page_Choice_Mode 

• Begin_Page_ i arge し I 打 kiated—Migration 

Begin_Page_Choice_Mode では、移わモードを指定します。この変数には Target ま 
たは Source を指定します。デフォルトは Target です。 

Begin_Page_Choice_Mode を Target に設定すると、 

Begin_Page_Targe し Initiated_Migration を Yes または No のいずれに設定してもかま 
いません。移巧がすでにソース-コンピューターから開始されている場合は Yes に 
設定してください。デフォルトは No です。 

TopOptions page 

「TopOptions Page 」 セクションには、な下の変数が含まれます。 

• 1 曰 pOptions_Page_ し hoice_Type 
• 1 曰 pOptions_Page_ し hoice_TmnsierMode 

TopOptions_Page_Choice_Type では、移巧タイプを指定します。アプリケーションと 
データの設定のデフォルトの選択項目を移行するには、「簡易移行」を選択しま 
す。アプリケーションとデータの設定の選択項目をカスタマイズするには、「カス 
タム移行」を選択します。デフォルトは「簡易移行」です。 

TopOptions_Page_Choice_TransferMode では、移わ方法を指定します。取り込んだフ 
ァイルと設定を直接ターゲット • コンピューターに送るには、この変数を P 2 P に設 
定します。リムーバブル-ディスクを使用してファイルと設定をコピーするには、 
この変数を FileTransfer に設定します。デフオルトは P2P です。 


Choice options 


このセクションでは、乂のストリングを含む変数について説明します。 


-Choice 

これらの変数は、 config.ini ファイルの 「Migration Options Page」 、 「Desktop 
Page 」 、 および 「Network Page 」 セクションにあります。これらの変数によって、 
チェック•ボックスを表示するか非表示にするか、アクティブにするか選択できな 
いようにするか、またはデフォルトで選択されるようにするかを制御できます。 


値 

これらの各変数はかの値を取ります。 
OptionDisploy, OptionActive ， OptionSelected 


ここで、 

• OptionDisplay が、 な下のいずれかの値です。 

- HIDE は、チェック.ボックスを非表示にします。 

- DISPLAY は、チェック•ボックスを表示します。 

• OptionActive は、 な下のいずれかの値です。 

- ENABLED は、チェック•ボックスをアクティブにすることを指定します。 


98 ThinkVantage System Migration Assistant 5.0: ユーザーズ.ガイド 


- DISABLED は、チェック•ボックスを選択できないようにすることを指定しま 
す。 


OptionDisplay が HIDE に設定されている場合、 SMA ではこの変数は無視されま 
す。 

• OptionSelected は、 な下のいずれかの値です。 

- CHECKED は、ラジオ•ボタンまたはチェック•ボックスをデフォルトで選択 
することを指定します。 

- UNCHECKED は、ラジオ•ボタンまたはチェック•ボックスをデフォルトで 
クリアすることを指定します。 

OptionSelected は 、 「Migration Options page 」 セクションでのみ使用可能です。 

例 

な下の例を考察します。 

-「デスクトップ設定」ページの 「カラー」 チェック•ボックスは表示されるが、 
ユーザーがこのチェック.ボックスの選択を解除できない。 

Desktop Page Choice Colors = Display ， Disabled 
-「移行オプション」ページの 「ファイルとフォルダー」 チェック•ボックスが表 
示され、このチェック.ボックスの選択が解除されているが、選択ができない。 
Options Page Choice Files = Display, Disabled, Unchecked 

• 「タスクバー」 チェック•ボックスが「デスクトップ設定」ページに表示されな 
い。ただし、タスクバー設定がデフォルトで選択されている場合、これらの設定 
は自動的に選択され、取り达まれる。 

Desktop Page Choice _ Task Bar = Hide ， Checked. 

• 「プリンター」 チェック•ボックスが「オプション」ページに表示されない。た 
だし、このチェック•ボックスは自動的に選択され、取り込まれる。 

Options Page Choice Pnnters = Hide ， Checked. 


その他のオプション 

次の表は、 config . ini ファイルの追加変数に関する情報を示します。 


ま 7. Config . ini ファイル ..その他のオプション 


変数 

値 

作業の内容 

Applications _ Pa2e _ Show _ Registry_Button 

「 Yes 」 または 「 No 」 

「アプリケーション設定」ウインドウでレジス 
トリー-ボタンを表示するかどうかを指定しま 
す。デフオルトは 「 No 」 です。 

Selection_Pa が _ File_Ouota 

数値 ( MB ) 

取り込むことができる解凍データの最大量を指 
定します ( MB 単位)。 

Selection _ Page _ File _ Waming_iVlessage 

テキスト•ストリング 

ユーザーが特定の拡張子を持つ移行ファイルを 
選択したときに表示される、代替警告メッセー 
ジを指定します。 
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表ス Conflg.ini ファイル:その他のオプション（続き) 


変数 

値 

作業の内容 

Seiection_Page_Waming_Lxtensions 

ファイル拡張子 

ユーザーが特定の拡張子を持つ移行ファイルを 
選択したときに警告^ッセージが出されるよう 
じする場合の、その拡張子を指定します。 

それぞれの拡張子は、別々の行に指定しなけれ 
ばなりません。たとえば、次のとおりです。 

[selection Page Warmnq Extensions Start] 
ex 台 

com 

dll 

[Sel ection_Page_Warni ng_Extensions_End] 


レジストリー設定の移行 

重要： レジストリー設定を移行するときは細ムの注意を払ってください。間違った 
レジストリー設定を移行すると、オペレーティング-システムが使用不可になるこ 
とがあります。レジストリー設定を移行する前に、レジストリー•データベースに 
ついて完全な知識を得ておく必要があります。 

バッチ-モードを使用してレジストリー設定を移行する場合 

レジストリー設定を移行するには、かのようにします。 

し ASCII テキスト•エディターで commands . xml ファイルを開きます。 

2. 次のコマンドが入るように「レジストリー」セクションを変更します。 

<Registries> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥ThinkVantage¥SMA¥ 日 . Q</keyname> 

<value>Insta 1 1Dir</value> 

</Registry> 

</Registries> 

ここで、 

• み! Ve は、 HKLM または HKCU のいずれかです。 

• keyname はキ'—名です。 

• value 移行するレジストリー値を指定するオプショナル•コマンドです。 
keyname または v 口 Zwe は、スぺ'ースが含まれていると無視されます。 

3. 取りをみを実行します。 


command . txt ファイルの使用について詳しくは、129ページの『付録 D . SMA 4.2 
またはそれな前のバージョンとの互換性』 te 参照してください。 


追加アプリケーション設定の移行 

ミ主： カスタム•アプリケーション•ファイルを作成する場合は、カスタマイズされ 
た設定のストレージ-ロケーションを含め、アプリケーションについて完全な 
知識を持っている必要があります。 


100 ThinkVantage System Migration Assistant 5.0: ューザ '— ズ•ガイド 










デフォルトでは、いくつかのアプリケーションの設定を移行するように SMA が事 
前構成されています。 SMA によってサポートされるアプリケーションのリストに 
ついては、 [17 ページの『付録 A . 移行で使用できるアプリケーション設定』 を 参 
照してください。また、カスタム•アプリケーション•ファイルを作成して追加ア 
プリケーションの設定を移行することもできます。 

このファイルの名前は必ず application . xm \ または application.smaapp とし、 
cf:¥Program Fi 1 es¥IBM ThinkVantage ¥ SMA¥Apps ディレクトリーに保存する必要があ 
ります。ここで、 application はアプリケ'ーションを示し、 d はハ ■ —ド•ディスクの 
ドライフ名です。同じアプリケーションに対し、 a 阱) む 'C がわ n.smaapp と 
application.xml の両方のカスタム.アプリケーション.ファイルが存在する場合 
は、 application . smaapp が優先されます。 

新規アプリケーションをサポートするために、既存のアプリケーション-ファイル 
をコピーして必要な変更を巧うこともできます。たとえば、 Acroba し Reader.xml は 
既存のアプリケーション-ファイルです。 


アプリケーション. ファイルについて、な下の特性を知っておいてください。 

• application .又 ml 

- デフオルトでは 、 SMA 5.0 がインストールされている場合、 application ぶ ml の 
みが存在します。 

- レ！--」 


と 

「-->」 

で囲まれた <タグ> はコメントとして扱われます。な下に例を示します。 
<!--Fi]es From Folders> 

<F11 es From Folde い ％ AppData Directory%¥Adobe¥Acrobat¥Whapi¥*.* /s</Fi1 
es_From_Folder> 

<Fi1es_From_Folder>%Personal Directory%\*.pdf</Fi1es_From_Folder> 

</F11 es_Froni_Fol ders--> 

-各コマンドは別々のセクションで記述する必要があります。 

-各セクションは、 < AppInfo > や < Instal し Directories 〉 などのように、タグで囲 
まれたコマンドで始まります。1つのセクションに1つな上のフィールドを 
入力できますが、各フィールドは別々の行に分かれている必要があります。 

-アプリケーション•ファイルじ構文 エラーが 含まれていると、 SMA の操作は 
続行され、 エラー •メ ッセージが ログ-ファイルに書き达まれます。 

-アプリケーション-ファイルでは大文字と小文字が区別されます。 

• application . smaapp の使用について詳しくは、129ページの『付録 D . SMA 4.2 
またはそれな前のバージョンとの互換性』参照してください。 

次の表は、アプリケーション-ファイルに関する情報を示します。 
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を 8. 追加アプリケーション設定の移行 : アプリケーション-ファイル 


セクション 

コマンド 

値 

作業の内容 

<Applications> 




<Familv> 

テキスト•スト 
リング。先行ス 
ペースは無視さ 
れます。テキス 
卜•ストリング 
を引用符で困ま 
ないでくださ 
い。 

アプリケーションのバージョンじ化存しない固有名を指定します。 
SMA をバッチ • モードで実行する場合は、このストリングをコマ 
ンド - ファイルのアプリケーション - セクションで使用します。 

な下に例を示します。 

<Fami]y>Adobe Acrobat Reader</Family> 


<SMA_Version> 

テキスト•スト 
リング。 

SMA バージョン番号を指定します。 

臥下に例を示します。 

<SMA_Vers1on>SMA 5.0</SMA_Version> 


<App> 

ShortNamCo 

ShortName はア 
プリケーシヨン 
のバージヨン固 
有のシヨート • 
ネームです。 

1 つ臥上のアプリケーションのバージョン固有のショート-ネーム 
を指定します。 

K 下に例を示します。 

<APP>Acrobat Reader 50</APP> 

《Application ShoriName="ShortName"> 


ここで、 ShortName が 「 Applications 」 セクションで指定したアプリケーションのショート • ネ ^ ームです。 


<Name> 

テキスト•スト 
リング。 

アプリケーシヨンの名前を指定します。 


<Version> 

数値。 

アプリケーシヨンのバージヨンを指定します。 


<Detects> 

/nVe は HKLM 

レジストリー • キーを指定します。 SMA は、指定されたレジスト 


<Detect> 

または HKCU 
のいずれかで 
す。 

k の wame [ 击づ — 

名です。 

リー . キーを検索してアプリケーシヨンを検出します。 

例： 

<Detects> 

<Detect> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥</keyname> 
</Detect> 

</Detects> 
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を 8. 追加アプリケーシヨン設定の移行: アプリケーション*ファイル f 続き) 


七クシヨン 

コマンド 

値 

作業の内容 

<lnstail_Directories.> 

K 下に例を示します。 

<Instal 1 Di rectones> 

<Instal1 Directory> 

<0S>WinXP</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥Instal1Path</keyname> 

<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

<Instal1 Directory> 

<OS>Win2O0O</OS> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥Instal1Path</keyname> 

<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

</Install_Director1es> 


<OS> 

テキスト•スト 
リング 

OS はオペレーティング*システムを示し、 K 下のいずれかを指定 
できます。 

■ WinXP 

• Win2000 

■ WinNT 

• Win98 


<Registry> 

hive は、 

HKLM また 
は HKCU の 
いずれかで 
す。 

keyname は 十 
一名です。 

value はオプ 
シヨナル •コ 
マンドで、移 
行するレジス 
トリー値を指 
定します。 

レジストリーに現れるインストール•ディレクトリーを指定しま 
す。アプリケーシヨンのインストール•ディレクトリーを示すレジ 
ストリーも指定します。 
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表 8. 追加アプリケーション設定の移行 : アプリケーション ‘ ファイル f 總を ) 


セクション 

コマンド 値 

作業の内容 

<Files_From_f olders> 


オプション 




SMAvariable^Location^[File] [/s] 

移巧したいカスタマイズ - ファイルを指定します。 


ここで、 

例： 


• SMAvariabk は 、カスタマイ 

<Files From Folder>%AppData Directory%¥Adobe¥Acrobat¥Wh 


ズ-ファイルの場所を指定する 

ap1¥</Fi]es_From_Folder> 


ホのいずれかの変数です。 

% AppData Directory%¥Adobe¥Acrobat¥Whapi フオルダー内のフ 


- %Windows Directory% (オペ 
レーテイング * システム•フ 

ァイルが SMA で取り込まれます。サブデイレクトリー内のフ 


ァイルは含まれません。 


ァイルの場所） 

<F1les From Folder>%AppData Directory%¥Adobe¥Acrobat¥Wh 
api¥ /s</Files From Folder> 


-% Install Directory% 

% AppData Directory%¥Adobe¥Acrobat¥Whapi フオルダー内のフ 


(Install-Directories セクシヨン 

ァイルが SMA で取り込まれます。サブデイレクトリー内のフ 


で定義されたアプリケーシヨ 
ンの場が） 

ァイルも含まれます。 

<Files From Folder>%AppData Directory%¥Adobe¥Acrobat¥Wh 


- %Appdata Directory% (ユーザ 

ap1¥*.*</Files_From_Fo]der> 


一 • プロファイル*デイレク 

% AppData Directory%¥Adobe¥Acrobat¥Whapi フオルダー内のフ 


トリーのサブデイレクトリー 

ァイルが SMA で取り込まれます。サブデイレクトリー内のフ 


である Application Data デイ 

ァイルは含まれません。 


レクトリー） 

<Fi 1 es From Fol づりいをみりり〇が日 Di rectory%¥Adobe¥Acrobat¥Wh 


- %LocalAppdata Directory% 

api¥*.* /s</Fi1es_From_Folder> 


( ユーザー . プロファイル.デ 

% AppData Directory %¥Adobe¥Acrobat¥Whapi フオルダー内のフ 


イレクトリーのサブデイレク 

ァイルが SMA で取り込まれます。サブデイレクトリー内のフ 


トリーである Local Settings 

ァイルも含まれます。 


フオレダーの Application 

<Fi 1 es From Fol づりいをみりり〇が日 Di rectory%¥Adobe¥Acrobat¥Wh 


Data デイレクトリー ） 

api</Fi 1 es_From_Folder> 


- %C 00 kies Directory% (ユーザ 

rwhapij の後ろじな」がない場合、 SMA では 「 Whapi 」 はフ 


一 • プロファイル*デイレク 
トリーのサブデイレクトリー 
である Cookies デイレクトリ 

一） 

- %Favorites Directory% (ユー 
ザー - プロファイル*デイレ 
クトリーのサブデイレクトリ 
一である Favorites デイレク 
トリー） 

- %Personal Directory% (ユーザ 
一 • プロファイル*デイレク 
トリーのサブデイレクトリー 
である My Documents デイ 
レクトリー。この環境変数は 
Windows NT4 では使用でき 
ません。） 

オルダーではなくファイルとして扱われます。 
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を 8. 追加アプリケーシヨン設定の移行 : アプリケーション * ファイル f 続き ) 


七クシヨン 

コマンド 

値 

作業の内容 

<Files_From_f olders> 

オプション（続き） 


• ioca む ' 〇 , がは、完全修飾のディレ 
クトリーを指定します。パスに 
ワイルドカード文字を使用して 
もかまいません。ディレクトリ 
一を指定すると、すべてのファ 
イルがコピーされます。 

• [File] はオプショナル•パライ 
— 夕一で、 Location がディレク 
トリーを指定し、 File がコピー 
巧象のファイルである場合にの 
み使用できます。ファイル名に 
はワイルドカード文字を使用で 
きます。 

• ン S] はオプショナル.パラメー 
夕一です。 [/S] を使用すると、 
サブディレクトリー内のすべて 
のファイルが コ ピーされます。 

• SMA 5.0 を使用している場合 
は、 Windows 環境変数を使用す 
ることができます。 SMA を開 
始したユーザーの環境変数が、 
Windows 環境変数の値として使 
用されます。 


<Registries> 

オプション 


みかどは、 HKLM または HKCU 
のいずれかです。 

keyname はキー名です。 

value はオプショナル•コマン 
ドで、移行するレジストリー値 
を指定します。 

移行したいレジストリーを指定します。 

K 下に例を示します。 

<Registries> 

<Registry> 

<hive>HKCU</h1ve> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat</keyname> 

<value></value> 

</Registry> 

</Registries> 
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表 8. 追加アプリケーション設定の移行 : アプリケーション - ファイル f 続を 


セクション 

コマンド 値 

作業の内容 

< 民 egistiy_Excludes> 


オプション 




わか e は、 HKLM または HKCU 

選択したレジストリーから除外したいレジストリー•キーと値を指 


のいずれかです。 

定します。 


keyname はキ ^ 一名です。 

臥下に例を示します。 


value はオプショナル•コマン 

<Registry Excludes> 


ドで、移行するレジストリー値 

<Registry> 


を指定します。 

<hive>HKCU</hi ve> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥ 日 .0¥AdobeViewer 
</keyname> 

<value>xRes</value> 

</Registry> 

</Registry_Excludes> 

<Files_Through_Registries> 



<OS> 

移行するカスタマイズ - ファイルを指定します。 


は、オペレーティング•システム 

K 下に例を示します。 


を指定し、 K 下のいずれかの値で 

<F1les Through Registnes> 


す。 

<Fi1es Through Registry> 


■ WinXP 

<0S>WinXP</0S> 

<Registry> 


• Win 200 日 

<hive>HKCU</hive> 


■ WinNT 

<keyname>Software¥Lotus¥Organizer¥99.0¥Paths</keyname> 


• Win98 

<value>Backup</value> 

</Registry> 


<Registry > はレジストリー項目を 

<File>*.*/s</File> 

</Fi1es Through Registry> 


Jb 疋し、 hive ’keyname ’value のソオ 
ーマットになっています。ここ 

で、 

• hive は、 HKLM または HKCU 
のいずれかです。 

• keyname はキ ^ 一名です。 

• V 口 / we は、移巧するレジストリー 
値を指定するオプショナル•コ 
マンドです。 

File はファイル名です。ワイルド 
カード文字を使用できます。 

</Fi1es_Through_Registries> 

<S ourceB atchProces sing> 



<bourceBatchProcessing> 

<SourceBatchProcessing> は取り込みフエーズで、 


<!CDATA[batch commands]]> 

<Files From Folders 〉 が処理される前にバッチ処理を実行します。 


</SourceBatchProcessing> 

K 下に例を示します。 

<::>ourceBatchProcess] ng> 

<!CDATA[copy /y c:¥temp¥*.* c:¥migration 
del c:¥migration¥*.mp3]]> 

</SourceBatchProcessing> 
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を 8. 追加アプリケーシヨン設定の移行 : アプリケーション - ファイル f 続き ) 


七クシヨン 

コマンド 値 

作業の内容 

く Pre 1 argetBatchProcessing> 


<PreTargetBatchProcessing> 
<!CDATA[batch commands]]> 
</PreTargetBatchProcessi ng> 

< PreTargetBatchProcessing > は適用フエーズで、 《 Registries 〉 が処理 
される前にバッチ処理を実行します。 

政下に例を示します。 

<PreTargetBatchProcessing> 

<!CDATA[copy /y c:¥temp¥*.* c:¥migration 
del c:¥migration¥*.mp3]]> 

</PreTargetBatchProcessing> 

く TargetBal;chProcessing> 


<TargetBatchProcessing> 
<!CDATA[batch commands]] 
</TargetBatchProcessi ng> 

< TargetBatchProcessing > は適用フェーズで、 《 Registries 〉 が処理さ 
れた後にバッチ処理を実行します。 

臥下に例を示します。 

<TargetBatchProcessing> 

<!CDATA[copy /y c:¥temp¥*.* c:¥migration 
del c : ¥migration¥*.mpS]]> 

</TargetBatchProcessing> 


アプリケ—シ ョン. ファイルの作成 

カスタム-アプリケーション-ファイル用にどのアプリケーション設定を移行する 
必要があるかを決定するには、アプリケーションを慎重にテストしなければなりま 
せん。 

アプリケーション-ファイルを作成するには、次のようにします。 

し ASCII テキスト•エディターを使用して既をの application.XML ファイルを開 
きます。 SMA をデフォルトの場所にインストールした場合、 application.XML 
フアイルは 汰评 rogram Files¥IBM ThinkV antage ¥ SMA¥Apps デイレクトリ'一に 
入れられます。 d はハード-ディスクのドライブ名です。 

2. 移行したいアプリケーションとアプリケーション設定についてこの 
application.XML ファイルを変更します。 

3. < Applications > セクションの情報を変更します。 

4. 《Application ShortName="ShortName "> セクションの < Name > コマンドおよび 
< Version > コマンドを変更します。 

5. 移行する必要があるレジストリー-キーを決定します。 

a . 「スター ト」 ，「ファイルを指定して 実行」 とクリックします。「ファイル 
を指定して実行」ウィンドウが開きます。 「名前 （0)」 フィールドに 
regedit と入力して 「0 K 」 をクリックします。「レジストリエディタ」ウ 
インドウが開きます。 
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図 93. あ張管理トピック.' 「レジストリエディタ 」ゥィンドゥ 

b . 左側のペインで 「 HKEY _ LOCAL _ MACHINE 」 ノードを展開します。 

C. 「ソフトウェア （ Software )」 ノードを展開します。 

d . ベンダー固有のノード（たとえば、 「 Adobe 」） を展開します。 

e . アプリケーションのレジストリー•キーが見つかるまで、調査を続行しま 
す。この例では、レジストリー•キーは SOFTWARE ¥ Adobe¥Acrobat 
Reader ¥6.0 です。 



図 94. 拡張管理ト ピック.' 「レジストリエディタ」ウインドウ f レジス トリー. キーの検索 j 
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f . 「 Detect 」 フィールドの値を設定します。例: 


<Detects> 

<Detect> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>boftware¥Adobe¥Acrobat Reader¥e>.Q</keyname> 

</Detect> 

<Detects> 

6. cinstal し Directories 〉 セクションを変更します。 

7. アプリケーションのインストール-ディレクトリーへのパスを確認します。 
a . 「レジストリエディタ」ウィンドウから、 

HKLM ¥ SOFTWARE ¥ Adobe¥Acrobat Reader ¥6.0 ¥InstallPath ノードにナビゲー 
卜します。 



図 95. 拡張管理 トピック .' 「レジストリエディタ」ウインドウ（インストール • パス の確認 ) 

b . 該当するコマンドをアプリケーション•ファイルの < Instal し Directories 〉 セ 
クションに追加します。例： 

<Instal 1 Directory> 

<0S>WinXP</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥Instal1Path</keyname> 

<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

ミ主：アプリケーション固有のディレクトリーが 

HKLM ¥ Software ¥ Microsoft ¥ Windows ¥ CurrentVersion¥AppPaths デイレクトリ 
一にない場合は、 HKLM ¥ Software ツリー内の他の場所で、インストール. 
パスを含むディレクトリーを見つける必要があります。ディレクトリーを 
見つけたら、そのキーを < Instal し Directories 〉 セクションで使用します。 

8. < Files_From Folders 〉 セクションで、移行したいカスタマイズ•ファイルを指定 
します。 
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a . 多くのアプリケーシヨンは、デフオルトで、ファイルを Documents and 
Settings サブデイレクトリーに保巧しているので 、 Application Data デイレク 
トリーでこのアプリケーシヨンに関連するディレクトリーを調べてくださ 
い。それが存在している場合は、次のコマンドを使用してそのディレクトリ 
一とファイルを移行することができます。 

<川 es From _Fol der>SMAvariabl e¥Location¥[Fi 1 e] [/sj </Fi 1 es From Fol der> 

ここで、 Loc 加' on / は完全修飾ファイルまたはディレクトリー、[の 7 e ] は、 
Location / がディレクトリーを指定する場合に限り使用可能なオプショナル • 
パラメーターです。 


Adobe Reader の例では、カスタマイズ*ファイルは Preferences デイレクト 
リーに入っています。 



図 96. あ張管理トピック .' 「Documents and settings J の下のカスタマイズ • ファイル 

b . 個人用設定が保存されている可能性があるすベての関連ディレクトリーを調 
ベます。 

C. Local Settings ディレクトリーを調べます。 

9. 移行したいレジストリー項目を決定します。それらは HKCU 

( HKEY _ CURRENT _ USER ) に入っています。アプリケーション•ファイルの 
< Registries > セクションで、該当するコマンドを追加します。 

10. application.XML ファイルを fif:¥Program Files ¥ ThinkVantage ¥ SMA¥Apps デイレ 
クトリーに保巧します。ここで、 d は、ハード•ディスク.ドライブのドライ 
ブ名です。 

11. 新規のアプリケーション-ファイルをテストします。 
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Adobe Reader 用の application.XML ファイルの例 

このセクションでは 、 Adobe Reader のアプリケーション.ファイルを紹介します。 

<?xml vers1on="l.0"?> 

<Applications> 

<Famiiy>Adobe Acrobat Reader</Family> 

^MA-Versi on>SMA 5.0</SMA_Versi on> 

<APP>Acrobat_Reader_70</APP> 

<APP>Acrobat_Reader_60</APP> 

<APP>Acrobat_Reader_50</APP> 

<Application ShortName="Acrobat_Reader_50"> 

<AppInfo> 

<Name>Acrobat_Reader_50</Name> 

<Version> 己 .Q<7version> 

<Detects> 

<Detect> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥ 日 .Q</keyname> 
</Detect> 

</Detects> 

</AppIn 干 o> 

<Install_Directories> 

<Install_Directory> 

<0S>WinXP</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥Instal1 Path 

</keyname> 

<value>(De 干 au]t)</val ue> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

<Install_Directory> 

<OS>W1n2OO0</OS> 

<Registry> 

<hive>HKLM</h1ve> 

<keynanie>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥Instal1 Path 

</keyname> 

<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

<Install_Directory> 

<0S>Win98</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keynanie>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥Instal1 Path 

<keyname> 

<value>(Default)</val ue> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

<Install_Directory> 

<0S>WinNT</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keynanie>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥Instal1 Path 

</keyname> 

<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

</Instal1 Director!es> 


<Fi1es_From_Folders> 

<Fi1es_From_Folder>%AppData Directory%¥Adobe¥Acrobat¥Whapi¥*.* 

/ s</Fi1es_From_FoTder> 

<Fi1es_From_Folder>%Personal Directory%¥*.pdf</Files_From_Folder> 
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<Fi 1 es_From_Folders> 

<Fi 1 es_Through_Registries> 
</Fi 1 es_Through_Registries> 


<Reg1stries> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat</keyname> 


</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader</keyname> 


</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Persistent Data</keyname> 


</Registry> 
</Registries> 

<Registry_Excl udes> 

<Registry> 


<hive>HKCU</hi ve> 


</keyname> 


<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥ 日 . Q¥AdobeViewer 
<value>xRes</value> 


</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 


</keyname> 

</Registry> 
<Registry_Excl udes> 


<keyname>$oftware¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥Adobe¥Viewer 


<value>yRes</value> 


<SourceBatchProcessing> 
</SourceBatchProcessi ng> 


<PreTargetBatchProcessing> 
</PreTargetBatchProcessi ng> 


<TargetBatchProcessing> 

</TargetBatchProcessing> 

</Application> 

<Appl ication ShortName="Acroba し Reader— 6.011 > 

<AppInfo> 

<Name>Adobe Acrobat Readr 6.0<¥Name> 

<Version>6.0</Version> 

<Detects> 

<Detect> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0 

</keyname> 

</Detect> 

</Detects> 

<¥AppInfo> 


<Install_Director ies> 

<Install_Directory> 
<0S>WinXP</0S> 


</keyname> 


<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keynanie>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥Instal1 Path 


<value>(Default)</value> 
</RegiStry> 
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</keyname> 


</keyname> 


</Install_Directory> 

<Install_Directory> 

<OS>Win2O00</OS> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keynanie>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥Instal1 Path 

<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

<Install_Directory> 

<0S>Win98</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keynanie>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥Instal1 Path 

<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory><Insta]l_Directory> 

<0S>W1nNT</0S> — 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥Instal1 Path 


</keyname> 


<value>(Default)</value> 


</Registry> 
</Install_Directory> 
</Instal1 Director!es> 


<Fi1es_From_Folders> 

<Fi1es_From_Folder>%AppData Directory%¥Adobe¥Acrobat¥6.0¥*.* /s 
</Fi1es_From_Folder> 

<Fi1es_From_Folder>%Personal Directory%¥*.pdf</Fi1es_From_Folder> 
</Fi1es—From—Folders> 

<Fi1es_Trough_Registries> 

</Fi1es_Trough_Registries> 


<Registries> 

<Registry> 


</RegiStry> 
<Registry> 


</Registry> 

</Registries> 

<Registry_Excludes> 

<Registry> 


</keyname> 

</Registry> 
<Registry> 


</keyname> 

</RegiStry> 
<Registry_Excl udes> 


<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat</keyname> 


<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader</keyname> 


<hive>HKCU</hive> 

<keyname>So 干 tware¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥AdobeViewer 
<value>xRes</value> 


<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥Adobe¥Viewer 
<value>yRes</value> 


<SourceBatchProcessing> 
</SourceBatchProcessing> 
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<PreTargetBatchProcessing> 
</PreTargetBatchProcessing> 


<TargetBatchProcessi ng> 

<![CDATA[ 

if /i"%SourceApp%" == "Acrobat_Reader_50" goto Update 日 0 
goto Done 
: UpdateSQ 

regfix "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0" "HKCU¥Software¥Adobe¥ 
Acrobat Reader¥6.0" 

regfix "HKLM¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥AdobeViewer" "HKLM¥ 
Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥AdobeViewer" 

: Done 

]]> 

</TargetBatchProcessing> 

</Application> 

<Appl ication ShortName="Acroba し Reader— 7.011 > 

<AppInfo> 

<Name>Adobe Acrobat Reader 7.0<¥Name> 
<Version>6.0</Version> 

<Detects> 

<Detect> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader 

¥7.Q</keyname> 

</Detect> 

</Detects> 

<¥AppIn 干 o> 


<Install_Directories> 

<Install_Directory> 

— <0S>WinXP</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥ 

InstallPath</keyname> 

<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

<Install_Directory> 

— <OS>Win2OO0</OS> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Soft 村 are¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥ 


InstallPath</keyname> 


<value>(Default)</value> 
</Registry> 


</Install_Directory> 


<Install_Directory> 

— <0S>Win98</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥ 

InstallPath</keyname> 


<value>(Default)</value> 
</RegiStry> 

</Install_Directory><Install_Directory> 

— <0S>WinNT</0S> 

<Registry> 


<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥ 


InstallPath</keyname> 


<value>(Default)</value> 
</Registry> 


</Install_Directory> 
</Instal1 Director!es> 
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<Fi 1 es_From_Folders> 

<Fi 1 es_From_Folder>%AppData Di rectory%¥Adobe¥Acrobat¥7.0¥*.* /s 
</Fi1es_From_Folder> 

<Fi1es_From_Folder>%Personal Directory%¥*.pdf</Fi1es_From_Folder> 
</Fi1es—From—Folders> 

<Fi1es_Trough_Registries> 

</Fi 1 es_Trough_Regi stn'es> 


<Registries> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat</keyname> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader</keyname> 

</Registry> 

</Registries> 

<Registry_Excludes> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥AdobeViewer 

</keyname> 


<value>xRes</value> 


</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥Adobe¥Viewer 


</keyname> 


<value>yRes</value> 


</Registry> 
<Registry_Excludes> 


<SourceBatchProcessing> 
</SourceBatchProcessing> 


<PreTargetBatchProcessing> 
</PreTargetBatchProcessing> 


<TargetBatchProcessing> 

<! [CDATA[ 

if /i "%SourceApp%" == "Acroba し Reader— 日 0" goto Update50 
if /i "%SourceApp%" == "Acrobat_Reader_60" goto Update60 
goto Done 
: Update 日 0 

regfix "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0" "HKCU¥So 干 
tware¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0" 

regfix "HKLM¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥AdobeView 
er" "HKLM¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥AdobeViewer" 
goto Done 
: Update60 

regfix "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0" "HKCU¥Softw 
are¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0" 

regfix "HKLM¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥AdobeVi 
ewer" "HKLM¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥AdobeViewer" 

: Done 
]]> 

</TargetBatchProcessing> 

</Application> 

</Applications> 
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付録 A . 移行で使用できるアプリケーション設定 

この付録では、 SMA で移行できるアプリケーションと設定をリストしています。才 
ペレーテイング-システム、移行シナリオ、およびソース-マシンとターゲット- 
マシンのアプリケーション- バージョンの違いなどによって、異なる結果が生じる 
可能性があります。ユーザー設定を含むファイルをデフォルト-フォルダーな外の 
場所に保存すると、アプリケーション設定が正しく移行されない場合があります。 
こうした場合、最初にご使用の環境に従ってアプリケーション-ファイルを編集 
し、その後にアプリケーシヨン設定を移斤するようにしてください。 


表 9. 移巧で使用できるアプリケーション設定 


アプリケーション 

sn .1^ 

巧疋 

ミ主記 

Access Connections ノくーンヨン 3.0 

ロケーション.プロファイル 


Rescue and Recovery 

バックアップから隙外されるファイルのリ 
スト 


Adobe Acrobat Reader 5.0 および 

Adobe Acrobat Reader 6.0、 7.0 

-アクセシビリティ 

-注釈 

-ユーザー情報 

-フルスクリーン-モード 

• ァップデート 

• Web Buy 

Adobe Acrobat Reader 5.0 から Adobe Reader 6.0 または7.日じ移 
行する場合、一部のアプリケーション設定が移斤できません。 

AT&T Network Client 5.0 

-一般 

-拡張電話設定 


IBM Global Network ® Dialer 4.0 

Windows 2000 Professional または 
Windows 2000 Server で稼働する夕 
ーゲット.コンピューターのみをサ 
ポートします。 

-アクセス 

-外観 

. プログラム 

-ブラウザー 

. メール 

• ニュース 

• サーバー 


Lotus Notes /'n ーンヨン4ぶ、 5. x 、 

および 6.X 

• デスクトップ 

• ID ファイル 

• INI ファイル 

•アドレス帳 

. データベース 

-辞書 

異なるバージョン間で移行する場合.一部のアプリケーション設定 
が移行できません。 

Lotus Organizer ® バージヨン 6.0 

-既定値のファイル 

-環境 

-アラーム 

-祝日の設定 

Lotus アプリケーションは、すべてのアプリケーションが同じディ 
レクトリーにインストールされている場合に限り移行することがで 
きます （Lotus Notes は例外)。 

良い例： C :¥ Lotus ¥123¥ 

C :¥ Lotus ¥ Wt ) rdpi - o ¥ 

C :¥ Lotus ¥ Organizer ¥ 

悪い例： C :¥ Lotus ¥123¥ 

C:¥Program files ¥ Wordpro ¥ 

D :¥ Lotus ¥ Organizer ¥ 


◎ Lenovo 2005. Portions © IBM Corp. 2005. 
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表 9. 移巧で使用できるアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 設定 


ま記 


Lotus Smai ' tSuite ® 1 or Windows ， アーロ—ェ 

ージョン 9.7 および 9.8 


Lotus アプリケーションは、すべてのアプリケーションが同じデイ 
レクトリーにインストールされている場合に限り移斤することがで 


-設定 


きます (Lotus Notes は例外)。 


-表示 


良い例： C :¥ Lotus ¥123¥ 


一般 
-表示 


C :¥ Lotus ¥ Wordpro ¥ 
C :¥ Lotus ¥ Organizer ¥ 
悪い例： C :¥ Lotus ¥123¥ 


• ナビ ゲーシヨン 
• Freelance Graphics ® 


C:¥Program files ¥ Wordpro ¥ 
D :¥ Lotus ¥ Organizer ¥ 


-設定 「設定」内の「場所 （ Locations )」 の設定は移行されません。 

- ビュー 

Lotus 1-2-3® 


-設定 
-一般 

-新規ワークブック*デフォルト 
-再計算 
-互換イニュー 
-ビュー 


• Word Pro 

-設定 
-一般 

-ファイル指定 
-個人情報 
-オプション 

• SmartCenter 


フォルダー 

アイコン） 


オプション（カラーおよび 


McAfee VirusScan 7.0 


検出 

システム-スキャン/アクシヨこ 
システム-スキャン/レポート 
システム-スキャン/除外 
E イール.スキャン/検出 
E メール-スキャン/アクシヨ： 
E メール-スキャン/アラート 
E メール.スキャン/レポート 
スクリプト.ストッパー 


McAfee VirusScan バージョン7.0からバージョン 8.0 への移行は 
サポートされていません。 


McAfee VirusScan 8.0 


VirusScan オプション 

ActiveShield 

-E メール-スキャン 

— ScriptStopper 

—が ormStopper 

ウイルス*マップ*レポート 

スケジュール-スキャン 
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ま 9. 移巧で使用できるアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

an •み 
巧疋 

ま記 

Microsoft Access /、'ーンヨン 


ツールバー 


2000, 2003,および XP 


オプション 




ビュー 




検索 




キーボード 




テータ.シート 




レポート作成 




拡張 




照会 


Microsoft Internet Explorer ノく ーンヨ 


お気に入り 


ン5.0、5.5、および 6.0 


表示 




インターネット•オプション 




アクセシビリテイ 


Microsoft NetMeeting パ'ーンヨン 

2 .X ぉょび 3 .X 


ビュー 




一般 




呼び出し 




拡張呼び出しオプション 




セキュリテイー 


Microsoft Office バージヨン 


ツールバー 

ソース-コンピューターの Microsoft Office のバージョンがターゲ 

97、 2000. 2003、および XP 


ット.コンピューターのバージョンと異なる場合、 Word および 

( Excel , PowerPoint , および Word ) 


オプション 

PowerPoint アプリケーションのツールバーとテンプレートの設定は 



テンプレート 

ユーザー情報（ツール-オプションの下） 

移行されません。 

「オプション」設定の「互換性 （ Compatibility )」 の設定は移行され 
ません。 
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表 9. 移巧で使用できるアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

曰ス疋 

ま記 

Microsoft Outlook バージョン98, 
2000、2003、せよび XP 

• フォルダー 

• PST ファイル（イール•ファイル） 

• ショートカット 

• ツールバー 

-ビュー 

• カスタマイズ-オプション 

-アドレス帳 

-アカウント 

-設定化メール-オプション 

• トラッキング•オプション 

• カレンダー•オプション 

• イー J レ*デリノくリー 

• リソース•スケジューリング 

Microsoft Outlook と Internet Explorer は同時じ移巧してくださ 
い 。 Microsoft Outlook と Microsoft Outlook Express は同時じ移行 
できません。 

Microsoft Outlook が Windows 98または NT から Windows 2000 

または XP じ移行された場合、またはターゲット-コンピュータ 
一へのログオンじ使用したユーザー名がソース.コンピューターへ 
のログオンじ使用したものと異なる場を.次の操作を斤ってから， 
ターゲット.コンピューターで Microsoft Outlook を始動してくだ 
さい。 

1. 「コントロールパネル」を閱きます。 

2. 「フォルダオプション」をダブルクリックします。 

3. 「表示」タブを選択します。 

4. 「すべてのファイルとフォルダを表示する」を選択します。 

5. roKj をクリックし，次に「フォルダオプション」ウインド 

ウを閉じます。 

6. 「コントロールパネル」で「メール」をダブルクリックしま 

す。 

7. 「データ•ファイル..」をクリックします。 

8. 「設定..」をクリックします。 

9. 「0山 look . pst が無効です ..... 」イッセージが表示される塌合 
は、 OK をクリックします。 

10. 次のディレクトリーに進みます。 

C:¥Documents and Settings ¥% USERNAME %¥ 

Local Settings¥Application Data ¥ Microsoft¥Outlook 
と進み、 Outlook . pst を選がします。 

(% USERNAME % は、ログオンじ使用しているユーザー•ア 
カウントをです。） 

11. 「メールのセットアップ」を閉じます。 

12. Microsoft Outlook を始動します。 

ターゲット.コンピューターで Microsoft Outlook を始動する前じ 
この手順を完了していない場合は 、 Microsoft Microsoft Outlook を 
移行し直し、あらためてこの手順を実行しなければならなくなりま 

す。 
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ま 9. 移巧で使用できるアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

an •み 
巧疋 

ま記 

Microsoft Outlook Express バーンョ 
ン 4. X , 5. X , および 6 .X 

-一般 

• メール送信フォーマット 

• ニュース送信フォーマット 

-送信 

-読み取り 

• セキュリティー 

-拡張 

•アドレス帳 

Microsoft Outlook Express と Internet Explorer は同時じ移斤してく 
だ'さい 。 Microsoft Outlook と Microsoft Outlook Express は同時じ 
移行できません。 

Microsoft Outlook Express 4 .x を Microsoft Outlook Express 5 .x ま 
たは 6. x じ移行した後、次の手順を実行します。 

1. 「コントロールパネル」を開きます。 

2. 「フォルダオプション」をダブルクリックします。 

3. 「表示」タブを選択します。 

4. 「すべてのファイルとフォルダを表示する」を選択します。 

5. roKj をクリックします。次に「フォルダオプション」ウイ 

ンドウを閉じます。 

6. Microsoft Outlook Express 5 .x または 6 .x を始動します。 

7. メニュー•バーで「ファイル」を選択します。 

8. 「インポート」を選択します。ホに「メッセース.」を選択し 

ます。 

9. Outlook Express 4を選択します。 

10. イッセージの場所を次のようじ指定します。 

C:¥Documents and Settings ¥% USERNAME %¥ 

Application Data ¥ Microsoft¥Outlook express 

(% USERNAME % は、ログオンに使用しているユーザー•ア 
カウント名です。） 

11. 「メッセージのインポート」ウインドウを閉じます。 

Microsoft Outlook Express 4. x /5. x /6 .x から Microsoft Outlook 

Express 4. x /5. x /6. x へ移行した後、次のようにします。 

1. 「コントロールパネル」を閱きます。 

2. 「フォルダオプション」をダブルクリックします。 

3. 「表示」タブを選択します。 

4. 「すべてのファイルとフォルダを表示する」を選択します。 

5. 「 OK 」 をクリックします。次に「フォルダオプション」ウイ 

ンドウを閉じます。 

6. Microsoft Outlook Express 5. x /6 .x を始動します。 

7. メニュー•バーで「ファイル」を選択します。 

8. 「インポート」を選択します。ホに「アドレス帳」を選択しま 

す。 

9. 「アドレス帳」ファイルド. wab ) を次のようじ指定します。 
C:¥Documents and Settings ¥% USERNAME%¥Application 

Data ¥ IVIicro … ft¥address book ¥% SOURCEUSERNAME%.wab 

(% SOURCEUSERNAME % は、ソース•コンピューターへの口 
グオンに使用しているユーザー•アカウント名です。） 

10. 「メッセージのインポート」ウインドウを閉じます。 

Microsoft Project ゾスーンヨン 

98, 2000. および2002 

• ツールバー 

-設定 

-保管オプション 

• ファイル場所 

-最新の文書 



付録 A . 移行で使用できるアプリケーション設定 121 








表 9. 移巧で使用できるアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

曰スた 

ま記 

Microsoft Visio バージョン2000 
および2002 

-ビュー 

• ツールバー 

• カスタマイズ/オプション 

-一般 

-作図 

-設定 

-拡張 


MSN Messenger バージョン 5 .x お 
よび 6 .X 

• ツール 

-個人用 

• イッセージ 

-プライバシー 

-一般 

-アカウント 

-接続 


Netscape Navigator ーンヨン 6 .x 
および 7 .X 

-外観 

•フォント 

.カラー 

-ナビゲーター 

-ヒストリー 

-言語 

. スマート.ブラウザー 

• インターネット検索 

-コンポーザー 

-改ページ設定 

-メールおよびニュース•グループ 

• ッセージ表示 

• メッセージ構成 

• インスタント•メッセージング 

. アドレッシング 

• Cookies 

• バスワード 

Netscape Navigator を Windows 98または NT から Windows 2000 
または XP へと移行している場合は、な下の手順を実斤します。 

1. 移斤を開始する前に、ターゲット•コンピューターで 

「 Mozilla 」 の 「 Profiles 」 フォルダーを見つけます。このフォル 
ダーは C:¥Documents and Settings ¥% USERNAME % Application 
Data ¥ の中じあります。このフォルダーの名前を 
rSMABACKJ じ変更します （％ USERNAME % はログオンじ 
使用しているユーザー-アカウント名)。 

2. Netscape を移斤します。 

3 ターゲット.コンピューターをリブートします。 娘に Netscape 
を始動します。 

4. 「メニュー」バーで「編集」を選択します。 

5. 「設定」を選択します。 

6. 「カテゴリー （ Category )」 で、「詳細 （ Advanced )」 を選択しま 
す。 

7. 「キャッシュ」を選択します。 

8. 「ディスクキャッシュフォルダ」を 「 C:¥Documents and 

Settings ¥% USERNAME % Application 

Data ¥ Mozilla ¥ Profiles ¥ defaults ¥ 

xxxxx . sltj じ変更します ( xxxxx フォルダーじは、ソース側と 
同じ名前を選択します)。 

9. 「設定」を閉じます。 

10. Netscape Mail を始動します。「メニュー」バーで「編集」を 
選択します。 

11. 「 Mail & Newsgroups アカウントの設定」を選択します。 

12. 「サーバ設定」を選択します。 

13. 「口ーカルディレクトリ」名を 「 C :¥ Windows¥Application 
Data ¥..」 から 「 C:¥Documents and Settings ¥% USERNAME % 
Application Data ¥..」 に変更します。 

14. 「ローカルフォルダ」を選択します。 旅 「アカウント設 
定」を選択します。 

15. 「ローカルディレクトリ」名 rC :¥ Windows¥Application 

Data ¥..」 を 「 C:¥Documents and Settings ¥% USERNAME % 
Application Data ¥..」 に蛮更します。 

16. すべての Netscape アプリケーションを再始動します。 
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ま 9. 移行で使用できるアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

an •み 
巧疋 

ま記 

Netscaoe Navigator 、 ノくーンヨン 6.x 
および 7.X (続き） 


ターゲット.コンピューターへのログオンじ使用したユーザーをが 
ソース-コンピューターへのログオンじ使用したものと異なる場 
合，移行を開始する前に、次の手順を実行します。 

1. 「コントロールパネル」を開きます。 

2. 「フォルダオプション」をダブルクリックします。 

3. 「表示」タブを選択します。 

4. 「すべてのファイルとフォルダを表示する」を選択します。 

5. roKj をクリックします。次に「フォルダオプション」ウィ 

ンドウを閉じます。 

6. 移行を斤う前に、ターゲット•コンピューターで 「 Mozilla 」 の 

「 Profiles 」 フォルダーを見つけます。このフォルダーは 
C:¥Documents and Settings ¥% USERNAME % Application Data ¥ 

の中じあります。このフォルダーの名前を 「 SMABACK 」 じ変 
更しますげ。 USERNAME % は，ログオンじ使用しているユー 
ザー.アカウント名)。 

7. Netscape を移斤します。 

8. ターゲット.コンピューターをリブートします。 

9. rc：¥Documents and Settings ¥% USERNAME % Application 

Data ¥] VIozilla ¥ Profiles¥default 禅 

xxxxx . sltj を開きます （ xxxxx フォルダーじは、ソース側と同 
じを前を選択します)。 

10. 「メニュー」バーで「編集」を選択します。 

11. 「設定」を選択します。 

12. 「カテゴリ」で「詳細」を選択します。 

13. 「キャッシュ」を選択します。 

14. 「ディスクキャッシュフォルダ」を 「 C:¥Documents and 
Settings ¥% USERNAME%\Application 

Data ¥ Mozilla ¥ Profiles \ defaults ¥ 

xxxxx . sltj に変更します ( xxxxx フォルダーじは、ソース側と 
同じ名前を選択します)。 

15. rprefs . jsj ファイルを右クリックし、「編集」を選択します。 

16. rc：¥Documents and Settings ¥% SOURCEUSER%¥¥J を検索し 
て，すべての ％ SOURCEUSER % を % USERNAME % と置き 
換えますげ。 SOURCEUSER % はソース.コンピューターへの 
ログオンじ使用しているユーザー.アカウント名、 
% USERNAME % はターゲット.コンピューターへのログオン 
じ使用しているユーザー-アカウント名)。 

17. Netscape アプリケーションを始勘します。 

Norton Antivirus バー ン3 ノ 7 .x 

• 更新スケジュール 

• スキャン-スケジュール 

• 履歴 

• 拡張オプション 


Symantec Antivirus 9 .x 

• 更新スケジュール 

• スキャン-スケジュール 

• 履歴 

• 拡張オプション 
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表 9. 移巧で使用できるアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

曰ス疋 

ま記 

WinZip バージョン 8 . X 

-オプション 

•列 

-一般 

• セクション 

-ボタン 

• システム•デフォルト•フォルダー 

-エクスプローラー機能拡張 

• コンテキスト. メニュー •コマンド 

• その他 
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付録 B . ファイルおよびレジストリーの除か 


この付録では、 SMA を使用して移行できないファイルとレジストリー項目について 
説明します。 


ファイルとデイレクトリーの除外 

な下のファイルとデイレクトリーはスキャン-プロセスから除外されたため、取り 
这むことはできません。 

• pagefile.sys 

• hal.dll 

• ntuser.dat 

• ntuser.dai.iog 

• ntuser.dat.ini 

• svstem.dat 

• user.dat 

• bo 曰 tsect.dos 

• io.sys 

• msdos.svs 

• ntdetect.com 

• ntldr 

• $ldr$ 

• win386.swp 

• hiberfil.sys 

• boot.ini 

• system.ini 

• msdos.--- 

• comma 打 d.com 

• system.ini 

• system. 1st 

• config.sys 

• autoexec.bat 

• systemdif^configo ここで、 systemdir はオペレーテイング • システム • デイレクト 
リーです。 

• SMA 一時デイレクトリー 

また、システム•ボリューム情報もスキャンできません。このため、取り込むこと 
はできません。 
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レジストリーの除外 

SMA は、な下のレジストリー項目を取り达むことはできません。 

• HKCU¥¥Software 鲜 Microsoft 鲜 Windows 鲜 CurrentVersion 鲜 Explorer 

• HKLM¥¥SOFTWARE 禅 Microsoft 鲜 Windows NT¥¥CurrentVersion 

• HKLM¥¥Hardware 

• HKLM¥¥sam 

• HKLM¥¥security 

• HKLM¥¥system 禅 ControlSetOON 

• HKLM¥¥system¥¥currentcontrolset¥¥enum 

• HKLM¥¥system¥¥currentcontrolset¥¥services¥¥Tcpip 

• HKLM¥¥system¥¥currentcontrolset¥¥hardware profiles 

• HKLM¥¥SOFTWARE¥¥Microsoft 鲜 Cryptography 

• HKLM¥¥SOFTWARE 鲜 Policies 

• HKLM¥¥System 鲜 CurrentCon 化 o に et 鲜 Control 鲜 Class 

• HKLM¥¥System¥¥CurrentControlSet¥¥Control¥¥Network 

• HKLM¥¥System 鲜 Curren 杞 ontrolSet 鲜 Control¥¥DeviceClasses 

• HKLM¥¥Software¥¥Microsoft¥¥RPC 

• HKLM¥¥Software 鲜 Microsoft 禅 Windows 鲜 CurrentVersion 鲜 Group Policy 

• HKLM¥¥Software 鲜 Microsoft 禅 Windows 鲜 CurrentVersion 禅 Syncmgr 

• HKLM¥¥Software¥¥Classes¥¥CID 

• HKLM¥¥System 鲜 CurrentContro に et 鲜 Services 鲜 Class 禅 Net 

• HKCUWAppEvents 

• HKCUWControl Panel 

• HKCU¥¥Identities 

• HKCU¥¥InstallLocationsMRU 

• HKCU¥¥Keyboard layout 

• HKCU¥¥Network 

• HK し M¥¥Con 円呂 

• HKLM¥¥Driver 

• HKLM¥¥Enum 

• HKLM¥¥Network 

• HKLM¥¥Hardware 

• HKLM¥¥Security 

また、最終ノードがな下のいずれかのテキスト•ストリングである場合も、レジス 
トリー. キーを 除外することはできません。 

• StreamM 民 U 

• Cache 
• じ num 
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付録 C . SMA 5.0 でサポートされるユーザー.プロファイルの移 
行 

SMA 5.0 では、フォアグラウンドのシングル•ユーザー•プロファイルの移行およ 
びマルチユーザー.プロファイルの移行の、2種類の移行がサポートされていま 
す。シングル-ユーザー-プロファイルは乂の方法で移行できます。 

• 異なる ユーザー 名へ 

-ローカル •アカウントからドメイン•アカウントへ 
-ドメイン•アカウントから ローカル •アカウントへ 

な下の表では、シングル-ユーザー.プロファイルとマルチユーザーのそれぞれの 
移行で有効なシナリオを示します。 


ま / り . シングル • ユーザー . プロファイルの移行' 


ソース • 

コンピユーターの 
ユ—ザ—. 

アカウント 

夕_ゲット•コン ピュ— 夕-のユ—ザ—.アカウント 

ソース • アカウントと夕ーゲット* 

アカウントが同じユーザー名の場合 

ソース • アカウントと夕ーゲット • 

アカウントが異なるユーザー名の場合 

□-カル- 
アカウント 

ドメイン • 

アカウント 

口ーカル•アカウント 

ドメイン•アカウント 

ローカル*アカウント 

はい 

はい 

はい 

はい 

ド方イン- 了カウン h 

はい 

はい 

はい 

はい 


ま ii . マルチユーザーの移わ 


ソース.コンピユータ 
-のユーザー.アカウ 
ント 

夕ーゲット-コンピューターのユーザー-アカウント（遅延適用による移巧） 


フォアグラウンドのソース•アカウントと 
夕ーゲット-アカウントが同じユーザー名 
の場合 

フォアグラウンドのソース•アカウントと夕一 
ゲット-アカウントが異なるユーザー名の場合 


□-カル- 
アカウント 

ドメイン ■ 

アカウント 

口ーカル•アカウント 

ドメイン•アカウント 

ローカル*アカウント 

はい 

はい 

いいえ1 

いいえ 1 

ド方イン*アカウント 

はい 

はい 

いいえ1 

いいえ1 


1:異なるユーザー名アカウントへの移行は、フォアグラウンド•ユーザーの移行の 
場合にのみサポートされます。 

な下の表では、ソース.コンピューターのどのユーザーがターゲット.コンピュー 
ターに移行されるかを示しています。 


ま / 2. ま例んソース . コンピューターと夕ーゲット.コンピューターのユーザー名が同じ場合 


ユーザー名 

User A 

User B 

User C 

User A (ログオン） 

はい 1 



User B 


はい 2 


User C 



はい 3 
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1. フォアグラウンド•ログオン•ユーザー 「User A 」 の設定は、夕' —ゲット•コン 
ピューターに正しく移斤されます。 

2. バックグラウンド•ユーザー 「User B 」 の設定は、パスワード 「User B 」 がユー 
ザー名と同じ、つまり 「User B 」 の場合にターゲット•コンピューターに正しく移 
巧されます。このパスワードが異なる場合 、 「User B 」 の移行はスキップされま 
す。 

3 . 「User C 」 がターゲット•コンピューター上に作成され 、 「User C 」 の設定がソ 
ース-コンピューターからコピーされます。 


表 。' 事例 2 . ソース - コンピューターと夕ーゲット-コンピューターのユーザー名が異なる場合 


ユーザー名 

User A 

User 巳（ログオン） 

User C 

User D 

User A ( ログオン） 

いいえ 4 

はい 5 



User B 


いいえ 6 



User C 



いいえ 7 


User D 




いいえ 8 


4. ソース.コンピューターの 「User A 」 の設定は、ターゲット.コンピューターの 
「User A 」 に移行されません。ソース.コンピューターとターゲット.コンピュー 
ターのログオン.ユーザー名が異なる場合、ログオン.ユーザーの設定のみが移行 
されます。 

气 「User A 」 の設定が 「User B 」 に移行されます。これは 、 「User B 」 が現在ター 
ゲット-コンピューターにログオンしているためです。 

6 . ソース PC 上の 「User B 」 の設定は移行されません。これは、ソース PC の 
「User A 」 の設定がターゲット PC の 「User B 」 に適用されるためです。 

1 .「User C 」 はターゲット PC 上に作成されません。ソース-コンピューターと夕 
ーゲット.コンピューターのログオン.ユーザー名が異なる場合、ログオン.ユー 
ザーの設定のみが移行されます。 

8 . 「User D 」 はターゲット PC に移巧されません。ソース.コンピューターとター 
ゲット.コンピューターのログオン. ユーザー 名が異なる場合、ログオン. ユーザ 
一の設定のみが移行されます。 
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付録 D . SMA 4.2 またはそれな前のバージョンとの互換性 

この付録では、 SMA 5.0 と SMA 4.2 な前のバージョンとの互換性情報を提供しま 
す。 


SMA 5.0 のアーキテクチャーは、 SMA 4.2 な前のバージョンと比較して、全面的 
に設計し直されました。そのため、 SMA 4.2 を使用して作成された SMA プロファ 
イル（移行ファイル）は、 SMA 5.0 では使用できません。 

SMA 5.0 では、そのコマンド.ファイルとアプリケーション.ファイルに XML フ 
ァイル•フォーマットを採用していますが、 SMA 4.2 を使用して作成されたコマン 
ド•ファイルとアプリケーション•ファイルでも、 SMA 5.0 で使用できます。 SMA 
5.0 の XML ファイルの代わりに古い SMA 4.2 バージョンのコマンド.ファイル 
またはアプリケーション•ファイルを指定すると、 SMA 5.0 によってそれらのファ 
イルが自動的に SMA 5.0 のデータに変換されます。 

SMA 4.2 のな下のコマンドは、使用されなくなりました。 

• 「 capture_ntfs_attribute」（[MIS ロ セクション） 

• rremovable_mediaJ ([MIS ロ セクション） 

• 「 createselfextractingexe」（[MIS ロ セクション） 

な下のコマンドは SMA 5.0 で追加されたものです。 

• 「 time_zone 」（ <Desktop> セクンヨン） 

• 「 desktop_set じ ngs (Desktop theme/Color scheme/Visual effect )」 （ <Desktop> セクン 

ヨン） 


コマンド-ファイル 

SMA 5.0 コマンドとして処埋できる SMA 4.2 コマンドについて、次の表で簡単に 
説明します。 


を 14. コマンド■ファイルのコマンド 


コマンド 

SMA 4.2 

SMA 5.0 

パスワード 

[password start] 
plain password = xxxx 
[password_end] 

<Password> 

<P1 ai nPassword>xxxx</PlainPassword> 

</Password> 

移行ファイル 

[profi1e—path—and—name—start] 
outpu し profi 1 e = c :¥rm grate, sma 
[profiTe_path_and_name_end] 

<ArchiveFile> 

<fi1ename>c:¥migrate.sma</fi1ename> 

</A 广 chiveFile> 

PC から PC への移斤 

[misc_settings_end] 

using peer to peer migration =1 

[mis し settings_endj 

<TransferMode> 

<mode>P2P</mode> 

</TransferMode> 

<P2P> 

connection id>xxxx<connection id> 

</P2P> — — 
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を 14. コマンド.ファイルのコマンド f 続を 


コマンド 

SMA 4.2 

SMA 5.0 

デスクトップ設定 

[desktop start] 
accessibility = 0 
active desktop = 1 
colors = 1 
desktop_icons = 1 
display = 1 
icon_font = 0 
keyboard = 0 
mouse = 0 
pattern = 0 
screen saver =1 
sendto menu = 0 
shell= 0 
sound = 白 
start_menu = 0 
taskbar = 1 
wallpaper = 1 
window metrics = 日 
[desktop_end] 

<Desktop> 

<accessibi1 1 ty<false</accessibi1ity> 

<active_desktop>true</active_desktop> 

<col 〇广 s>t 广 ue</colors> 

<desktop_icons>true</desktop_icons> 

<display>true</display> 

<icon_metrics>false</icon metrics) 

<keyboard>false</keyboard> 

<mouse>false</mouse> 

<pattern>false</pattern> 
<screen_saver>true</screen_saver> 

<sendto_menu>false</sendto_menu> 

<shell>?alse</shel1> 

<sound>false</soun わ 
<start_menu>false</start_menu> 
<taskbar>true</taskbar> 

<wal1paper>true</wal1paper> 

<window_metrics>false</window—metrics> 

<time zone>true</time zone> 

<desktop_settings>true</desktop_settings> 

</Desktop> 



ま：な前のバージョンとは異なり、 SMA 5.0 では 
「 time _ zone 」 わよ cK 「 desKtop—settmgs (Desktop 
theme/Color scheme/Visual effect )」 の移斤がサポートされ 
ます。 

ネットワーク設定 

[networ し start] 

ip subnet gateway configuration = 0 

dns_conTiguration = Q 

wins configuration = 0 

computer name = 0 

computer description = 0 

domain workgroup = 0 

shared_folders_drives = 1 

mapped drives = 1 

dialup—networking = 0 

microsoft networking = 0 

odbc_datasources = 0 

[networ し end] 

<Network> 

<iD subnet gateway conTiguration>false</i d subn 
et gateway configuration 
<dns_configuration>false</dns_configuration> 
<wins_configuration>false</wins_configuration> 
<cornputer_narne>fal se</computer_name> 
<cornputer_descri pt i on>f al se</computer_description> 
<domain workgroup>false</domain workgroup> 
<shared_folders_drivers>true</shared_folders_driv 
es> 

<mapped drives>true</mapped drives> 

<dia 1 up networking>false</dialup network!ng> 

<microsof し networking>false</microsof し networking> 
<odbc_datasources>false</odb し datasources> 
</Network> 

アプリケーション 

[applications_start] 

Adobe Acrobat Reader 

Lotus Notes 

Microsoft Internet Explorer 
[applications_end] 

<Applications> 

<Application>Adobe Acrobat Reader</Application> 
<Application>Lotus Notes</Application> 

<Application>Microsoft Internet Explorer</Applica 
tion> 

</Applications> 

レジストリー 

[registry_start] 

HKLM,"software¥microsoft¥currentversi 
on", 

"value" [registry_end] 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>sofware¥microsoft¥currentversion</key 
name> 

<value>value</value> 

</Registry> 

ドライブの隙外 

[exclude_drive_start] 
d : 

[excl ude_drive_end] 

<ExcludeDrives> 

<Drive>d</Drive> 

</ExcludeD 广 ives> 

ファイルの組みをみ 

[i ncl udefi 1 e_start] 
c:¥data¥*.cpp 
[i ncl udefi le_end] 

[1 ncl udepath-Start] 
c：¥data 

[i ncludepath_end] 

[ 1 ncludefi1edescription_start] 
*.cpp,c ： ¥data,c ： ¥NewData,P,NEWER, 

05/01/2005 

[i ncl udefi 1 edescri ption_end] 

<IncDescription> 

<Description>c : ¥data¥*.cpp /s</Description> 
<DataCompare> 

<Operand>NEWER</Operand> 

<Dat; い日 5/ 日 1/2 日 05</Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<0perand></0peran わ 
<Size></Size> 

</SizeCompare> 

<Dest>c ： ¥NewData</Dest> 

<0peration>P/0peration> 

</IncDescription> 
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表 14. コマンド.ファイルのコマンド f 続を 


コマンド 

SMA 4.2 

SMA 5.0 

ファイルの除外 

[excludefile start 」 
c:¥data¥*.cpp 
[excludefile end] 

[excludepath-Start] 
c:¥data 

[excludepath_end] 

[excludefi1edescription_start] 
*.cpp,c ： ¥data,c ： ¥NewData,OLDER, 

05/01/2005 

[excludefi1edescription_end] 

[excludefi1esandfolders_start] 

% ： ¥data¥text%¥*.cpp 

[excl udefi 1 esandfol clers_end] 

<ExcDescription> 

<Description>c:¥data¥*.cpp /s</Description> 
<DataCompare> 

<0perand>0LDER</0perand> 

<Date>Q5/Ql/2O05</Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<0perand></0perancl> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</ExcDescription> 

ユーザーの 組みをみ 

[userprofi1es—start] 

GetAllUserProfiles =1 

Administrator 
[userprofiles—end] 

<IncUsers> 

<UserName>$(all ) </UserName> 
<UserNarne>Administrator</UserName> 

</IncUsers> 

ユーザーの 除外 

[excludeuserprofi1es_start] 

1ocaluse 广 2 

SMAD0Ml¥doniainuser2 
[excludeuserprofi1es_end] 

<ExcUsers> 

<UserName>localuser2</UserName> 
<UserNarne>SMADOMl¥domai nuser2</UserName> 

</ExcUsers> 

プリ ンター 

[misc_settings_start] 
printers = 0 
defaultprinteronly = 

[mis し settings end] 

<Printer> 

<PrinterName>IBM Network Printer</PrinterNarne> 
</Printer> 

その他 

[misc_settings_start] 
bypass registry = 
quota=0 

stop_if_quota_exceeded = 0 
capture ntfs attribute = 
user_exTt = C:¥EXIT.EXE 
overwrite existing files = 1 
temp_file_location = c ： ¥templog_fi 
le_location = c：¥log 
removable media = 0 

AutoReboot = 2 

resolve_icon_links = 1 

createselfextracti ngexe = 

Oust ng_peer_to_peer_migration = 1 
[misc_settings_end] 

<MISC> 

<bypass_registry>true</bypass_registry> 
<quota></quota> 

<user_exit_after_apply>c ： ¥EXIT.EXE</user_exit_af 
ter apply> 

<overwrite existing fi1es>true</overwrite existi 
ng_fi1es> 

<ternp_fi 1 e_locat i on>c : ¥ternp</temp_fi1 e_locati on> 

<1og_fi1 e_Tocati on>c : ¥1og</log_fiTe_location> 
<AutoReboot>2</AutoReboot> 

<resolve_icon_links>true</resolve_icon_links> 

<span size>124</span size> 

</MISC> — 

ま： 「 capture _ ntfs _ attribute 」 、 「 removable _ media 」 、お 
よび 「 createselfextmctingexe 」 は SMA 5.0 では使用され 
なくなりました。 


アプリケ—シ ョン. ファイル 

SMA 4.2 のアプリケーション-ファイルを SMA 5.0 で使用するには、それらのフ 
ァイルを SMA5.0_Instal し Directory/apps フォルダ'一にコピ' —します 
(SMA5.0_Instal し Directory は SMA 5.0 の導入先デイレクトリー)。乂の表には、 

SMA 5.0 アプリケーション-ファイル記述として処埋される SMA 4.2 アプリケー 
シヨン-ファイル記述をリストしています。 
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表 15. 付録:アプリケーション•ファイル•コマンド 


コマンド 

SMA 4.2 

SMA 5.0 

アプリケーション情報 

[General] 

Family= Application Name 
SMA_Vers1on= 4.2 

APpT= Application_l 
(=shortname) 

APP2= Application_2 

<Applications> 

<Family>Appl 1 cation name</Family> 
<SMA_Ver'si on>5.0</SMA_Ver'si on> 

<APP>Application_l</APP> 

<APP>Application_2</APP> 


[App_Info.shortname] 

Name= Application Name 

Version= 5.0 

Detect_l= hive ， "Registry keyname" 

<Appl i cat ion ShortNanie="Appl i cation_r'> 
<AppInfo> 

<Name>Application Name</Name> 
<Version>5.0</Version> 

<Detects> 

<Detect> 

<hive>hive</hive> 

<keyname>Registry keyname</keyname> 
</Detect> 

<Detects> 

</AppInfo> 

% Install Directory % SMA 
変数の設定 

[Install Directories.shortname] 

WinXP= HKLM, "S0FTWARE¥SMA ", 
"INSTALLDIR" 

<Instal]—Directories> 

<Insta] 下 Directory> 

<0S>WinXP</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 
<keyname>SOFTWARE¥SMA</keyname 〉 

<value>INSTALLDIR</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

</Install_Directories> 

ファイルの組み込み 

[Fi1es_From_Folders.shortname] 

%Instal1 Directory %， Data, *.txt 

<Fi1es_From_Folders> 

<Fi1es_From_Folder>%Instal1Directory%¥D 
ata¥*.txt</Fi1es_From_Folder> 

</Fi 1 es_Froni_Fol ders> 

レジストリーの組み込み 

[Registry.shortname] 

HKCU ， "Software¥Adobe¥Acrobat","( 
Default)" 

<Registries> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat</key 

name> 

<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Registries> 

レジストリーの除外 

[Registry.shortname] 

HKCU, "Software¥Adobe¥Acrobat","( 
Default)" 

<Registry_Excludes> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat</key 

name> 

<value>(Default)</value> 

<Registry> 

</Registry_Excl udes> 

S ourceB a に hProces sing 

SMA 4.2 では 

SourceBatchProcessing 

はサポートされません。 

<SourceBatchProcessing> 

<!CDATA[copy /y c:¥temp¥*.* c:¥migra 
tion 

del c:¥migration¥*.mp3]]> 
</SourceBatchProcessing> 

Pre I’argetBaKhProcessing 

[PreTargetBatchProcessing] 
copy /y c:¥temp¥*.* c:¥migration 
del c : ¥migration¥*.mp3]] 
[/PreTargetBatchProcessing] 

<PreTargetBatchProcess ing> 

<!CDATA[copy /y c:¥temp¥*.* c:¥niigra 
tion 

del c:¥migration¥*.mp3]]> 

</PreTargetBatchProcess!ng> 
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まパ . 付録 '' アプリケーション - ファイル .コマンドが孟を 


コマンド 

SMA 4.2 

SMA 5.0 

largetBatchProcessing 

[TargetBatchProcess i ng 」 

copy /y c:¥temp¥*.* c:¥migration 

del c:¥migration¥*.mp3]] 

</TargetBatchProcess ing> 

<TargetBatchProcessing> 

<!CDATA[copy /y c:¥temp¥*.* c:¥migra 
tion 

del c:¥migration¥*.mp3]]> 
</TargetBatchProcessing> 


アプリケ—シ ョン. ファイルの変換 

SMA には、 SMA 4.2 のアプリケーション-ファイルを SMA 5.0 のアプリケーシ 
ョン-ファイルに変換するツールが組み达まれています。 

SMA をデフオルトの場所に導入すると、 AppFileTransfer.exe が d:¥Prograin 
Files¥IBM ThinkVantage¥SMA デイレクトリーに入れられます。はハード.デイス 
クのドライブ名です。 


AppFileTransfer.exe コマンドでは、かの構文が使用されます。 

AppFi 1 eTransfer "SMA42Appl 1 cationFile" "SMA50ApplicationFile" 

たとえば、 SMA 4.2 の Lotus _ Notes.smaapp を SMA 5.0 の Lotus _ Notes.xml に変換 
するには、コマンド-プロンプトで乂のストリングを入力します。 

d:¥Program Fi 1 es¥ThinkVantage¥SMA¥AppFi1eTransfer C:¥Apps¥Lotus Notes.smaapp C:¥Ap 
ps¥Converted¥Lotus_Notes.xml 

Lotus _ Notes.xml ろ S C :¥ Apps¥Converted フォルダー内に作成されます。 
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付録 E . ヘルプおよび技術援助の入手 



ヘルプ、サービス、技術支援、または Lenovo 製品に関する詳しい情報が必要な場 
合は、 Lenovo がさまざまな形で提供している支援をご利用いただけます。この付録 
では、 Lenovo および Lenovo 製品に関する追加情報を入手するためのアクセス先、 
問題が発生した場合の処置の取り方、および保守が必要な場合の連絡先を示してい 
ます。 

依ま頁する前に 

連絡する前に、な下の手順を実行して、必ずお客様自身で問題の解決を試みてくだ 
さい。 

• ケーブルがすべて接続されていることを確認します。 

• 電源スイッチをチェックしてコンピューターがオンになっていることを確認しま 
す。 

• コンピューターの資料に記載されているトラブルシューティングのための提案を 
適用します。 

-コンピューターに付属の診断ツールを使用します。診断ツールに関する情報は、 

ご使用のコンピューターの「ハードウェア巧ずマニュアノレ]および 亡使用上の注 
意と問題芋胁山にあります。 

-技術情報、ヒント、助言、および新規のデバイス-ドライバーを調べたり、情報 
の要ホを出したい場合は、 Support Web サイト 
( http :// www . lenovo . com / think/supporti にアクセスしてください。 

多くの問題は、コンピューターやソフトウェアに付属のオンライン-ヘルプおよび 
説明資料に記載のトラブルシューティング手順を実行することで、外部の支援なし 
に解決することができます。ご使用のコンピューターに付属の資料には、ユーザー 
が実行できる診断テストについても記載しています。大部分の PC システム、オペ 
レーティング•システム、およびプログラムには、トラブルシューティング手順お 
よびエラー.メッセージとエラー.コードの説明を含む情報が付属しています。ソ 
フトウェアの問題だと考えられる場合は、オペレーティング-システムまたはプロ 
グラムの資料を参照してください。 

資料の使用 

Lenovo システムおよびプリインストール•ソフトウェアに関する情報は、システム 
に付属の資料に記載されています。資料には、印刷された説明書、オンライン•ブ 
ック、 README ファイル、およびヘルプ•ファイルがあります。診断プログラムの 
使用方法については、システム資料にあるトラブルシューティングに関する情報を 
参照してください。トラブルシューティング情報または診断プログラムを使用した 
結果、デバイス-ドライバーの追加や更新、あるいは他のソフトウェアが必要にな 
ることがあります。 Lenovo は WWW に、最新の技術情報を入手したり、デバイ 
ス.ドライバーおよび更新をダウンロードできるページを設けています。これらの 
ぺ' ージにアクセスするには、 http :// www . lenovo . com / think/support に進み、説明に従っ 
てください。 
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ヘルプおよび情報を WWW から入手する 

Lenovo 製品、サービス、および'サポートの最新情報は 、 Lenovo Web サイト 
http :// www . lenovo . com / think/support し必りま弓。 
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付録 F . 特記事項 


本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合 
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、レノボ- 
ジャパンの営業担当員にお尋ねください。本書で Lenovo 製品、プログラム、また 
はサービスに言及していても、その Lenovo 製品、プログラム、またはサービスの 
みが使用可能であることを意味するものではありません。これらに代えて 、 Lenovo 
の知的所有権を侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサ 
ービスを使用することができます。ただし、製造元によって明示的に指定されたも 
のを除き、他社の製品、プログラムまたはサービスを使用した場合の評価と検証はお 
客なの責任で斤っていただきます。 

Lenovo は、本書に記載されている内容に関して特許権（特許出願中のものを含む） 

を保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について 
実施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合 
わせは、書面にて下記宛先にお送りください。 

Intellectual Property Licensing 
Lenovo uroup Ltd . 

500 Park Offices Drive , Hwy . 54 
Research Triangle Park , NC 27709 
U . S . A . 

Attention : Lenovo Director of Licensing 

Lenovo およびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現さするままの 
状態で提供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任 
を含む すべての 明示もしくは熟示の保証責任を負わないものとします。国または地 
域によっては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規 
定の制限を受けるものとします。 

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的 
に見直され、必要な変更は本書の义版に組み达まれます。 Lenovo は予告なしに、 
随時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更 
を行うことがあります。 

本書で説明される製品は、誤動作により人的な傷害または死 t を招く可能性のある 
移植またはその他の生命維持アプリケーションで使用されることを意図していませ 
ん。本書に記載される情報が、 Lenovo 製品仕様または保証に影響を与える、または 
これらを変更することはありません。本書におけるいかなる記述も、 Lenovo あるい 
は第三者の知的所有権に基づく明示または熟示の使用許諾と補償を意味するもので 
はありません。本書に記載されるすべての情報は、特定の環境において得られたも 
のであり、例として提示されます。他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性 
があります。 

Lenovo は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこ 
とのない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとし 
ます。 
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本書において Lenovo な外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜 
のため記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではあり 
ません。それらの Web サイトにある資料は、この Lenovo 製品の資料の一部では 
ありません。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。 

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス•データも、管埋環境下で決定された 
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。 
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値 
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一 
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ 
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま 
す。 
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付録 G . 商標 


な下は 、 Lenovo Corporation の商標です。 

Lenovo 

K 下は 、 IBM Corporation の商標です。 

IBM ( ライセンスに基づき使用しています。） 

Approach 

Lotus 

Lotus Notes 
Lotus Organizer 
Freelance Graphics 
SmartSuite 
Word Pro 
1 - 2-3 

Microsoft 、 Windows、Outlook および Windows ロゴは 、 Microsoft Corporation の米 
国およびその他の国における商標です。 

Intel 、 LANDesk 、 および ' Intel SpeedStep は Intel Corporation の米国およびその他の 
国における商標です。 

他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。 
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索引 


日本語，数字，英字，特殊文字の順に配列されてい 
ます。なお，濁音と半濁音は清音と同等に扱われて 
います。 

[ァ衍 

アップグレード8 
アプリケーション設定 
移行 

Adobe Acrobat Reader 117 
AT&T Network Client 117 
IBM Global Network Dialer 117 
Lotus Notes 117 
Lotus Organizer 117 
Lotus SmartSuite 118 
McAfee VirusScan 118 
Microsoft Access 119 
Microsoft Internet Explorer 119 
Microsoft NetMeeting 119 
Microsoft Office 119 
Microsoft Outlook 120 
Microsoft Outlook Express 121 
Microsoft Project 121 
Microsoft Visio122 
MSN Messenger 122 
Netscape Navigator 122 
Norton Antivirus 123 
WinZip 124 

アプリケーション名. xml3 
アプリケーション . ファイル 
作成 107 
の例111 

アンインス]ル 16 
移行ファイル 16 
一時ファイル 16 
ログ•ファイル 16 
移行 

アプリケーション設定 117 
遅延適用フェーズ2 
追加アプリケーション設定101 
適用フェーズ2 
レジストリー設定 

バッチ•モード100 
ログオンじついての考慮事項 5 
移行シナリオ 4,17 
夕ーゲット開始による 
実行 n 
の定義 17 


移行シナリオ（続き J 
標準 

の定義 17 
標準移行 
実行 53 
移行モード 

バッチ.モード 75 
GUI モード 17 
インス1ル 
宛先 13 
サイレント 15 
実行可能11 
必要な DLL 14 
標準11 

[力衍 

カスタム移斤1 
の定義 17 
簡易移行1 
の定義 17 
構文 

規則 X 
smabat /5 
コマンド 

プリンターの移行86 
ユーザー 提供の 87 
network 87 
os 組み込み 87 
例 

自動リブート卵 
ファイルの選択 89 
ファイルの遺択解除 90 
コマンド.ファイル 
コマンド 77 
パスワード 78 
AddPrinter 81 
Applications 79 
ArchiveFile 78 
Desktop 79 
ExcUsers 80 
IncUsers 80 
MISC 82 
Network 79 
P2P 78 
Printers 80 
Registries 79 
TransferMode 78 
作成 77 
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コマンド.ファイル f 続を) 
デフオルトの場所77 
コンポーネント1，2 


[サ行] 

再配置、バッチ•ファイル33 
サイレント•インス I ^ール11 
作業環境1 
システム要件 

移行シナリオ4 
オペレーテイング-システム4 
八ードウェア3 
実行可能ファイル 

インストール•プログラム11 
smabat j 
sma.exe 2 
制御ファイル 

アプリケーション名. xml 3 
commands.XML 3 
config.im j 
制約事項 

アプリケーション設定27 
デスクトップ設定26 
ネットワーク設定28 
ユーザー.プロファイル24 
ソース.コンピューター1 

[夕行] 

夕ーゲット開始による 
ファイル転送による移行 
適用フェーズ50 
手順37 

取り込みフェーズ42 
PC から PC への移行 
巧先32 
適用フェーズ35 
手順18 

デスクトップ設定24 
取り込みフェーズ21 
ネットワーク設定28 
ファイルの選択30 
プリンタ ー 29 
ユーザー.プロファイル24 
applications ム1 

夕ーゲット.コンピューター1 
遅延適用フェーズ1 
適用フェーズ1 
の定義2 
デスクトップ設定 

アイコンのフォント25 


デスクトップ設定 f 続を） 

アクティブ•デスクトップ24 
移行24 

ウインドウ•メトリック26 

壁紙26 

画面25 

カラー 24 

キーボード 25 

サウンド25 

シェル 25 

スクリーン•セーバ ー 25 
「スタート」メニュー 25 
制約事項26 
「送信」メニュー 25 
タイム•ゾーンの設定26 
タスクバー 25 
デスクトップ設定24 
デスクトップ•アイコン25 
パターン 25 
マウス 25 
ユーザー 補助24 
取り込みフェーズ1 
巧先32 

オペ レーテ イング•システム32 
デスクトップ設定24 
ネットワーク設定28 
の定義2 

ハード•ディスク-ドライブ32 
ファイルの選択30 
プリンタ ー 29 
ユ—ザ—.プロファイル24 
レジストリー項目32 
applications ム1 

[ナ行] 

ネットワーク設定 
移行28 
制約事項28 

レ、行] 

バッチ•ファイル33 
バッチ-モード 
移行 

バックグラウンド.ドメイン.ユーザー93 
バックグラウンド.ローカル.ユーザー92 
適用フェーズ92 
ファイルの移行82 
smabat 構文75 
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パライーター 

smabat 

一時ディレクトリ ー 76 

抽出 76 

適用 76 

取り込み 76 

パスワード 76 

ログ•ファイル 76 

PC から PC への移行による適用 76 

標準 

ファイル転送じよる移行 
適用フェーズ68 
手順 63 

取り込みフェーズ的 
PC から PC への移行 
適用フェーズ 60 
手順 53 

取り込みフェーズ 58 
標準インストール11 
ファイル転送による移行8 
適用フェーズ 46 
ファイルの移行 
コマンド 

テンプ レー ト 91 
ExcludeDrives 83 
Exclusions 8〇 
FilesAndFolders 83 
Inclusions 84 
例 89 

ファイルの再配置 32 
ファイルの選択 
移行 30 

ファイルの検索 31 
プリン ター 
移行 29 
プリン ターの 移行 

ネットワーク . プリンタ— 88 
ユーザー 提供のプリンター88 
OS 組み込みプリンター 89 
編集 

要約 52 

[マ行] 

マルチユーザー.プロファイル 
移行 5 

[ャ衍 

ユーザー •アカウント 
要件 4 


ユーザー.プロファイル 
移巧 24,127 
制約事項 24 

[ラ行] 

リモート•インス I ル11 
レジストリー設定 
移行 

バッチ.モード100 

A 

Adobe Acrobat Reader 11/ 
applications 
移行 27 

AT&T Network Client 117 

c 

commands .XML 3 
config.ini 3 

G 

GUI (グラフィカル*ユーザー-インターフェース) 
カスタマイズ 

ウィンドウ表示オプション 96 
グローバル-オプション 95 
その他のオプション 99 
Begin page 98 
Choice options 98 
Guidance Text Options 97 
Splash page 97 
TopOptions page 98 


IBM Global Network Dialer 117 



Lotus Notes 117 
Lotus Organizer 117 
Lotus SmartSuite 118 

M 

McAfee VirusScan 118 
Microsoft Access 119 
Microsoft Internet Explorer 119 
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Microsoft NetMeeting 119 
Microsoft Office 119 
Microsoft Outlook 120 
Microsoft Outlook Express 121 
Microsoft Project 121 
Microsoft Visio 122 
MSN Messenger 122 

N 

Netscape Navigator 122 
Norton Antivirus 123 

P 

PC から PC への移斤 7 
接続のセットアップ 7 
イーサネット.ケーブル 
LAN 8 

S 

SMA 4.2 

互換性 口 9 

アプリケーション•ファイル131 
コマンド•ファイル ロ9 
変換ツール133 
SMA 移行ファイル2 
smabat 
構文75 

デフォルトの場所75 
パライーター 76 

一時ディレクトリ ー 76 
抽出76 
取り込み76 
パスワード76 
ログ•ファイル76 
PC から PC への移行による適用％ 
smabat.exe 3 
sma.exe z 

System Migration Assistant ( SMA ) 

アップグレード 8 
アンインス I ^ール16 
移行のタイプ1 
移行のフェーズ1 
インストール11，15 
拡張機能8 
コンポーネントし2 
の定義1 

マルチユーザー.プロファイルの移行5 
制約事項6 


W 

WinZip 124 
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